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私が この世 に生を受 けたのは今世紀の10年 代 、第一次 世界大戦 の前 夜だ っ
た。 その 日は西暦1913年9月8日 月曜 日、ベ ンガル暦(注Dでは1320
年 バ ドロ月(注2)23日に あた り、厚 い雲 が垂 れ こめてい た。母 に聞 いた話で
は その夜 は一晩 中雨 が降 り しき り、氾濫 した川 と湿 地帯の 水路 に溢 れ る水が
両 側 か ら押 し寄せ て きて 、私 を連れ去 って い きそ うな勢 いだ った とい う。 四
方 はただ満 々 たる水で あ る。 だが私が 産声 を上 げた時 には、 すで に東の空 に
暁 の光が差 して いた。私 が生 まれ落 ち たの は世界 が重苦 しい興奮 に包 まれ て
いる さ中の ことだ った。
わず か数 日前に英 国王 ジ ョー ジ5世 の戴冠式 が終 わ ったばか りだ ったが、
その 余韻 は まだ人 々の胸 か ら消えて いなか った。 当時 ヨー ロ ッパで は、様 々
の勢 力が他 に対抗 しよ うと して盛 ん に同盟 を結ん でい た。 小 ア ジアに至 る道
が ドイ ツには必要 で ある と ヒ トラーが 述べ た よ うに、 当時 の ドイ ツでは誰 も
が こう口を揃え てい た。 我 々にはベ ル リンか らバグ ダ ッ ドまでの権 益が認 め
られ るべ きで あ る、 ドイ ツは これ以上 不利 な立 場に は甘 ん じられ な い、と。
帝 国主義 イギ リスは イギ リス海峡 の彼方か ら平 和 と友 好の メ ッセ ー ジを送 り
続 けて いたが、 まさ にそ の時 アイルラ ン ドの ロ ン ドンデ リーの街 では大虐 殺
が 行わ れて いたので あ る。 世界 にはす さ ま じい嵐を 呼ぶ暗雲 が 立 ちこめてい
た。 しか し、 ほ とん どす べて の国の指導 者 たちが 、相手国 を滅 ぼす腹 を固め
て いたその時 に、一 方で は ルーブル美 術館 か ら紛失 した 「モ ナ リザ」(注3)の
絵が 、幾多 の努力 に よ って再 び姿を現 す こ とが可 能 とな った ので ある。誠 に
わ れわれ人 間は 驚 くべ き生 き物で ある。第 一次大 戦の前夜 、 ヨーロ ッパ に敵
意 と報復 をめ ぐる陰謀 の渦 巻 く中 で、人 間の心 に美の シンボルを守 ろ うとす
る抑 えがたい情熱が生 まれたのだか ら。科学 の分野で あれ政 治の世 界であれ、
今 世紀 の10年 代に人 間 は不可能を 可能 に し、未知 なる ものを既知 と し、あ
る いは 自然を制 御 しよ うと懸命 に努 力 した。飛 行機が 発明 され たのは190
3年 だ った けれ ど も、それ が実用 に移 され るのは10年 代 に入 って か らだ っ
た。 マル コー二に よる無線 通信機 の発明 もまた10年 代の ことであ る。 要す
るに、現代文 明の土 台が築 かれ たのが 今世紀 の10年 代 だ った。
ア ジアの大 国 も科 学の 波 に洗 われ始 めた。 ミルやベ ンサムの 思想が イ ンテ
リ層 に刺激を与 えて い た。1912年 に孫文 博士 の指 導 の下 に、中国 で共和
制 が宣言 され た。ベ ンガ ル州を分割 しよ うとす る、時の イ ン ド総督 カーズ ン
卿 の計 画(注4)は、ベ ンガ ルの中産 階級 の運動 に よ って、 その一 部が放 棄 され
た。1905年 時点 での ベ ンガ ル州 は、1911年 のベ ンガ ル州 とは異な っ
てい た。 ビハ ール とオ リッサが切 り取 られて 別個の州 が構 成 され た。 そ して
ス リホ ッ ト県 を除 く残 りのベ ンガル語 地域 には、 ムス リムを多 数 とす る東ベ
ンガ ル ・ア ッサー ム州が 新設 された。 この イギ リスの新 しい政 策は イギ リス
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政 府 、 ヒ ン ドゥ ー、 ム ス リム の三 者 す べ て の 顔 を 立 て る もの だ った 。 ベ ンガ
ル 州 の分 割 を ム ス リム は 歓 迎 した 、 な ぜ な らそ れ に よ って 彼 らが 多 数 を 占 め
る州 が 誕 生 した の だ か ら。 ま た ヒ ン ドゥー の 指 導 者 た ち は 、 分 割 の 線 引 きが
わ ず か しか西 方 にず ら され なか った こ と を も って 自 らの 勝 利 を 宣 言 した 。 そ
の 一 方 で は 、 ム ス リム は 自分 た ち が 欺 か れ た と思 い 、 ヒ ン ドゥ ー は首 都(注5)
が カ ル カ ッ タか ら デ リー に移 さ れ た こ と に よ って ベ ンガ ル 人 が 軽 視 さ れ た と
思 っ た。 イ ギ リス は イ ギ リス で 、 ア ッサ ー ム の 白人 茶 園 主 た ち に と って は 何
ら喜 ば しい事 態 が 生 じな か っ た と考 え た 。 ベ ンガ ル分 割 令 が 撤 回 さ れ た に せ
よ 、 ム ス リム が よ り多 くの 恩 恵 を受 け た に せ よ、 っ ま る と こ ろ イギ リス 支 配
の 統 治 上 の必 要 か ら旧 ベ ンガ ル を縮 小 す る も くろみ が 成 功 した の だ と い う点
まで は 、 当 時 誰 も掘 り下 げ て 考 え よ う と は しなか った 。 詩 聖 タ ゴ ー ル(注6)の
詩 に こ う あ る。
道 言へ り 吾 神 な り と
車 言 へ り 吾 こ そ は と
偶 像 思 へ り 吾 神 な り と
誠 の神 は 笑 ひ 給 へ り
この こ とは 、 ベ ンガ ル分 割 令 の 撤回 か ら25年 の 歳 月 を 経 て 明 らか に な る 。
ベ ン ガ ル の ヒ ン ドゥー 中 産 階 級 は 、 政 治 的 実 権 を 獲 得 す る 望 み を 絶 た れ て し
ま うの だ。 す な わ ち1937年 にA.K.フ ァ ズ ル ル ・ハ ッ ク(注7)を首 班 と
して 、 ム ス リム 連 盟 な どの 連 立 政 権(注8)が発 足 した の で あ る。 そ の結 果 イ ン
ド独 立 を 目前 に 控 え た1946年 に は 、 ヒ ン ドゥー 中 産 階 級 は 他 な らぬ 自分
た ち の 運 動 に よ って 生 まれ た統 一 ベ ンガ ル を 二 分 割 して 、 も との ベ ンガ ル か
ら離 れ て い っ て しま った 。 それ に 対 して ム ス リム 中 産 階 級 は ベ ンガ ル の 統 一
を 保 つ た め に 、 で き る 限 りの 努 力 を 払 った の で あ る。
と もあ れ ヒ ン ドゥー 中 産 階 級 の指 導 層 は 、1911年 に は 勝 利 に酔 い しれ
て い た 。 そ して その 同 じ年 に勝 利 の喜 び を いや が 上 に も増 す 出来 事 が あ った 。
半 世 紀 に もわ た って 不 敗 を 誇 る 白 人 の フ ッ トボ ール チ ー ム で あ る カ ル カ ッ タ ・
チ ー ム を 、 モ ホ ンバ ガ ン ・チ ー ム が カ ル カ ッタの 競 技 場 で 敗 っ た の で あ る 。
そ の 時 の ゴ シ ュ ト ・パ ー ル 選 手 の写 真 は 、 ス レー ン ドラ ナ ー ト ・バ ネ ル ジー
(注9)の手 許 に 保 管 さ れ て い た 。 そ して カ ル カ ッタ の 競 技 場 で 歴 史 は後 に 、 パ
キ ス タ ン建 国 前 夜 の モ ホ メ ダ ン ・ス ポ ー テ ィ ング ・チ ー ム の 勝 利 の遠 征 に よ っ
て 、 ま さ し く再 現 され る の で あ る。 ベ ンガ ル 分 割 令 反 対 運 動 を 展 望 して 情 熱
的 な 文 学 者 や 詩 人 が 登 場 した よ う に 、 パ キ ス タ ン運 動 が 開 始 され る 直 前 の 時
期 に も、 や は りそ の よ う な人 々 が 現 れ た 。 中 で も詩 人 フ ォ ロル ク ・ア フ モ ド
の 作 品 や 、 同 じ く詩 人 ゴ ラ ム ・モ ス トフ ァの 「ビ ッ シ ョノ ビ」 は特 筆 に 値 し
よ う。
イ ギ リス 政 府 が イ ン ド帝 国 の 首 都 を1912年 に カ ル カ ッ タか らデ リーへ
移 転 した た め に生 じた悲 しみ は 、 ベ ンガ ル 語 地 域 を も って 一 州 が 設 立 さ れ た
こ と に よ って 、 ほ とん ど掻 き消 さ れ て し ま っ た 。 さ らに 翌1913年 に は ラ
ビ ン ドラ ナ ー ト ・タ ゴ ー ル が ノ ー ベ ル文 学 賞 を 受 賞 して 、 全 世 界 に ベ ンガ ル
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の 名 を 高 め た 。 ベ ンガ ル 語 は 世 界 の 舞 台 で 光 栄 あ る地 位 を 獲 得 した の で あ る。
ア ジア の 人 々 に と って 、受 賞 は この 上 な い 誇 り と な っ た 。
私 が 生 まれ たの は、 ダ ッカ県 ビ ク ロ モ プ ル郡 の シ ョル ゴ ル 村 だ っ た。 ラ ジ ャ
・ケ ダ ル ・ラ エ(注10)が ム ガ ル 皇 帝 ア ク バ ル の 将 軍 マ ー ン シ ン グ(注1Dに 敗
北 を 喫 した の が 、 こ の 村 だ と伝 え られ て い る。 この 地 方 で ラ ー ジ ャー ・マ ー
ン シ ン グに 加 勢 した者 に は 、 後 に もれ な く ム ガ ル 朝 か ら恩 賞 が 下 った 。 私 の
先 祖 の ポ ロ ・カ ー ンは タ ル ク ・ポ ロ ・カ ー ン(X12)とい う免 税 地 を 与 え られ
た。 しか し、 そ れ は ア クバ ル 帝 の 御 代 の こ と で は な か っ た 。 わ が 家 が 免 税 地
の 恩 典 に 浴 した の は 、 ジ ャハ ー ンギ ー ル 帝 の 印璽 の押 さ れ た 証 書 に よ って だ っ
た。
シ ョル ゴ ル は 非常 に活 気 に 満 ち た村 だ っ た。 朝 か ら晩 ま で 、 バ サ ー ル の す
べ て の 店 で 取 引 が な され て い た。 他 の 村 と違 って 、 週 に 一 日 だ け の 市 は 立 た
な か っ た 。 ヒ ン ド ゥー と ム ス リム の 両 者 は 、1930年 以 前 に は 友 愛 に よ っ
て 結 ば れ て い た 。 カ ー ス ト ・ヒ ン ド ゥー は優 れ て 教 育 が 高 か った 。 だ が ム ス
リム は 、 村 の 上 層 を 形 成 す る独 立 した タ ル ク ダ ル(地 主)(注13)だ った 。 そ
の た め ヒ ン ドゥ ー は い く ら教 育 や 財 力 の あ る者 で も 、 ム ス リム の タル ク ダ ル
や ジ ョ ミダ ル(注14)に地 税 を 払 わ な け れ ば な らな か った 。 も っ と も、 大 タ ル
ク ダ ル や 大 ジ ョ ミダ ル は い な か っ た け れ ど も。 カ ル カ ッタ 高 等 裁 判 所 の 最 初
の イ ン ド人 判 事 サ ー ・チ ョ ン ドロマ ドブ ・ゴ ー シ ュ は 私 た ち の 村 の 出身 だ っ
た 。 彼 の 家 で は ア ッ シ ン月(注15)の 祭 礼 が い つ も盛 大 に 祝 わ れ て い た。 彼 の
家 は わ が 家 の 小 作 だ っ た け れ ど も、 祭 礼 に は私 た ち も そ の 家 を 訪 れ た もの で
あ る。 私 た ち の 座 は 最 前 列 に設 け られ る慣 い だ っ た 。
私 た ち が 幼 い 頃 、 村 に は シ ョ ロ ト ・ゴ ー シ ュ と い う著 名 な弁 護 士 が い た 。
人 々 は 彼 の こ と を シ ャヘ プ(旦 那)・ シ ョ ロ トと呼 ん で い た。 そ の 訳 は 当 時
す で に 彼 が 食 事 の 際 ホ ー ク と ス プ ー ンを 用 い 、 木 製 の 足 の 上 に水 を 張 っ た 琺
瑯 の 器 を 乗 せ て 、 ち ょ う ど今 で い う洗 面 器 の よ うに して 顔 や 手 を 洗 って い た
か らで あ る。 もち ろん 彼 は 一 度 も渡 英 した こ と は な か った 。 しか し彼 に と っ
て イ ギ リス は 文 明 の 聖 地 だ った 。 だ か ら こそ 、 後 に 下 の 息 子 の ケ トロパ ル ・
ダ ー シ ュ ・ゴ ー シ ュが オ ック ス フ ォー ドへ 入 っ た 時 に は 、 大 喜 び した の だ ろ
う。 ケ トロパ ル ・ダ ー シ ュ ・ゴ ー シ ュは 服 装 、 立 居 振 舞 、 言 葉 、 仕 事 の す べ
て に シ ャ ヘ ブ振 りが す っ か り身 に つ い て 帰 国 した け れ ど も、 精 神 的 に は イ ン
ド民 族 主 義 者 だ った 。 学 生 と して は、 む ろん 彼 の 兄の ラ カ ル ・ダー シ ュ ・ゴ ー
シュ の 方 が は る か に 優 秀 だ っ た 。 何 しろ い か な る 試 験 で あ れ 決 して 二 番 に 落
ちた こ とが な く、 カル カ ッタ大 学 の英 文 学 修 士 の 試 験 に フ ァー ス ト ・デ ィ ヴ ィ
ジ ョ ンの 首 席 で 合 格 して 、 金 賞 を 授 け られ た ほ ど の 人 な の だ か ら。 だ が 、 こ
の 人 の 所 作 や 話 振 りな ど は ま さ し く哲 学 者 の よ うだ っ た 。 言 うな れ ば 、 世 俗
の こ と に ひ ど く疎 か っ た の だ 。 英 文 学 の 外 に 存 在 す る広 大 な世 界 に は ま っ た
く関 心 が な か っ た 。 以 下 は 、 私 が 母 か ら聞 い た 話 で あ る 。 修 士 試 験 の 結 果 を
知 らせ る電 報 を 郵 便 屋 が も って く る と 、 ラ カ ル ・パ ブ 自 ら受 取 り に 出 た そ う
な 。 郵 便 屋 は心 付 け を 貰 わ な い と電 報 は 渡 せ な い と 言 っ た 。 ラ カ ル ・パ ブ は
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何 と しよ う。 奥 へ 退 って 母 親 に相 談 す る と、 こ う言 わ れ た。 「ラ カ ル ・ き っ
と い い 知 らせ よ 。 半 ル ピー 貨 と一 ル ピー 貨 を も って お行 き。 も し半 ル ピ ー で
不 足 を 言 う よ うな ら、 一 ル ピー や る と い いわ 。 」 彼 は戻 って 郵 便 屋 に告 げ た 。
「母 さん に 半 ル ピー貨 と一 ル ピー 貨 を 貰 っ た か ら 、 どち らで も望 み の 方 を お
取 り。 」 と 。 だ が 郵 便 屋 の 返 事 は こ うだ っ た 。 「旦 那 、 両 方 と も頂 戴 した い
で す な。 」 ラ カ ル ・パ ブ は 困 って しま い 、 また 奥 へ 退 って 母 親 の 意 見 を 求 め
た 。 母 親 は 「両 方 と もお や り。2枚 と も見 せ る な ん て 馬 鹿 だ ね え 。 」 と言 っ
て か ら、 こ う続 けた 。 「電 報 を も って 、旦 那衆 の と こ ろに ご挨 拶 して お い で 。
」 私 の家 に回 って きて 知 らせ を 受 け る と、私 の母 は こ う訊 い た 。 「ラ カ ル や 、
お 祝 い の お 菓 子 は ど う した ん だ い 。 」 と 。 「そ うだ っ た よ 、 小 母 さ ん 。 」 言
う な り彼 は バ ザ ー ル の 菓 子 屋 へ 走 り、 ジ レ ピ菓 子(注16)を10セ ー ル も籠 に
詰 め こん で 帰 って きた 。 お か げ で 旦 那衆 は 皆 音 を 上 げ た 。 も うお 菓 子 は 食 べ
られ な い よ 、 と 。
後 年 彼 は カ レ ッ ジの 先生 に な った。 しか し、 そ れ 以 上 の 出世 は しなか った 。
悪 童 ど もを 押 さ え る こ と が で き な か った の だ 。 そ の た め 彼 の授 業 の 時 は 、 大
抵 い つ も校 長 先 生 が じ き じ き に教 室 の 秩 序 を 保 っ て い た 。 彼 は 服 装 に は ま っ
た く無 頓 着 だ った 。 彼 を 見 て 一 体 誰 が シ ャヘ ブ ・シ ョロ ト ・ゴ ー シ ュの 息 子
だ と か 、 シ ャヘ ブ ・K.D.ゴ ー シ ュの 兄 だ と思 った だ ろ うか 。
私 の 村 で も う一 つ 特 徴 的 だ った の は 、 今 世 紀 に 入 って 間 も な く、 ビ ク ロ モ
プ ル の ム ス リム 中 産 階 級 が カ ー ス ト ・ヒ ン ドゥー に 対 抗 す る た め に 英 語 を 勉
強 し始 め た こ とで あ る 。 ム ッ ラー(注17)や モ ウル ヴ ィ ー(X18)に よ る英 語 排
斥 運 動 は な ぜ か あ ま り効 を 奏 さ なか った 。 村 に は 二 つ の 高 校 が あ っ た。 ビ ク
ロモ プ ル郡 全 体 で は 、 パ キ ス タ ン建 国 以 前 に45の 英 語 学 校 が あ っ た 。 ス リ
ノ ゴ ル ・タ ナ(注19)は私 た ち の 村 か ら数 マ イ ル の 距 離 だ っ た が 、 そ この ジ ョ
ミダ ル は ヒ ン ドゥー だ っ た 。 その た め 祭 礼 に な る と 、 ス リノ ゴル の 賑 わ い は
大 変 な もの だ った 。 と りわ け チ ョイ トロ ・シ ョン クラ ンテ ィ(注20)とボ イ シ ャ
キ ・メ ラ(注2Dに 始 ま り、 ア シ ャル 月(注22)の ロ トジ ャ トラ(注23)、ア ッ シ
ン月 の ドゥル ゴ トシ ョブ(注24)と続 く熱 狂 は カ ル テ ィ ク ・プ ジ ャ(注25)まで
冷 め な か っ た。 ロ トジ ャ トラ に は 、 砂 糖 で こ し らえ た 山 車 や 神 像 な どが 用 意
さ れ た。 そ して 、 砂 糖 や 黒 砂 糖 で 作 っ た各 種 の バ タ シ ャ菓 子(注26)や い ろ い
ろ な 品種 の米 で こ し らえ た焼 米 、種 々 のバ ナ ナ。 ま たボ イ シ ャ キ ・メ ラ で は 、
土 製 ・木 製 の 様 々 の 人 形 や 他 の お もち ゃが 売 られ て い た。 も ち ろ ん 、 それ ら
の お も ち ゃ は どれ も、 日本 製 の プ ラ ス チ ッ ク の お もち ゃの よ うに 美 し くは な
か った 。 しか し、 そ れ らが 幼 い子 供 た ち に もた ら した 喜 び は 、 最 近 の 子 供 が
外 国 製 の お もち ゃ を 手 に して も決 して 味 わ え な い もの だ っ た。 当 節 の 高 価 な
人 形 を 買 って も らえ る の は 、 特 別 な 階 層 の 子 弟 に 限 られ て い る 。 従 って 、 み
ん な の 顔 が 等 し くほ こ ろ ぶ の は、 もは や 見 ら れ な くな って しま っ た。
私 の 父 方 の 祖 父 で あ る モ イ ヌ ッデ ィ ン ・ア フ モ ドは42才 で この 世 を 去 っ
た が 、 そ の 時 祖 母 は31才 だ った 。私 の 父 は18才 だ った 。 祖 母 は西 暦18
95年 に 、6人 の 子 供 を 抱 え て 寡 婦 に な っ た の で あ る。 祖 母 に は オ ス マ ン ・
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ア リ ・ブ ン イ ヤ と い う名 の 兄 が い た 。 彼 は ダ ッ カ県 の ム ス リム で 最 初 の 法 廷
弁 護 士 だ った 。 彼 はB.L.(法 学 士)の 試 験 に合 格 して 、 ブ リー ダ ー っ ま
り弁 護 士 に な っ た の で あ る。 彼 の 弁 護 、 抗 弁 、 法 廷 書 類 な ど の 巧 み さ にっ い
て 、 私 はず っ と後 の 弁 護 士 時 代 に老 弁 護 士 た ち か ら聞 か さ れ た 。 彼 は 金 に は
不 自 由 して い なか っ た。 と い うの は、 何 度 か 再 婚 して 持 参 金 の 分 け前 に与 か っ
た か らで あ る。 だ が 不 幸 の 分 け 前 に は 一 切 与 か ら なか っ た 。 酒 と女 達 の歌 舞
に は 二 っ なが ら 目が な か った 。 祖 母 に 聞 い た 話 で は 、 こ の 人 が 私 の 家 を 訪 れ
る時 に は いつ も大 き な 御 座 船 を 借 りて 乗 っ て きて 、 夜 は そ の 中 で 寝 泊 ま り し
た そ うで あ る 。 な ぜ な らそ こ に は 、 あ り と あ ら ゆ る彼 の お 楽 しみ と趣 味 の 道
具 が 揃 って い た か らだ 。 一 方 私 の 祖 父 の 兄 弟 に は 、 今 は 亡 き ニ ジ ャム ッデ ィ
ン ・シ ャヘ ブ が い た が 、 こ の 人 は フ ォ リ ドプ ル(注27)の ドゥ ドゥ ・ ミヤ ン(注
28)の 弟 子 だ った 。 ニ ジ ャ ム ッデ ィ ン は 厳 格 な ム ス リム で イ ス ラ ー ム の 習 慣
と儀 礼 を 重 ん じて い た 。 当 時 彼 は 採 用 試 験 に受 か り な が ら公 職 に 就 くこ と を
考 え ず 、 フ ァラ ー イ ジ ー運 動(注29)に身 を 投 じた の で あ る 。 オ ス マ ン ・ブ ン
イ ヤ は 内 心 彼 を恐 れ て い た 。 そ れ で お 楽 しみ は 船 で こ っそ り行 った の で あ る。
私 の 父 が あ ま り勉 強 しな か っ た原 因 の 一 つ に は 、 こ の 祖 母 の 兄 に あ た る 弁 護
士 の 感 化 が 挙 げ られ る。
祖 母 は宗 教 上 の節 制 を 厳 し く守 る人 だ った 。 決 め られ た 通 り に礼 拝 や 断 食
を 行 い 、 毎 朝 コ ー ラ ンを 朗 誦 した 。 手 に は い つ も数 珠 を 巻 い て い た。
私 の 母 が 「長 男 の 嫁 」 と して 嫁 い で き た その 日か ら、 祖 母 は 母 に鍵 束 を 渡
した 。 祖 母 は 以 後 決 して 家 刀 自 と して 振 る舞 う こ とが な か った 。 宗 教 上 の 務
あ を 果 た す こ と に 専 念 して い た 。 ほ とん ど もの も喋 らな か った 。 私 た ち に 対
して さ え そ う だ っ た 。1936年 に 私 た ち の 父 が 亡 くな っ た 時 も、 祖 母 は ま
だ 生 き て い た。 享 年54才 で(注30)父 は こ の世 を 去 った 。 お か げ で 私 た ち は
遺 産 の 分 配 に 与 か れ な くな って し ま った 。 父 が 死 ん で 一 週 間 後 に 、 今 度 は 祖
母 が 亡 く な った か らで あ る。 そ の た め 祖 母 は 私 た ち の 取 り分 を 書 き遺 す こ と
が で き な か った の だ 。
幼 い 頃 の思 い 出 は 今 で は 多 くが 霧 に 包 ま れ た よ うに 霞 ん で しま っ た。 た だ
断 片 的 に浮 か ん で くる ば か りで あ る。1914年 に 第 一 次 世 界 大戦 が 勃 発 し
た 時 に は 、私 は ま だ 赤 ん 坊 だ っ た 。1919年 に家 庭 内 の 空 気 が 険 悪 に な っ
た の は 幼 な心 に 覚 え て い る。 父 と 母 が 不 和 に な り 、 そ の た め に 母 が 何 度 も涙
を 流 した か らで あ る。 祖 母 は 母 を 慰 め た。 私 は 何 も分 か ら な か った 。 後 に知 っ
た と ころ に よ る と 、 母 が 実 家 の 母 親 か ら譲 渡 され た 財 産 を 、 父 の 承 諾 な しに
一 人 き りの 弟 に 証 書 を 作 って 与 え て し ま った の が 、 こ と の 起 こ りだ った 。 祖
母 の 尽 力 に よ っ て 、1922年 に 父 と母 の 間 に一 応 の 和 解 が 成 立 した 。 事 柄
は 抜 き差 しな ら な い もの で は な く、 む しろ多 分 に誇 り と面 子 に 関 わ って い た 。
母 方 の 祖 母 の 実 家 は 、 私 た ちの 村 か ら5マ イ ル 離 れ た ア トパ ラ 村 に あ っ た。
ま た母 方 の 祖 父 の 家 は 、 当 時 小 舟 で 二 日か か る ア オ ナ 村 に あ った 。 ま だ わ が
国 に ラ ン チが 走 っ て い な か っ た 時 代 の 話 で あ る。 さ て 母 方 の 祖 母 は 、 夫 の 死
後 も っぱ らア トパ ラ で 暮 らす よ う に な っ た 。 と い うの は 一 人 娘 の 彼 女 が 、 家
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屋 敷 及 び 田 畑 の 唯 一 の 相 続 者 に な った か らで あ る。 お そ ら く母 方 の 祖 母 は こ
う考 え た に違 い な い。 私 の 母が アオ ナ の実 家 へ帰 るの は難 しい だ ろ う。 また 、
そ の 弟 が ア トパ ラの 家 や 財 産 を 管 理 す る の は 不 可 能 だ ろ う、 と。 そ れ で 、 ア
オ ナ に あ る夫 の 財 産 はす べ て 母 の 弟 が 受 け取 り、 ア トパ ラ に あ る 自分 の 財 産
を 母 が 受 け 取 る こ とを 考 え っ い た の で あ る。 と こ ろが 困 っ た こ とに 、 そ の 弟
は 母 と母 方 の 祖 母 の 両 方 に ひ ど く腹 を 立 て 、 カ ル カ ッ タへ 飛 び 出 して しま っ
た。 そ して 、 そ こで 職 を 見 っ け て 家 へ 帰 らな くな っ て しま った の だ 。 ど うや
ら母 親 に 勘 当 さ れ た と思 い こん だ ら しい。 そ こで こ の 問 題 を 解 決 す る た め に
母 は 、 母親 か ら譲 り受 け た 財 産 を 弟 に 贈 与 す る証 書 を作 成 した の で あ る 。 こ
の 件 に 関 して 初 め 母 は 、父 の 承 諾 を 得 る必 要 が あ る と は 考 え な か っ た。 そ れ
に よ って 父 の 誇 りが 傷 つ くか も知 れ な い 、 あ るい は 妻 に 対 す る威 信 を 損 な わ
れ た と 感 じる か も しれ な い 、 とは 思 い も寄 らな か っ た の だ ろ う。 私 の母 方 の
祖 母 は1921年 に こ の 世 を 去 った 。 従 っ て 母 の 苦 しみ が 解 消 され る の を 見
届 け る こ とは で きな か っ た 。 彼 女 は 大 変 な心 痛 の な か で 晩 年 を 送 っ た 。 自分
の 不 注意 に よ って母 を 苦 しめ る こ と に な って しま った 、 と よ くこぼ して い た 。
母 方 の祖 母 の死 後 、家 や 財 産 が ど の よ うに処 分 さ れ た の か 私 た ちは 知 らな い 。
なぜ な ら母 も、 また 私 た ち の 誰 も、 ア トパ ラ へ は も う行 か な くな っ た か らで
あ る。 家 付 き の 駕 籠 舁 もい れ ば 、 雨 季 用 の大 船 もあ っ た の だ け れ ど も。 ア オ
ナ は私 た ち の 家 か らず いぶ ん 遠 か った 。 ア リヤ ル 湿 地 ば か りか イ チ ャモ テ ィ
川 も越 え な け れ ば な らな か っ た。 船 旅 は強 盗 に 襲 わ れ た り、 嵐 や 洪 水 に 見 舞
わ れ る 恐 れ が 強 か っ た。 そ の た あ ア オ ナへ 行 くの は 、 ま さ に 命 が け だ っ た 。
私 が 幼 い頃 、 村 で は ま だ あ ま りマ ッチ が 使 わ れ て い な か った 。 ジ ュ ー トの
滑 らか な 茎 を 干 し、 そ の 先 端 に溶 か した硫 黄 を 塗 って 部 屋 に お い て お く。 そ
して 、 そ れ を 木 炭 の 火 に か ざ して 明 か りに す るの で あ る。 金 持 ち の 家 で よ う
や くハ リケ ー ン ラ ンプ(注31)が使 わ れ 始 め た ば か りだ った 。 普通 の 家 で は ヒ
マ シ油 や カ ラ シナ 油 の ラ ンプ 、 ま た は 石 油 ラ ン プが 用 い られ て い た 。 外 出 の
際 に は カ ンテ ラが 使 用 され た 。 村 の 良 家 の子 供 た ち は 金 曜 日の 礼 拝 や イ ー ド
(注32)、婚 礼 、 あ る いは 他 の 礼 拝 の 日 に は 、 ア チ カ ン(注33)とパ ジ ャ マ(注34
)、 そ れ に 宝 石 で 飾 っ た帽 子 を 身 に つ け て い た 。 イ ギ リス 靴 と呼 ば れ る オ ッ
ク ス フ ォー ド ・シ ュ ー ズ も普 及 し始 め た ば か り だ った 。 イ ド ゥル ・ア ズ ハ(注
35)、 婚 礼 、 フ ァテ ハ(注36)な ど の 折 に は 去 勢 牛 を 屠 り、 親 類 や 小 作 人 、 そ
れ に 貧 しい 人 た ち に 食 事 が 振 舞 わ れ た。 招 待 客 と 親 類 は 陶 器 や 琺 瑯 の 皿 で 、
一 般 の 人 た ちは バ ナ ナ の葉 で 食 事 を摂 った。 ヒン ドゥー の 隣 人 た ち の た め に 、
ヨ ー グ ル トや 菓 子 も用 意 さ れ た 。 イ ー ドや シ ョベ ボ ラ ト(注37)など の 祭 礼 の
日 に は 母 や 叔 母 た ち は 、 シ ェモ イ(細 麺)に あ りと あ らゆ る種 類 の 米 粉 の パ
ン、 種 々 の ハ ル ヤ菓 子(注38)、 コ コ ナ ッツ団 子 、 碾 き米 の ハ ル ヤ菓 子 、 ボ ロ
フ ィ菓 子(ff39)など を 拵 え た 。 村 の 多 くの 子 供 た ち 、 と り わ け ム ス リム の 子
供 た ち は 小 学 校 や モ ク トブ(寺 子 屋)に 通 っ て い た。 だ が 金 持 ち や 良 家 の 子
弟 は 一 定 期 間 家 で 学 習 を 積 ん だ 後 、 英 語 学 校 へ 入 学 して い た 。 村 の ム ス リム
は ル ンギ(腰 巻)と ク ル タ(シ ャ ツ)を 着 て い た 。 シ ャ ツの こ と を 私 た ち の
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地 方 で は 「パ ン ジ ャ ビ」 と 呼 ん で い た。 ど う して パ ン ジ ャ ビ と い う名 が っ い
た の か 、 今 も って 私 に は 分 か ら な い。 後 に 他 な らぬ パ ンジ ャ ー ブ 人 た ち か ら、
ど う して そ う呼 ぶ の か 尋 ね られ た もの で あ る 。 も っ と も、 ず っ と後 の195
9年 に 私 が 大 使 と して ミャ ンマ ー に 赴 任 中 、 同 国 を 訪 問 した 当 時 の ソ連 首 相
フ ル シチ ョフ が これ と よ く似 た シ ャツ を 着 て い るの で 、 不 思 議 に思 っ て 訊 い
て み た こ とが あ る。 ウ ク ラ イ ナで は それ は ご く普 通 の シ ャ ツ で あ る、 との こ
とだ った 。 だ が ウ ク ラ イ ナ とベ ンガ ル が 、 果 た して い つ の 時 代 に いか な る交
渉 を 持 った の か 私 は 知 らな い 。 ム ス リム の 旦 那衆 は 白 い 腰 巻 に 白 い 長 シャ ツ 、
白 糸 の 刺 繍 の 入 った 帽 子 、 そ れ に 草 履 を 身 に つ け て い た。 木 製 の サ ン ダ ル を
履 くの は 、 礼 拝 の 前 に オ ジ ュ(垢 離)(注40)を 取 る 時 だ け だ った 。 ダ ッカ の
町 で 流 行 した船 型 の 帽 子 は ダ ッカだ けの もの で 、私 た ちの 村 で は 見 か け な か っ
た 。 白 い 服 を 着 用 す る こ と は 当 時 、 身 分 の 高 い もの の 徴 の よ う に考 え られ て
い た 。
村 の ヒ ン ドゥ ー は皆 、 ドゥ テ ィ(腰 布)を ま と っ て い た。 だ が 裕 福 な 人 々
は腰 布 と シ ャ ツの 他 に 、 襞 の 入 った チ ャ ドル(ス カ ー フ)を 肩 に か け て い た。
も ち ろ ん ム ス リム も、 冬 に な れ ば 防 寒 用 に木 綿 や ウー ル の ス カ ー フ を 身 につ
け た 。 毎 タ ヒ ン ドゥ ー の 居 住 区 で は鐘 青 銅 の 鐘 が 鳴 り 、 香 が 焚 か れ 、 燈 明 が
あ げ ら れ て い た 。 時 に は キ ル トン(賛 歌)が 歌 わ れ たが 、 ち ょ う ど そ れ は ム
ス リム の 家 庭 で 催 され る ミラ ド(祝 い の 集 い)(注4Dに 似 て い た 。 夕 刻 に な
る と ヒ ン ドゥー の良 家 の女 性 た ちが 朗 詠 や歌 、 楽 器 の 演奏 を 始 め る の で あ る。
当 時 は まだ カ ル カ ッ タ と の 結 び つ きが そ れ ほ ど 十 分 で な か った の で 、 人 々 は
日刊 誌 の 代 わ り に週 刊 誌 や 月 刊 誌 を 購 読 して い た。
ヒ ン ドゥー の 女 性 た ち は ダ ッカ 産 サ リー 、 シ ャ ンテ ィプ ル(注42)産サ リー、
そ れ に ジ ャム ダニ(花 柄 織)(注43)サ リー こそ 着 用 した け れ ど も、 絹 の サ リー
は あ ま り 身 に つ け な か った 。 婚 礼 の 際 に ベ ナ レス産 サ リー を 用 い る程 度 だ っ
た 。 当 時 普 段 着 とい え ば 、 生 地 の 薄 い 外 国 製 の 服 が まず 挙 げ られ た。 普 通 の
家 の 女 性 た ち は 、 手 織 機 で 織 った よ り安 価 な 服 を 着 て い た 。 お し ゃれ な 男 性
た ち も大 抵 、 シ ャ ン テ ィ プ ル 産 腰 布 や 襞 の 入 っ た つ や 出 し木 綿(注44)の パ ン
ジ ャ ビを 身 につ け て い た 。 こ う した服 装 は ム ス リム 男 性 の 場 合 い あ ま りお 目
に か か ら なか った 。 こ の よ うな 服 装 を す る 人 は 花 柄 入 りの エ ナ メ ル 革 の パ ン
プ ス を 履 い て い た。 ヒ ン ドゥー の 女 性 は 通 常 靴 を 履 か な か っ た 。 だ が 男 性 と
い え ど も、 そ れ らは 他 所 行 き 用 の 服 装 だ った 。 役 所 勤 め の 者 を 除 い て 、 そ の
よ うな 服 装 を して い る 者 は い な か った 。
ア ッ シ ン月 に は 通 常 、 町 の 事 務 所 や 裁 判 所 、 学 校 や カ レ ッ ジが 休 み に な っ
た。 従 って 、 こ の 時 期 に な る と、 勤 め 人 は ヒ ン ド ゥー もム ス リム もみ ん な 村
へ 帰 省 した。 他 の 地 域 は い ざ知 らず 、 ビク ロモ プ ル の農 村 で は ど こ もそ うだ っ
た。 村 で は この 月 に大 層 楽 し い祭 りが 催 さ れ た 。 私 た ち の 村 で は 、 雨 季 に な
る と船 が 唯 一 の 交 通 手 段 だ った 。 そ の た め ほ と ん どの 家 が 、 自家 用 の ガ ー ト
(船着 き場)に 小 舟 を 繋 い で いた 。 雨 季 が 終 わ る と、 そ れ らの 小 舟 は 池 に 沈
め られ るの で あ る。 ヒ ン ドゥー の 旦 那 衆 は 盛 大 に ドゥル ガ ・プ ジ ャ(注45)を
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催 した。 私 た ち も子 供 の 頃 、 よ く神 像 を 見 物 に行 った もの だ 。 神 像 を 川 に流
す 日 に は 、 大 抵 小 舟 に よ る 競 争 が 行 わ れ た 。 競 争 用 の 船 は縦 長 で 幅 が 狭 か っ
た 。 両 の 舷 は 赤 、 黄 、 青 、 緑 、 白 な ど と り ど りに 彩 られ 花 な どが 描 か れ て い
た 。 中 に は虎 や 豹 の 描 か れ て い る船 もあ っ た。 舳 先 や 艫 に は 孔 雀 が 描 か れ て
い た 。 ま た時 に は 、 人 魚 が 描 か れ て い る こ と もあ った 。㌧ビ ジ ョヤ ・ ドシ ョ ミ
(注46)がす む と熱 狂 も冷 め るが 、 そ れ で も ドシ ョラ(注47)の菓 子 や 、 ロ ッキ
プ ジ ャ(注48)の団 子 が ヒ ン ドゥー の 家 か ら私 た ち の と こ ろ へ 贈 られ て き た 。
この 他 に もチ ョイ トロ月 の 末 頃 に な る と、 ヒン ドゥー の小 作 人 た ちが マ ンゴ ー
を 漬 物 に して届 け て くれ た 。
一 般 の 村 人 は 白 銅 や真 鍮 で 作 っ た 皿 や コ ップ を 用 い て い た 。 そ れ は 恐 ら く
い ざ と い う時 に 、 流 して 換 金 す る た め だ った ろ う と思 わ れ る 。 陶 器 の 皿 や ガ
ラ ス コ ップ を 使 うの は ム ス リム の 良 家 に 限 られ て い た 。
当 時 は大 学 を 卒 業 した て で デ ィプ テ ィ ー ・マ ジス トレー ト(行 政 ・司 法 次
官)に な った もの だ 。 それ ほ ど勉 強 に身 を 入 れ な か った 者 で も、 少 な く と も
サ ブ ・レ ジス トラ ー(副 登 記 官)に は な れ た 。 公 務 員 の 給 与 水 準 は 低 か っ た
が 、 村 の 人 た ち は 彼 らを 尊 敬 の 目 で 眺 め て い た。 そ の 訳 は 公 務 員 に な る と 、
退 職 後 も給 料 の 半 額 の 恩 給 が つ い た た め ら しい。 貨 幣 価 値 が 今 日よ りは る か
に 高 か った の で 、 公 務 員 の 暮 ら し向 き は 概 して よ か っ た。 往 々 に して 上 役 に
気 に 入 られ た り、 コ ング レスの 義 勇 奉 仕 員 に侮 辱 さ れ る よ う な手 合 いは 、 た
い して 学 問 が な くて も高 い官 職 に 就 い た もの で あ る。 こ ん な 出 鱈 目 な デ ィプ
テ ィ ー ・マ ジス トレー トも い た そ う な。 さ る県 の マ ジス ト レー ト(行 政 ・司
法 長 官)が 、 あ る人 物 を サ ブ ・デ ィ プ テ ィ ー(行 政 ・司 法 次 官 補 佐)に 採 用
した いの だ が 、 と ム ス リム の コー ト ・ナ ー ジル(注49)の も とへ 寄 こ した 。 そ
の 人 物 は ま だ若 か った 。 さ て 数 日後 コ ー ト ・ナ ー ジル は 、 そ の 若 者 の知 識 で
は 次 官 補 佐 の職 務 は 無 理 で し ょ う、 と白 人 の 行 政 ・司 法 長 官 に 報 告 した 。 と
こ ろ が 長 官 の 返 事 は こ うだ った 。 「で は 次 官 の 試 験 を して み た まえ 。 」 っ ま
り次 官 補 佐 の仕 事 が で きぬ と あ らば 、 次 官 で 採 れ な いか と い うの で あ る。 コ ー
ト ・ナ ー ジル は も うそ れ 以 上 異 を 唱 え な か っ た 。 これ と は 別 に 、 誰 に も解 読
不 能 な 署 名 を す る行 政 ・司 法 次 官 の こ と も知 って い る。 署 名 の 字 面 が 駕 籠 の
形 を 思 わ せ た の で、 「パ ルキ ・マ ジス トレー ト(駕 籠 次 官)」 で 通 って い た。
あ る 日彼 は 私 と お 喋 り して い る 時 、 自 分 は 今 ま で ま っ す ぐに 字 を 書 け た 例 し
が な い と 語 っ た 。 だ ん だ ん 尻 上 が り に な って しま う の だ 、 と 。 一 度 白 人 の 上
司 に こ う言 わ れ た そ うで あ る。 「セ ム 語 族 は右 か ら左 へ 書 き、 ア ー リヤ 人 は
左 か ら右 へ 書 き 、 日本 人 は 上 か ら下 へ 書 くそ うだ が 、 モ ウ ル ヴ ィ ー殿 、 あ な
た は 下 か ら上 へ だ 。 」 と。
村 の ム ス リム の 良 家 は 皆 、 小 作 地 か ら上 が る収 入 の み に頼 って 暮 ら して い
た。 他 人 には 辛 く当 た らな か った 。 小 作 人 た ち の こと を考 え て いた の で あ る 。
中 に は お 楽 しみ で 牛 や 山 羊 の 角 力 とか 鶏 や 鳩 の 喧 嘩 を さ せ る人 も い た が 、 そ
れ ら は特 に ポ ウ シ ュ月(注50)や マ ー グ 月(注51)に盛 ん だ っ た。 村 の 普通 の 子
供 た ちは ハ ド ゥ ドゥ(カ バ デ ィ ー)、 ダ リヤ バ ン グ(ロ ー プ遊 び)、 水 泳 、
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凧 揚 げ な ど を して 遊 ん だ 。 ま た 魚 取 りを す る者 もい た。 だ が学 校 へ 通 う子 供
た ち は フ ッ トボ ー ル に 興 じた 。 ヒ ン ドゥー の 居 住 区 に あ る ク ラ ブ や レス リ ン
グ道 場 、 さ らに は 杖 術 、 ナ イ フ、 棒 術 な ど の体 育 施 設 は 、 村 で は 今 世 紀 の2
0年 代 に 大 い に 流 行 した もの で あ る。
ム ス リム の 良 家 の 客 間 に は 、 大 抵 ム ン シ ー(書 記)を 一 人 置 い て い た 。 書
記 た ち の ほ とん ど は ノ ア カ リ県 の 出 身 だ っ た 。 彼 らは 幼 い 子 供 た ち に初 等 教
育 を 施 し、 ベ ンガ ル文 字 の 手 ほ ど きを した。 彼 らの 主 な 仕 事 は 、 日 々の ア ジ ャ
ン(礼 拝 の呼 びか け)(注52)を し イマ モ テ ィ(導 師 職)(注53)を 務 め る こ と 、
そ れ に ミラ ド(祝 い の 集 い)や ジ ャ ナ ジ ャ(葬 式)の 執 行 、 コ トム(コ ー ラ
ン全 編)の 読 誦 な ど だ った 。 そ の 他 西 方 の ピ ー ル(聖 者)(注54)た ち が 村 を
訪 れ て 人 々 に教 え を 説 き、 手 相 を 見 、 護 符 を 与 え な ど し た。 彼 ら は お 礼 に 現
金 や 雌 鶏 、 家 鴨 、 ギ ー 、 卵 な ど を 受 け取 り、 ム リダ ン(弟 子 た ち)の 家 で ピ
ラ フや ジ ョル ダ(黄 飯)(注55)を 振 舞 わ れ た。
私 た ち の 村 で は 雨 季 に入 る とほ とん どの 農 民 は 仕 事 が な くな り、 ヒ ン ドゥー
の 金 貸 しか ら借 金 して 家 族 を 養 って い た 。 利 息 は 複 利 だ っ た の で 、 い った ん
借 りた 金 は 決 して 返 済 さ れ なか っ た 。 村 の 普 通 の 人 々 の 朝 食 は炒 め た米 、 団
子 、 チ ラ(注56)、 ヨ ー グ ル ト、 煎 った 米 な ど だ っ た 。 農 作 業 を す る時 に は 、
『 農 民 た ち は 水 漬 け に した 残 り物 の 米 を 田圃 で 食 べ た 。 村 の 人 た ち は対 症 療 法
だ の 同 種 療 法 、 ハ キ ー ム(注57)の薬 な ど は信 用 して い な か った 。 ア ー ユ ル ヴ ェ
ー ダ の 流 れ を 汲 む コ ビラ ジ(医 師)に 絶 大 な る信 頼 を 寄 せ て いた 。
父 と母 が 一 向 に和 解 しな い の で 、 私 は 学 校 へ 上 が る の が 遅 れ て しま っ た 。
祖 母 は 私 を 、 ダ ッカ に い る 父 方 の 叔 父 の と こ ろ へ 預 け る こ と に決 め た 。 ダ ッ
カ は私 の家 か ら15マ イ ル離 れ て い た 。 そ の三 男 坊 の叔 父 は 、 その 頃 ダ ッカ ・
イ ン タ ー ミデ ィエ イ ト(予 科)・ カ レ ッ ジの 職 員 を して い た 。 彼 は ビ ク ロ モ
プ ル の ム ス リム で 最 初 に カ レ ッ ジを 出 た 人 物 だ っ た 。 祖 母 は わ が 家 の 家 庭 環
境 か らで き る だ け私 を 遠 ざ け るべ き だ 、 と考 え た の で あ る 。 私 の 母 は 伝 統 的
な 家 刀 自 型 の 女 性 だ った 。 彼 女 は 炊 事 を 初 め とす る 家 事 万 端 の統 括 、 子 供 た
ち 、 姑 、 小 姑 、 義 弟 妹 な ど か らな る大 家 族 の 賄 い を 、 で き る だ け 一 手 に 担 お
う と した 。 反 対 に父 は ひ た す ら楽 しみ を 追 った 。 ど う や ら父 と い う人 は 女 性
に た い して 、 小 説 の 主 人 公 が 女 主 人 公 に求 め る よ うな こ とを 望 ん だ ら し い。
だ が 母 に そ の よ うな 才 能 は な か っ た。 そ の た め 財 産 の 問 題 以 外 に も 、 わ が 家
に は ど こか 風 穴 の よ う な もの が 空 い て い た。 私 た ち も そ れ を 感 じて は い た の
だ が 、 当 時 は そ の 原 因 を 探 り か ね て い た 。
幼 い 頃 、 恐 ろ しい まで に 天 気 の 荒 れ た 夜 の こ と は 今 で も思 い 出 す 。 そ れ は
1919年 の ア ッ シ ン月 の こ と だ っ た 。 わ が 家 の 男 手 は叔 父 と使 用 人 の シ ャ
モ チ ュ の 二 人 き り だ った 。(注58)私 た ち は こ の 使 用 人 を 、 敬 意 を 込 め て シ ャ
マ と呼 ん で い た 。 そ の 日 は 午 後 か らす さ ま じい 風 が 吹 き荒 れ て い た 。 タ 方 近
く、 次 第 に 雨 が 強 ま って き た 。 私 た ち 四 人 の 幼 い子 供 を 抱 え た母 と祖 母 は 扉
や 窓 を 閉 め き った 。 しか し雨 は さ ら に勢 い を 増 し、 辺 り は 木 の 折 れ る音 や ブ
リキ 板 の 飛 ば さ れ る ガ タ ガ タ い う音 で 包 まれ た 。 隣 の 家 は 、 礼 拝 の 呼 び か け
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の よ うな ゴ ン ゴ ン と い う唸 り声 を 立 て て い た 。 祖 母 と母 は 隣 の 家 へ 避 難 しよ
う と した 。 と い う の は 、 そ こに は 男 手 が 多 か っ た か らで あ る。 ハ リケ ー ンラ
ン プを 手 に した 母が 扉 を 開 け た と たん 、 猛 烈 な 突 風 が 見舞 い ラ ンプ が 消 え た 。
周 りは い っぺ ん に闇 に包 まれ た。 と うに夜 に な って い たが 、 空 は 赤 く見 え た 。
稲 妻 の き らめ きだ けが 道 を 行 く頼 りだ っ た 。 シ ャマ が 私 の 二 人 の 弟 を 膝 に 抱
え 、 母 が 妹 を 抱 い た。 私 は叔 父 の 後 に つ い て い った 。 と こ ろ が そ の 時 、 頭 の
上 か らマ ン ゴー の 大 枝 が 降 りか か って き た 。 幸 い 頭 に は 当 た らず に す ん だ 。
私 は必 死 の 思 い で 右 足 を 掻 き出 し、 隣 の 家 へ た ど りつ い た 。 足 に大 怪 我 を し
て 、 ひ ど い 出 血 だ った 。 こ の 事 故 の た め 、 私 は 右 足 が 少 しび っ こ を 引 くよ う
に な っ た。 取 り乱 した 母 の 叫 び 声 を 聞 きつ け て 、 誰 か が 私 を 抱 き上 げ 、 子 供
た ち の 寝 か さ れ て い る小 部 屋 へ 運 ん で くれ た 。 何 と恐 ろ しい夜 。 一 夜 明 け る
と雨 は 小 降 りに な った 。 外 へ 出 て み る と 、 中 庭 は す っか り水 浸 しだ っ た 。 倉
の 米 は 水 漬 け に した飯 の よ うに な って い た 。 そ れ を 軽 く炊 い て 食 べ られ る よ
う に 支 度 が 始 ま っ た。 周 囲 は 底 知 れ ぬ ま で の 水 ま た水 だ っ た 。 た く さん の 死
体 が 浮 い て い た 。 そ の 中 で 、 赤 い絹 の サ リー を 着 て 金 の 装 身 具 を 身 につ け た
若 い きれ い な 女 の 死 体 が 目 を 引 い た 。 額 の 髪 の 分 け 目 に 塗 った シ ン ドゥル(
朱)の 色 もまだ 褪 せ て い な か った 。両 の手 首 に は め た 貝殻 製 の チ ュ リ(腕 輪)
が 、 金 属 の ブ レス レ ッ トに カ チ ャカ チ ャ と擦 れ て い た 。 警 察 署 に 届 け た が 、
そ の 後 ど う な っ た か は 知 ら な い 。
私 た ち の 村 が 天 然 痘 に 襲 わ れ た の は 同 じ年 の チ ョイ トロ 月 の こ とだ った 。
父 方 の 叔 母 た ち は 残 らず 実 家 へ 帰 る な り、 夫 の もと に 身 を 寄 せ る な り して い
た 。 母 一 人 が 避 難 し な か っ た。 な ぜ な ら年 老 い た 姑 の 世 話 が あ った し、 母 と
して は 一 度 は父 が 家 を 見 舞 い に 帰 る の で は な い か と思 って い た よ うで あ る。
数 日間 、 私 は 激 しい 高 熱 に 苦 しめ られ た 。 二 、 三 日顔 や 手 足 に発 疹 が 生 じた
後 、 そ れ が 全 身 に 広 が っ た 。 数 日間 は死 と向 か い合 わ せ だ った 。 バ ナ ナ の 葉
に バ タ ー を 塗 り、 そ の 上 に 寝 か さ れ た。 草 の 葉 に 浸 した ミル クを 体 に振 りか
け られ た 。 お よ そ一 月 死 と 闘 い な が ら徐 々 に快 方 に 向 か っ た 。 しか し顔 が 崩
れ て 醜 くな っ たの で 、 私 は 長 ら く鏡 を 見 よ う と は しな か っ た 。
雨 季 が 終 わ る と ど こか らか 一 艚 ず つ 船 が や って き て 、 私 た ち の 遊 び場 の 近
くの 水 路 に もや っ た 。 や が て た く さん の 船 が 集 ま り、 一 斉 に 竹 棹 を 立 て て 繋
が れ た。 そ れ は ま るで 葉 を 落 と し た竹 藪 の よ うだ っ た 。 夜 の 闇 の な か で 竹 棹
が キ ラ キ ラ と水 に 影 を 落 とす 様 は 、 船 の 明 か り に も増 して 美 し く見 え た 。 こ
れ らバ デ ィヤ(注59)と呼 ば れ る人 々が 、 ベ デ あ る い は ジ プ シ ー だ っ た の か ど
う か は 分 か ら な い。 船 が 彼 らの 住 み 処 だ っ た 。 女 の子 相 手 に は ガ ラ ス の チ ュ
リ、 少 年 た ち に は お も ち ゃや 鸚 鵡 、 マ イ ナ ー 鳥 の 子 な どを 売 っ て い た。 私 た
ち は猿 回 しや 蛇 使 い を 見 物 しに 集 ま っ た 。 蛇 を 捕 ま え る呪 文 を 教 え て ほ し い
と、 ず いぶ ん ね だ った も の だ 。 もち ろん 何 の 御 利 益 もな か っ たが 。 ア ッ シ ン
月 の 末 頃 に な って 水 嵩 が 減 る と 、 彼 ら は 船 を 解 いて い ず こ へ と もな く旅 立 っ
て い くの だ った 。1945年 、 第 二 次 大 戦 中 に イ ギ リス 政 府 は 彼 らの 船 を こ
と ご と く破 壊 した 。 そ の た め 以 後 は 、 この よ う な船 団 は 見 か け な く な って し
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ま った 。
1920年 に私 の ダ ッカ 行 きの 話 が 持 ち 上 が った が 、 健 康 状 態 が ひ ど く優
れ な い の で 、 そ の 年 は 母 は 私 を ダ ッカ へ 出 そ う と し なか った 。 そ の た め 勉 強
を 始 め るの が 一 年 遅 れ た 。 翌 年 私 は ダ ッカ へ 出 て 、 前 に 述 べ た 三 男 坊 の 叔 父
の 家 に下 宿 した。 当 時 、 田 舎 の わ が 家 か ら ダ ッカ へ 行 くに は 雨 季 な らば 船 を
用 い た 。 船 は水 路 や 湿 地 、 川 を 越 え て 一 晩 中 走 った 。 夜 が 更 け る に つ れ て 静
寂 も増 した。 た だ ジ ャブ ジ ャブ と い う櫓 の 音 と 、 船 頭 の 操 る 舵 の軋 む 音 が 聞
こ え るば か りだ った。 だが 私 を落 ち着 か な くさ せ た の は、 船 乗 り た ち の バ テ ィ
ヤ リ(船 漕 ぎ唄)だ った。 彼 らは シ ャ リ(川 唄)や ム ル シデ ィ(ム ル シダ バ ー
ド節)(注60)も 歌 っ た 。 ま った くぞ っ と す る よ う な体 験 だ った 。 今 な ら高 速
の ラ ンチ が 走 って い て ほん の 数 時 間 で 到 着 す る と こ ろ だ が 、 小 船 に 何 時 間 も
揺 ら れ るの は さ な が ら地 獄 の 道 行 き だ った 。 しか しガ タガ タ と絶 え 間 な く耳
を っ ん ざ くよ うな エ ン ジ ン音 と ひ しめ くほ ど の 乗 客 に よ っ て 、 船 旅 の 楽 し さ
が 失 わ れ た の も事 実 で あ る。 古 き良 き時 代 の こ とを 、 ワ ー ズ ワ ー ス は こ う詠 っ
て い る。
と い うの は 、 茫 然 と、 ま た 思 い に 沈 ん で
臥 しど に 身 を よ こ た え る と き
彼 等 は 、 孤 独 の よ ろ こ び で あ る
内 心 の 眼 に ひ らめ くの だ 。(注61)[前 川 俊 一 訳]
私 は ダ ッカ に 着 く と 、 まず 一 年 間 は 叔 父 の 家 で 勉 強 す る 必 要 が あ る と言 わ
れ た 。 そ う しな け れ ば 入 学 試 験 に 受 か らな いだ ろ う、 と。 叔 父 の 家 は デ ワ ン ・
バ サ ー ル に あ っ た 。 一 般 の 人 々 が ア ル メニ ヤ トラ(注62)・ス ク ー ル(ア ル メ
ニ ヤ 街 学 校)と 呼 ん で い た 、 教 員 養 成 カ レ ッ ジ の デ モ ンス トレ ー シ ョ ン ・ス
ク ー ル へ の 進 学 を 目 指 す こ と に な っ た 。 後 に 学 校 は ラ ボ ラ トリー ・ス ク ー ル
に 改 称 され た 。 カ レ ッ ジの 校 長 は ウ エ ス ト博 士 、 副 校 長 は ビ ス 先 生 、 教 頭 は
T.G.コ リ ンス 先 生 だ っ た。 学 校 の 授 業 は す べ て 英 語 で 行 わ れ て い た 。1
922年 の 一 月 の 第 一 週 に 、 私 は 入 学 試 験 を 受 け た 。 生 ま れ て 初 め て の 試 験
だ っ た 。 結 果 は 上 か ら三 番 目 の成 績 だ っ た。 記 憶 して い る限 りで は 、 そ の 時
ム ス リム の 少年 で 合 格 した の は私 を 含 め て 二 人 だ け だ った 。 残 りは ア ン グ ロ ・
イ ン デ ィァ ン、 ヒ ン ドゥー 、 グ ル カ(ネ パ ー ル 人)、 それ に ネ イ テ ィ ヴ(イ
ン ド人)ク リス チ ャ ン な ど で 占め られ て い た 。 学 校 の 制 服 は カ ー キ 色 の 半 ズ
ボ ン に半 袖 シ ャ ツ 、 下 が カ ー キ 色 の 靴 下 と黒 の ブー ツ だ った 。 一 台 の 長 机 を
二 人 で 使 わ され た 。 た だ 級 長 だ け は 別 で 、 一 人用 の 机 が 与 え られ た 。
当 時 ダ ッカ に は公 立 の学 校 が 三 つ あ った 。 ム ス リム ・ハ イ ス ク ー ル と カ レ ッ
ジエ イ ト ・ス ク ー ル 、 それ に 私 た ち の 学 校 で あ る。 ム ス リム ・ハ イ ス ク ー ル
に通 う生 徒 は ほ と ん ど が ム ス リム だ っ た 。 そ して 全 昌が モ フ シ ン奨 学 金 を 給
付 さ れ て い た 。 授 業 は ウル ドゥー 語 で な さ れ た。 カ レ ッ ジ エ イ ト ・ス ク ー ル
で 学 ぶ 生 徒 の ほ と ん ど は ヒ ン ド ゥー で 、 授 業 は ベ ンガ ル 語 だ った 。 私 た ち の
学 校 の 授 業 は 英 語 で 行 わ れ た。 公 立 以 外 で は ミ ッ シ ョ ン系 の 学 校 が い くっ か
あ っ て 、 そ この 授 業 もや は り英 語 だ った 。
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ダ ッカ は 小 さ な 地 方 都 市 だ っ た 。 路 面 に は ほ とん ど 、 レ ン ガ に よ る舗 装 な
ど施 さ れ て い な か っ た 。 雨 季 を 除 い て 、 街 は い つ も埃 に け ぶ っ て い た。 春 と
夏 の 午後 に は 、貯 水 槽 か らパ イ プ で 水 が 引 か れ て 大 通 り に撒 か れ て いた 。 ダ ッ
カ の ナ ワー プ(注63)やミュニ シパ リテ ィ ・コ ミ ッシ ョナ ー(市 会 の 委 員 た ち)
の 通 る 場 所 は特 に怠 りな く。 白 人 の 高 官 た ち は 皆 、 ロ ぞ ナ の 新 市 街 に 住 ん で
い た。 ロモ ナ の 新 市 街 は 、 ダ ッカ に 東 ベ ンガ ル ・ア ッサ ー ム 州 の 首 都 が 置 か
れ て い た1906年 か ら1911年 の 間 に 建 設 さ れ た 。 フ ァズ ル ル ・ハ ッ ク
は 、 当 時 ダ ッカ の 行政 ・司法 次 官 兼 ア コ モ デ イ シ ョ ン ・オ フ ィサ ー(接 受 官)
だ っ た 。
ナ ワ ー プの トム トム(馬 車)が い か な る小 路 を 通 ろ う と も、 そ こ に は 牛 車
や ビ シ ュテ ィ(水 汲 み 人)を 使 っ て 必 ず 水 が 撒 か れ た 。 水 汲 み 人 た ち は 、 ム
ス リム の 飲 料 用 を 初 め とす る家 庭 用 水 を 運 ぶ の が 主 な 仕 事 だ っ た 。 皮 袋 一 杯
分(壺 に 約4杯)の 水 が4パ イ サ ー だ った 。
ダ ッ カの バ コ ル カ ニ(ギ ー 付 きパ ン、 パ ラ ー ン タ ー)、 シ ク ・カ バ プ 、 ル
テ ィ(パ ン)な ど は 名 物 だ っ た 。 バ コ ル カニ の 大 き な 切 れ を チ ー ズ と ギ ー で
炒 め煮 に した もの が2ア ンナ だ った 。 バ コル カ ニ だ け な ら4パ イ サ ー だ っ た。
バ コル カ ニ ー 切 れ と2ア ンナ の シ ク ・カバ ブ で 朝 食 に な った 。 米1マ ウ ン ド
が3ル ピー 半 だ っ た 。 街 の 人 た ち は バ ラ ム米(註64)を 食 べ て い た 。 ア ウ シ ュ
米(秋 作 米)や ポ ロ米(春 作 米)は 口 に しな か っ た 。 高 収 穫 品 種 の イ リ米 は
まだ 開 発 さ れ て い な か った。 薪1マ ウ ン ドが8ア ンナ 、す な わ ち50パ イ サ ー
だ っ た 。 中 産 階 級 向 きの 住 宅 の 家 賃 が10か ら15ル ピ ー だ った 。 牛 肉 が2
ア ンナ 、 去 勢 山 羊 の 肉 が4ア ン ナ に っ い た 。 魚 、 雌 鶏 、 卵 、 野 菜 、 香 辛 料 な
ど は実 に 安 く手 に入 っ た。 も っ と も、 ダ ッカ の ミル ク は い た だ け な か っ た 。
ミル ク 屋 は 平 気 で ミル ク に水 を 混 ぜ た。 貝 殻 を 貨 幣 と して 使 う こ と は 既 に 禁
じ られ て い た け れ ど も、2パ イ サ ー 、1パ イ サ ー 、 半 パ イ サ ー 、3分 の1パ
イサ ー と して 貝 殻 も代 用 さ れ て い た 。 特 に 穀 物 商 で は そ うだ っ た。 穀 物 商 で
4パ イ サ ー の 品 を 買 う と、 お ま け が つ い た もの で あ る 。 魚 市 場 で も同 様 だ っ
た 。 マ ン ゴー を 一 つ と言 って 買 う と二 つ くれ た 。 マ ン ゴ ー は 二 つ で 一 つ に 勘
定 さ れ た の で あ る。
旦那 衆 の 中 に は外 出用 の 自家 用 トム トム を持 って い る人 も い た。 一 般 の 人 々
の 足 は 乗 合 の パ ル キ ・ガ リ(駕 籠 型 馬 車)(注65)だ っ た 。 ム ス リム 中 産 階 級
の 間 で は 、 ポ ル ダ(注66)の制 が 堅 く守 られ て い た。 馬 車 の簾 窓 す ら開 け よ う
と しな か った 。 婦 人 た ち の 中 に は ポ ル カ(ヴ ェ ー ル)を 被 るだ け で は 気 が す
ま ず 、 馬 車 の 乗 り降 り や 家 の 出 入 りの 際 、 蚊 帳 で 隠 す もの まで い た 。
ダ ッ カ の 諺 に こ う い うの が あ る。 「カ ジ ャ、 ク ッテ ィ 、 シ ャ ンカ の 三 っ が
寄 れ ば ダ ッカ に な る。 」 ま さ に こ の 諺 の 通 りだ っ た 。 上 流 の ム ス リム 市 民 は
一 般 に ク ッテ ィ と呼 ば れ 、 彼 らは そ の 言 葉 遣 い と 同 じ く、 そ の 精 神 もま た 優
雅 で 才 気 に 富 ん で い た。 彼 らは 学 問 は 全 然 しな か った が 、 知 恵 と 勇 気 は 兼 ね
備 え て い た 。 パ キ ス タ ン建 国 後 は ス ラ ム 住 民 に 圧 迫 さ れ 、 ま た次 第 に 他 県 か
ら人 口 が 流 入 す る よ う に な っ て 、 彼 らは 勢 力 を 失 った 。 ア ユ ー ブ ・カ ー ン(注
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67)と モ ネ ム ・カ ー ン(注68)の政 権 に よ って 迫 害 と非 難 に晒 され た シ ッデ ィ
ク ・バ ザ ー ルの モ テ ィ ・シ ョル ダ ル の死 を も って 、 彼 らの 時 代 は 終 わ りを 告
げ た よ う に 思 わ れ る。
ダ ッカ の ム ス リム社 会 は チ ョー ク ・バ ザ ー ル か ら イ ス ラ ム プ ル ま で の 街 区
と 、 チ ョー ク ・バ ザ ー ルか らラ ルバ グ城(注69)まで の街 区 とに 分 か れ て い た 。
一 方 の 街 の 結 婚 式 の案 内 状 が 、 も う一 方 の 街 に 届 け られ る こ とは な か った 。
「ア シ ュ ラ フ(金 貨)」 と 呼 ば れ る上 流 階 級 と 「ア トラ フ(周 辺)」 と呼 ば
れ る庶 民 の 区 別 が や か ま しか った か らで あ る。 今 日で は 、 そ の よ う な 区 別 は
す っか り な くな って い る。
ナ ワ ー プ 家 の カ ジ ャー 族 こ そ は ダ ッカ の ム ス リム の 指 導 者 だ っ た 。 それ は
知 恵 や 学 問 に よ る も の で は な く、 イ ギ リス政 府 の 優 遇 に よ る もの だ っ た。 カ
ジ ャー 族 は 広 大 な 土 地 を 領 有 して い た が 、 ダ ッカ の 上 流 市 民 の た め に いか な
る 教 育 機 関 を 設 け よ う と も し なか った 。 そ の 真 の 狙 い は 、 以 下 の よ う な 次 第
で明 か るみ に出 た。1921年 か ら22年 に か け て 文 学 士 で 法 学 士 の ア ブル ・
フ シ ェ ンが 、 カ ジ ャ ・ア フ シ ャ ン ウ ッラ に 対 して 、 あ なた の 父 君 の ナ ワ ー プ ・
ア ブ ドゥル ・ゴ ニ 氏 の 手 紙 を 新 聞 に公 表 しま す よ 、 と書 き送 った の で あ る。
問 題 の 手 紙 は ナ ワ ー プ の ゴニ ・チ ョ ウ ドゥ リが 、 ベ ンガ ル 州 議 会 に ワ ク フ 法
(注70)に関 す る 法 案 を 提 出 し よ う と して ア ブ ル ・フ シ ェ ンに 協 力 を 求 め た の
が き っ か け で 、 フ シ ェ ンの 手 に入 っ た もの だ った 。 依 頼 を 受 け た フ シ ェ ンが
ナ ワ ー プ 領 の ワ ク フ地 の 領 有 に関 す る書 類 を 調 査 して い る と 、 ナ ワ ー プが 息
子 に 宛 て た 手 紙 が 見 っ か った 。 そ れ に は 次 の よ う な こ とが 書 か れ て い た。 私
と して は ダ ッ カ の ク ッテ ィ た ち を ナ ワ ー プ家 の 家 臣 とは 考 え て い な い が 、 そ
れ で も彼 らを 家 臣 の よ うに 扱 って や らね ば な る ま い 。 一 族 が 指 導 者 と して 君
臨 す る た め に は 、 そ れ が 必 要 だ 。 連 中 が 教 育 を 受 け て 本 当 の こ とを 知 るよ う
に な れ ば 、 指 導 者 と して の 我 々 の 夢 は 破 れ て しま うに 違 い な い 。 だ か ら ほか
の こ と に な ら金 を 使 っ て 適 当 に 援 助 して や る の も結 構 だが 、 学 校 だ け は 建 て
るべ き で な い 、 と。 こ の 手 紙 が 公 表 さ れ る とナ ワー プ家 は ア プ ル ・フ シ ェ ン
と敵 対 し、 彼 を破 滅 に 追 い や ろ う と ま で した 。 た だ し地 方 出 身 の 学 生 た ち に
対 して は 、 ず い ぶ ん と 援 助 す る よ うに な った が 。
地 方 か らは商 人 や 知 識 階 級 が 出て き た。 ダ ッカ に定 住 す る よ うに な った カ ー
ス ト ・ヒ ン ドゥ ーの 多 くは 、 学 校 や カ レ ッ ジ に 入 学 した 。 ラ ー ジ ャー ・ラ ー
ム ・モ ー ハ ン ・ロ ー イ(注71)の 時 代 か ら、 ヒ ン ドゥー た ち は 英 語 を 熱 心 に学
ん で き た 。 そ の た あ 、 官 公 庁 の 高 職 は 彼 ら に独 占 され て い た 。 市 港 の 業 務 も
当 時 は ヒ ン ドゥー が 扱 って い た 。 ナ ワ ー プ 領 の 管 理 も彼 ら に 任 さ れ て い た 。
ナ ワ ー プ 家 が ヒ ン ドゥー の 弁 護 士 や 博 士 に 依 存 して い た の で 、 ナ ワー プ 家 の
子 弟 は 彼 らの 家 に よ く出 入 り した。 ダ ッカ の 一 般 の ム ス リム の 教 育 は 誰 も担
お う と しな か った 。 彼 らは ナ ワ ー プ 家 の も くろ み 通 りに 扱 わ れ て い た の で あ
る。
地 方 出 身 の 相 当 数 の ム ス リム もダ ッ カ に 家 を 構 え た 。 そ の 大 部 分 が 村 の地
主 層 だ った 。 都 会 に 家 を 構 え るの は 社 会 的 な 地 位 を 向 上 させ るた め だ っ た 。
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彼 ら の うち 知 識 階 級 は ご くわ ず か で 、 商 人 は 皆 無 だ っ た。 ほ と ん ど の者 が 村
と の 関 係 を 保 ち続 け て い た 。 彼 らの 多 く は村 に は な い 娯 楽 や 、 村 で は 不 正 義
で あ り反 社 会 的 で あ る と見 な さ れ て い る こ とを 存 分 に 楽 しむ た め に 、 都 会 に
家 を 構 え て い た 。 従 って 彼 ら も ダ ッカ の 上 流 ム ス リ ム市 民 と 同 じ く、 教 育 に
対 して 無 関 心 だ っ た 。 も っ と も カ ー ス ト ・ヒ ン ドゥ ー に つ い て も同 様 の こ と
が 言 え る。 なぜ な ら彼 ら もま た ヒ ン ドゥー上 流 市 民や シャ ンカ リ(貝 殻 職 人)
、 タ ンテ ィ(職 工)の た め に い か な る教 育 機 関 も設 け な か った か らで あ る。
ム ス リム の ク ッテ ィ(上 流 市 民)や 貝 殻 職 人 、 職 工 な ど と 同 様 、 カ ジャー 族
もま た 自 らの 教 育 に あ ま り力 を 注 が な か っ た 。 学 問 に 身 を 入 れ た の は 、 む し
ろ 一 族 に 養 子 と して 迎 え られ た人 の 子 供 た ち だ っ た。 一 族 の 子 弟 の うち で 、
ム ス リム ・ハ イ ス クー ル の 課 程 を 修 了 して カ レ ッ ジに 進 学 す る 者 は ほ とん ど
い な か った 。 今 世 紀 の 半 ば ま で は 高 等 教 育 を 受 け た 人 な ど 皆 無 に 近 か った 。
そ れ で も概 して 彼 らは 、 ウ ル ド ゥー語 や 英 語 を そ こそ こ に は 使 い こ な して い
た け れ ど も。 ナ ワ ー プ 家 は 娘 婿 に ジ ョ ミダ リ(地 主 の 権 利)の 分 け前 を 主 張
さ れ な い よ う に 、 格 別 の 注 意 を 払 っ て い た 。 そ の た め ナ ワ ー プ 家 の 婿 に は 、
凡 庸 で しか も無 名 に近 い青 年 ば か りが 選 ば れ た 。 そ の 結 果 カ ジ ャ ・ナ ジ ム ッ
デ ィ ン(注72)とカ ジ ャ ・シ ャハ プ ッデ ィ ン(注73)は、 普 通 に は シ ョホ ル ・バ
ヌ(奥 様)の 息 子 さん と して 知 られ て い た。 同様 に シ ョイ ヨ ド ・ア ブ ドゥル ・
パ フ ィ ズ と シ ョイ ヨ ド ・ア プ ドゥ シ ュ ・シ ェ リム は 、 街 の 人 に ア ミナ ・ビ ビ
(奥方)の 子 供 さ ん で 通 って い た の で あ る。
ヒ ン ド ゥー ・ブ ル ジ ョア ジー は 当 然 の こ と な が ら、 徐 々 に 街 で の 勢 力 を 広
げ っ っ あ っ た。 な ぜ な ら ク ッテ ィ た ち は 依 然 と して 旧 市 街 に住 み 、 シ ャ ン カ
リ(貝 殻 職 人)た ち は シ ャ ンカ リ ・ポ テ ィ(街)に 住 み 、 カ ジ ャー 族 は ア フ
シ ャ シ ・モ ン ジル(注74)の 塀 の 中か ら 出 よ う と しな か った か らで あ る 。 ヨ ー
ロ ッパ と同 様 に この 国 に お い て もま た 、 商 工 業 者 た ち の 努 力 に よ って 都 市 、
港 湾 、 そ して 強 力 な 中 央 政 府 が 築 か れ っ っ あ っ た。
私 は カ ジ ャー 族 の 多 くの 人 を そ の 子 供 時 代 か ら知 っ て い るが 、 彼 らは ナ ラ
ヨ ン ゴ ン ジ(注75)どこ ろ か 、 チ ョー ク ・バ ザ ー ル を 抜 け て ラ ルバ グ城 へ す ら
来 な か っ た 。 英 語 教 育 を 受 け た ア フ シ ャ ン ・モ ン ジ ル の 人 た ちが ダ ッカ の 外
へ 出 る よ うに な る に は 、 今 世 紀 の10年 代 に カ ジ ャ ・ナ ジム ッデ ィ ンが ダ ッ
カ ・ ミュニ シパ リテ ィ(市 会)の 議 長 職 を 辞 して 、 カ ル カ ッタ で 政 治 活 動 に
入 るの を 待 た な け れ ば な ら なか っ た。
ク ッテ ィた ち は 争 い ご とが あ って も、 裁 判 所 に訴 訟 は 持 ち こ ま なか った 。
ダ ッ カ市 は22の ポ ンチ ャ ヨ ト(注76)に分 か れ て い て 、 こ と は そ こで 決 せ ら
れ た 。 ポ ンチ ャ ヨ トの 裁 き に不 服 が あ れ ば 、 ナ ワ ー プ に 直 訴 した 。 彼 ら街 の
ム ス リム上 流 市 民 は 職 人 頭 、 馬 車 屋 、 肉 屋 な どを 営 ん で い た。 後 に彼 らは 茶
や シ ョル ボ ト(果 汁 水)の 店 を た たん で 、 衣 料 品 店 や 靴 屋 を 開 業 し始 め た 。
彼 らの うち ま ず 名 前 を 挙 げ るべ き人 物 は 、 ミル ジ ャ ・ア ブ ドゥル ・カ デ ル ・
シ ゴル ダ ル だ ろ う。 彼 は 若 い 頃 、 カ ジ ャ ・イ ス マ イ ル に 召 し抱 え られ た 。 そ
して コ カ イ ン中毒 の主 人 か ら大 金 を せ しめ た。 飛 ぶ 鳥 を 落 と す ほ どの 勢 い だ っ
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た 。 ち ょ う ど私 が 学 生 の 時 分 に シ ョ ル ダ ル ・シ ャヘ ブ は ダ イ ヤ モ ン ド劇 場 を
買 収 し、 照 明 と踊 り子 を 上 手 に 使 って しば ら く劇 場 を は や らせ た 。 や が て 映
画 の 時 代 が 到 来 す る と、 今 度 は 映 画 館 を 開 業 した 。 ラ イ オ ン ・シ ネ マ は ダ ッ
カ の昔 か らの 映 画 館 だ が 、 テ ッパ ッ ノ ・バ ザ ー ル の バ ッヤ ッ ノ ・ゴ リ(通 り)
は映 画 見 物 に き た ム ス リム 庶 民 で い っ も賑 わ って い た。
当 時 の ベ ンガ ル の 県 で は ど こ も マ ラ リア や カ ラ ア ザ ー ル が 猛 威 を 奮 って い
た 。 しか し ダ ッカ で は 、 こ れ らの 熱 病 は ほ とん ど 流 行 しな か っ た。 ダ ッカ の
蚊 の す さ ま じさ は 有 名 だ っ た け れ ど も 、 ハ マ ダ ラ 蚊 は い な か った の だ 。 ダ ッ
カ の 蚊 に 刺 さ れ る とフ ィラ リア に罹 る と人 々 は 思 って い た 。 そ れ は き っ と ダ ッ
カで この 病 気 が 大 流 行 して い たせ い だ ろ う。
1911年 に ベ ンガ ル 分 割 令 が 撤 回 され た こ と で 、 サ リム ッ ラ(注77)は内
心 大 きな 打 撃 を 受 け た。 な ぜ な ら第 一 に ダ ッ カ は も は や 州 都 で な くな り、 第
二 に ヒ ン ドゥー に対 して も敗 北 を 喫 した か らで あ る。 イ ギ リス 政 府 は彼 にG.
C.S.1.(X78)やG.C.1.E.(注79)と い う英 統 治 下 で も っ と も栄
誉 あ る称 号 を 授 け た 。 そ して さ らに 、 ダ ッカ に大 学 を 創 設 す る こ と を 約 した。
サ ー ・サ リム ッ ラ は1915年 に 死 去 した 。 ダ ッカ 大 学 が 創 設 さ れ た の は1
921年 の こ と だ っ た 。
ダ ッ カ大 学 の 第 一 回 卒 業 式 に 、 た いへ ん 楽 しい 祭 典 が 催 さ れ た。 私 も叔 父
と一 緒 に祭 典 を 見 学 に 行 っ た 。 ま ず 幕 が 上 が った と た ん 、壇 上 に掲 げ られ た
大 きな イ ン ド地 図 が 目 を 引 い た 。 片 側 に 教 授 が 一 人 、 そ して 向 か い 側 に は 学
生 が 一 人 立 っ て い た 。 教 授 は 地 図 を 見 つ め て 言 っ た 。 「弟 子 よ 、 汝 の 国 イ ン
ドの 地 図 が 正面 に掛 か って い る 。 」 そ れ か ら二 人 が どん な や りと りを 交 わ し
た の か 、 今 で は 覚 え て い な い 。 や が て ど う い う仕 掛 け か 地 図 の 中 央 部 が 開 き 、
この 世 な らぬ 美 しい 乙 女 の 顔 が 現 れ た 。 と 同 時 に、 母 な る イ ン ドを 称 え る 「
豊 か に 河 流 れ 、 木 々 た わ わ に実 り、 青 々 と稔 り豊 か な る 」(注80)の合 唱 が 始
ま った 。 そ の 後 ス ラ イ ドが 上 映 され た。 もち ろん 無 声 で 幻 燈 機 が 使 用 さ れ た 。
マ ハ ー バ ー ラ タ の さ わ りを 扱 っ た ス ラ イ ドだ っ た 。 ビー マ と ドゥ リ ヨ ー ダ ナ
(注8Dが 棍 棒 で 戦 う場 面 だ け は 今 で も 印 象 に 残 って い る。 ドゥ リ ヨー ダ ナ を
倒 した ビー マ は 大 木 を 引 っ こ 抜 い て 、 カ ウ ラ ヴ ァ軍 に 襲 い か か?て い た。 ス
ラ イ ドが 終 わ る と、 「デ ボ ラ デ ビ」(注82)と い う演 劇 が 始 ま っ た 。 初 め の 方
を 少 し見 た だ け だが 実 に よ か っ た 。 だ が 、 い つ の 間 に か 眠 り こ け て しま って
い た。
地 方 出 身 の ム ス リム 中産 階 級 の ボ ドロ ロ ク(紳 士)た ち は マ フ ト ・ ト リ、
ベ チ ャ ラ ム ・デ ウ リ、 ベ ゴ ム ・バ ザ ー ル 、 シ ャ トロオ ジ ャ、 デ ワ ン ・バ ザ ー
ル と い っ た地 域 に住 ん で い た 。 も ち ろ ん 、 そ の 他 、 ア ウ ラ ド ・フ シ ェ ン ・レ
イ ン(小 路)、 ジ ン ダバ ハ ル ・レ イ ンな ど に 居 を 構 え る 一 家 もあ っ た。
町 の 実 権 は 次 第 に ヒ ン ド ゥー ・ブ ル ジ ョア ジ ー の 手 に 移 り は じめ た 。 ヒ ン
ドゥー と ム ス リム の 間 に誤 解 が 生 じつ っ あ った 。 ヒ ン ドゥー の 旦 那 衆 は ム ス
リム を 嫌 悪 は しな い まで も、 確 か に 見 下 して は い た 。 私 の 交 際 して い た ヒ ン
ドゥー 家 庭 の 人 た ち も、 菓 子 を 奨 め る と き、 皿 に乗 せ よ う と しな か っ た 。 ポ
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イ と手 か ら落 とす よ う に して 与 え られ た。 接 触 に よ る穢 れ を 避 け た か っ たの
で あ る。 こ の 問 題 につ い て ニ ー ロ ー ド ・チ ョ ウ ドゥ リー(注83)は、 英 文 の 自
伝 の 中 で ア ル ・ ビー ル ー ニ ー(註84)の言 葉 を 次 の よ う に 引 用 して い る。
「ア ル ・ビー ル ー ニ ー の 書 に 日 くrヒ ン ド ゥー た ち は イ ン ド以 外 に 国 は な
く、 自分 た ち の 人 種 も学 問 も比 類 な き もの と信 じ こん で、・る 。 彼 らは 傲 慢 か
っ 愚 か しい ま で に空 疎 で 、 無 神 経 な 自惚 れ 屋 で あ る。 彼 ら は生 ま れ つ き他 者
と 交 渉 を もつ の に消 極 的 で 、 彼 らの 内 部 で す ら他 カ ー ス トの 者 と の 交 渉 を 避
け る た め に 最 大 限 の 努 力 を 払 って い る。 い わ ん や 外 国 人 に対 して は 尚 更 で あ
る。 亅 と。 さ らに ま た 日 く 『彼 らの 間 に 神 学 上 の 論 争 は ほ とん ど な い。 た と
え 言 葉 で は 争 って も、 宗 教 上 の論 争 の た め に 、 魂 や 肉 体 あ る い は 財 産 を賭 そ
う と は 決 して しな い 。 しか る に彼 らの あ ら ゆ る狂 信 は 自分 た ち 以 外 の もの 、
す な わ ちす べ て の外 国 人 に向 け られ るの で あ る。 彼 らは 外 国 人 の こ とを ム レ ッ
チ ャ ー っ ま り穢 れ た 者 と 呼 び 、 そ れ と の 接 触 を 堅 く禁 じて い る の で あ る。 亅
と。 」
他 の 宗 教 を奉 じる人 々 に対 して 彼 らが こ う した 態 度 を取 ろ うと した た め に、
ダ ッカ で は1926年 か ら毎 年 、 ヒ ン ドゥー と ム ス リム の 間 に 暴 動 が 発 生 し
た 。 だ が 、 そ の 背 景 に は 経 済 的 な理 由 が 潜 ん で い た よ う に 思 わ れ る。 これ ら
す べ て の 暴 動 の 特 徴 は 、 ム ス リム下 層 階 級 の 人 々 と ヒ ン ドゥー 中 産 階 級 の 子
弟 た ちが 加 わ って い る点 だ った。 ヒ ン ドゥー下 層 階 級 で 暴 動 に加 わ った の は 、
わ ず か に シ ャ ンカ リ(貝 殻 職 人)の み だ った 。 そ れ は 次 の よ うな 理 由 に よ る
もの だ ろ う。 ヒ ン ドゥー 中 産 階 級 の 若 者 た ち は 、 今 世 紀 の 初 頭 に ベ ンガ ル分
割 令 の 撤 回 を 求 め て テ ロ リス トの 運 動 方 向 に 傾 倒 し た。 彼 らは 地 域 で レ ス リ
ング の 道 場 や ク ラ ブ を 組 織 した 。 そ して ナ イ フ や 杖 、 剣 、 ピス トル 、 連 発 ピ
ス トル な ど の 扱 い方 を 学 ん だ 。 彼 らは ベ ンガ ル分 割 令 撤 回 後 の 宗 派 間 の 暴 動
に際 して 、 そ の 時 学 ん だ こと を 活 用 し た訳 で あ る 。 も っ と も これ らの テ ロ リ
ス トた ちが 、 内 部 で も内 ゲ バ に 狂 奔 して い た 事 実 は 忘 れ るべ きで な い 。 オ ヌ
シ ロ ン(注85)、 ジ ュガ ン トル 、 ス リシ ョ ン グ、 ベ ンガ ル ・ボ ラ ンテ ィ ヤ ズ な
ど の 抗 争 は 日常 茶 飯 事 だ った 。
ニ ー ロ ー ド ・チ ョウ ド ゥ リー は 自伝 に こ う書 い て い る。
「我 々が 幼 い 頃 、 す な わ ち ス ワデ ー シー 運 動 が 我 々 の ム ス リム に 対 す る態
度 に まだ 影 響 を 及 ぼ して い な い 頃 、 我 々 の 態 度 に は 伝 統 的 に 形 成 さ れ た 四 っ
の顕 著 な側 面 が 見 て取 れ た。 まず 第 一 に我 々 は 、か っ て ム ス リムが ヒ ン ドゥー
を支 配 して い た と い う過 去 の歴 史 に 根 ざ す 敵 意 を 抱 い て い た 。 第 二 に 意 識 の
面 で は、 同 時 代 の 社 会 の 構 成 要 素 と して の ム ス リム に対 して 全 く無 関 心 だ っ
た 。 第 三 に 我 々 は 、 自 分 と 同 じ経 済 的 な い し社 会 的 階 層 に属 す る個 人 的 接 触
の あ る ム ス リム に対 して は 、 友 情 を 抱 い て い た。 そ して 第 四 に ム ス リム 農 民
に対 して は 、 ヒ ン ドゥ ー の 低 カ ー ス トの 小 作 人 と同 様 、言 い 換 え れ ば 家 畜 に
対 す るの と同 様 の 気 遣 い と軽 蔑 の 入 り交 じ っ た 感 情 を 抱 い て い た。 これ ら四
種 類 の 感 情 の うち で 、 第 一 の もの だ け は た い そ う明 確 で 知 性 的 に し っか り と
植 え っ け られ て い た が 、 残 りは 単 な る慣 習 に過 ぎず 、 さ して 根 の 深 い も の で
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は な か っ た 。
ム ス リム に 対 して この よ う な感 情 を抱 くの は 、 我 々 に と って この 上 な く自
然 な こ とだ った。 なぜ な ら我 々は 読 み 書 きが で き る よ う に な る前 か らす で に 、
ム ス リム が か つ て 支 配 者 と して 我 々 に 圧 政 を 布 い た こ と 、 片 手 に コ ー ラ ン片
手 に剣 を も って彼 らの 宗 教 を イ ン ドに広 め た こ と 、 ム ス リム 支 配 に よ って我 々
の 女 性 た ちが 奪 い 去 られ 、 寺 院 が 破 壊 さ れ 聖 地 が 穢 さ れ た こ と な ど を 聞 か さ
れ た か らで あ る。 成 長 す る に つ れ て 我 々 は 、 ム ス リム に 抗 して 戦 った ラ ー ジ
プ ー ト、 マ ラ ー タ、 シ クの 物 語 や ア ウ ラ ン グ ゼ ー ブ の 不 寛 容 と圧 政 な ど に っ
い て 書 物 を 通 じて 知 る よ うに な る。19世 紀 の ベ ンガ リー 文 学 に お い て は 、
ム ス リム は常 に 侮 蔑 的 な ヤ ヴ ァナ(異 邦 人)の 名 の 下 に 扱 わ れ て い た 。 バ ン
キ ム ・チ ャ ン ドラ ・チ ャ タ ル ジー(注86)や ラ メ ー シ ュ ・チ ャ ン ドラ ・ダ ッ ト
(注87)の歴 史 小 説 は ム ス リム 支 配 に 抵 抗 す る ヒ ン ドゥー の 栄 光 を 称 え 、 対 照
的 に ム ス リム に は 弱 い光 しか 当 て な か った 。 チ ャ タ ル ジ ー は 断 固 た る 、 そ し
て 激 烈 な反 ム ス リム主 義 者 だ っ た。 我 々は こ う した小 説 の 熱 心 な 読 者 で あ り、
進 ん で そ の 精 神 を 吸 収 した … い わ ゆ る 二 民 族 論 な る もの は 、 ジ ンナ ーや
ム ス リム 連 盟 の 登 場 す る遥 か 以 前 に 形 作 られ た の で あ る 。 実 際 それ は 理 論 な
ど で は な く、 歴 史 的 事 実 だ った の だ 。 前 世 紀 と 今 世 紀 の 境 目 の 頃 に は 、 す で
に 誰 もが そ れ を 知 っ て いた 。 我 々 の よ う な 子 供 で す ら、 ス ワ デ ー シー 運 動 の
始 ま る 以 前 に知 って い た の で あ る。 」 と 。
ダ ッカ で は 二 っ の 祭 りの 行 列 が 有 名 だ っ た。 一 つ は ジ ョ ンマ シ ュ トミ(注88
)、 も う一 っ は モ ホ ロム(注89)で あ る。 ジ ョ ンマ シ ュ トミの 行 列 で は 象 の背
に 据 え 付 け た 台 座 に 、 ヒ ン ドゥー の 指 導 者 た ち が 勢 揃 い した 。 銀 製 の 巨大 な
台 座 や た くさ ん の 見 もの 、 そ して手 に手 に 小 旗 を 持 った 数 十 万 の 行 列 が 目 当
て で 、 地 方 か ら も大 勢 の 見 物 客 が 集 ま った 。 ナ ワ ー プ プ ル ・ロ ー ドの レ ンガ
造 りの 家 の屋 根 と い う屋 根 は 、 女 た ち で び っ し り埋 ま っ た 。
モ ホ ロ ムの 行 列 で は 飾 り付 け られ た タ ジヤ(註90)、 ドゥル ドゥル 馬(注91)、
そ して 色 と り ど りの 無 数 の 旗 が 人 目を 引 い た 。 「哀 れ ハ サ ン よ 、 哀 れ フ サ イ
ン よ 。 」 の声 が 響 き、 タ ジ ヤ の 上 を 千 の ジ ャラ ー リー ヤ 鳩 が 舞 う。 しか しモ
ホ ロ ム の 行 列 は ジ ョ ンマ シ ュ ト ミの 行 列 と違 って 、 ヒ ン ド ゥー 、 ム ス リム 、
男 女 の 別 を 問 わ ず 、 す べ て の 人 に 親 し まれ て い る訳 で は な か っ覧た 。 モ ホ ロム
で は 初 め に 杖 と剣 の 舞 が 演 じ られ 、 そ の 後 炬 火 を 掲 げ て 行 列 が 練 り歩 く。 当
時 ダ ッ カ の ム ス リム は シー ア 派 一 色 で は な か った の だ が 、 そ れ で も こ の 行 列
を 見 よ う と相 当 な数 の ム ス リム が 集 ま っ た。 ム ス リム は 行 列 を 繰 り出 して 勢
力 を 誇 示 しよ う と は して い た が 、 宗 教 的 な情 熱 と な る と、 さ ほ ど で も な か っ
た 。 実 の と ころ は 、 ヒ ン ドゥ ー の ジ ョ ンマ シ ュ トミの 行 列 に 対 抗 しよ う と し
て い た の だ ろ う。
ヒ ン ド ゥー居 住 区 で は 毎 年 演 劇 が 演 じ られ た 。 ム ス リム の 子 供 で それ に 出
演 す る もの は ほ とん ど い な か っ た。 ム ス リム ・ハ イ ス ク ー ル は ホ ッケ ー 、 私
た ち の 学 校 は ク リケ ッ ト、 そ して い くつ か の 学 校 は フ ッ トボ ー ル を 得 意 と し
て い た。 ダ ッカ の 一 般 市 民 は 凧 揚 げ が 大 好 き だ った 。 ダ ッカ 最 後 の ナ ワ ー プ
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、 カ ジ ャ ・ハ ビブ ッ ラ(注92)は凧 揚 げ に 大 金 を つ ぎ込 ん だ。 数 本 の リー ル に
百 の 凧 を糸 で 繋 ぎ、 シ ュ リポ ンチ ョ ミ(注93)の日 に屋 根 へ 上 る 。 彼 の そ の 日
の 食 事 は屋 根 に 運 ば れ るだ け で は す ま ず 、 ス プ ー ンで 口 ま で 運 ば れ た。 ま た
鳩 の 喧 嘩 に も、 ダ ッカ の 人 々 は 大 い に 熱 を 上 げ た。
(学校 生 活)
1922年 を 迎 え た 。 ム ッソ リー 二 は 国 際 政 治 に 一 つ の 新 し い潮 流 を もた
ら した 。 彼 こ そ は フ ァ シ ズ ム の 創 始 者 だ った 。 第 一 次 世 界 大 戦 後 、 ロ シア で
共 産 主 義 に よ る独 裁 が 成 立 した 。 フ ァ シ ズ ム は共 産 主 義 的 独 裁 に対 す る反 撃
だ った 。 わ が 国 で は 第 一 次 大 戦 後 、 イ ギ リス の トル コへ の 扱 い を め ぐ って キ
ラ ー フ ァ ト運 動 が 展 開 され た 。 モ オ ラ ー ナ ー ・ム ハ ンマ ド ・ア リー(注94)と
ガ ー ン デ ィ ー の 問 に 協 定 が 結 ば れ て 、1920年 に非 協 力 抵 抗 ・キ ラ ー フ ァ
ト運 動 が 開 始 さ れ た 。 多 くの 人 々 は 、 こ の 運 動 に よ っ て ヒ ン ドゥー とム ス リ
ム の 統 一 が 実 現 す るだ ろ う と期 待 して い たが 、 そ う は な らな か った 。192
2年 に チ ャ ウ リ ・チ ャ ウ ラ の 警 察 署 を コ ング レス の 義 勇 奉 仕 員が 焼 き討 ち し
て 、 警 官21名 が 焼 き殺 さ れ た。 ガ ー ン デ ィ ー は 即 座 に 運 動 を 中 止 した 。 い
ま だ 独 立 は 達 成 さ れ ず 、 カ リフ の ア ブ デ ュ ル メ ジ トニ 世 も廃 位 さ せ られ た 。
そ れ で も運 動 は 中 止 さ せ られ た 。 ジ ャ ワ ーハ ル ラ ー ル ・ネ ヘ ル ー は 自伝 で こ
う述 べ て い る。 ガ ー ンデ ィ ー翁 は 少 な か らぬ 場 合 に 、 理 性 で は理 解 で き な い
こ とを 少 な か らず 行 った 。 な ぜ な ら翁 の 信 念 は 内 な る呼 び 声 、 す な わ ち 「直
感 」 に 基 づ いて い た か らで あ る 、 と 。 だ が イ ン ドに お け るガ ー ンデ ィ ー の 初
め て の 大 衆 運 動 の 実 験 と して は 、 運 動 は成 功 だ っ た と私 に は評 価 で き る 。 イ
ン ドの 大 衆 運 動 に お け る一 般 民 衆 の 反 応 は い か な る も の か 、 あ る い は い か な
る もの で あ り う る か と い う点 に つ い て 、 彼 は あ らま し理 解 した の で あ る。 大
戦 終 了 後 、 イ ギ リス の 政 治 的 な 要 求 に よ って トル コ の 分 割 が 始 ま って い た 。
しか し、 ケ マ ル ・ア タ テ ユ ル ク は 「病 め る」 トル コを 救 う た め に、 トル コ の
近 代 化 と世 俗 国 家 へ の 改 造 を 決 意 した 。 ア タテ ユ ル ク は 宗 教 上 の 職 務 と して
の カ リフ制 は 容 認 して い た 。 と こ ろ が 、 イ ン ド ・ム ス リ ム の 二 人 の指 導 者 マ
ハ ー マ ー ニ ャ ・ア ー ガ ー ・カ ー ン(注95)とサ イ イ ド ・ア ミー ル ・ア リー(注96
)が ア タ テ ユル ク に カ リフ の 名 誉 を 完 全 に 守 る よ う に 要 請 した 結 果 、 カ リ フ
制 は廃 止 さ れ て し ま っ た。 ケ マ ル ・パ シ ャ は、 二 人 が イ ギ リス 政 府 の 意 を 受
け て 手 紙(注97)を送 っ た もの と解 釈 した の で あ る。
この1922年 に 私 の 学 校 生 活 が 始 ま っ た。 入 学 の 日 に ち ょ っと した 悶 着
が 起 こ っ た。 書 類 にgAYgUDDINと記 名 した のが き っか け だ った 。 コ リン ス 教
頭 は モ ウ ル ヴ ィ ー(イ ス ラ ム 学 者)を 呼 ん で 、 そ の 綴 りが ア ラ ビヤ 語 に 照 ら
して 正 しい か ど うか を 尋 ね た。 と い うの は 、 ム ス リム が 子 供 た ち に つ け る ア
ラ ビヤ 語 由 来 の 名 前 に は 格 別 の 意 味 が 込 め られ て い る こ とを 、 コ リ ンス 先 生
は イ ン ドへ 来 て 最 初 に学 ん だ か らで あ る。 ア ラ ビヤ 語 の 先 生 に訊 け ば ロー マ
ナ イ ズ され た正 しい綴 りが 分 か るだ ろ う、 と も思 った の だ ろ う。 モ ウル ヴ ィ ー
は 書 類 を 一 瞥 す る な り、 綴 りは 間 違 って い る 、Quamruddinと書 くべ き だ 、 と
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厳 か に言 い 放 っ た。 教 頭 先 生 は た だ 名 前 を 書 き換 え さ せ る た め に 、 私 に も う
一 枚 書 類 を 差 し 出 した 。 私 は 断 わ っ た 。 私 の 理 屈 は こ う だ った 。 ベ ンガ ル 文
字 の カ の 字 は 男 性 の 頭 文 字 な らK,女 性 の 頭 文 字 な らQと 書 くべ きで あ る。
なぜ な ら英 語 で もKingは王 、Queenは 女 王 で は な い か 。 そ れ に英 語 に はKと
Qの 発 音 上 の 区 別 が な い。 な の に 、 ア ラ ビヤ 文 字 の ク ァー フ にQの 字 が 宛 て
られ るか ら と い って 、Qを ク ァー フ の よ うに 発 音 す れ ば 誤 りに な るで は な い
か 、 と。 モ ウ ル ヴ ィ ーは 真 っ赤 な 顔 に な った 。 私 を ベ ヤ ドブ(無 礼 者)と 思 っ
た の で あ る。 校 長 夫 人 で 学 校 で は 保 健 を 担 当 して い る ウエ ス ト女 史が 居 合 わ
せ た が 、 ど う や ら彼 女 は 私 の 言 う こ と に一 理 あ る と認 め た ら しか っ た 。 に っ
こ り微 笑 ん で 私 の 意 見 に 賛 成 し た。 コ リ ンス 教 頭 も 「も し君 が そ う した け れ
ば 、 名前 をKで 書 き始め て よ ろ しい。 」 と言 って くれ た。 過 去 半 世 紀 に わ た っ
て 私 は 自 分 の 名 前 にKを 用 い て き た が 、 ム ス リム 学 者 に は い つ もQに 直 さ れ
た 。 だ が 私 と して はKを 頭 文 字 に 使 うの は 、 世 閤 の 決 ま りに 対 す る最 初 の 反
抗 の つ も りだ っ た 。 ア ブ ル ・ハ シ ム氏(注98)も 自伝 の な か で 私 の 名 前 を 書 く
際 、 初 め 二 箇 所 はQだ っ た が 、 後 の 七 箇 所 はKに 改 め て い る。
ビモ ル と い う 少 年 が 最 初 の 日 に 級 長 に選 ば れ た。 彼 は 美 しい 外 見 か ら窺 え
る 通 り、 て きぱ き と して 聡 明 だ っ た 。 勉 強 も と て も よ くで きた 。 私 た ち の 学
級 に は21人 の 生 徒 が い た 。 校 長 の ウ エ ス ト博 士 の 著 した 「ニ ュ ー ・メ ソ ッ
ド ・ リー ダ ー 」 が 英 語 の 教 科 書 だ っ た。 この シ リ ー ズ は 、 三 年 級 か ら八 年 級
ま で の 英 語 を 母 語 と しな い生 徒 の 学 習 用 に 編 ま れ た もの だ った 。 下 級 ク ラ ス
で は 、 ま ず 各 レ ッ ス ンを 吹 き こん だ レコ ー ドを 蓄 音 機 で 聞 か され た 後 、 教 授
さ れ た 。 私 た ち は 校 長 先 生 よ り も、 む しろ コ リ ン ス 教 頭 を とて も怖 が っ て い
た。 恐 ら くそ れ は先 生 が 巡 回 す る 際 、 手 に小 さ な 鞭 を 持 って い たか らだ ろ う。
校 長 も教 頭 も ロモ ナ の 大 学 キ ャ ンパ ス 内 に 住 ん で い た 。 コ リ ンス 先 生 は 通 勤
に 自転 車 を 、 そ して ウエ ス ト博 士 夫 妻 は サ イ ドカ ー 付 き の オ ー トバ イ を 使 っ
て い た。 当 時 は ま だ 自家 用 車 な ど 、 ほ とん ど な か った 。 途 中 小 さ な 生 徒 が 一
人 で 通 学 して い る の を 見 か け る と、 ウエ ス ト夫 人 は サ イ ドカ ー に 乗 せ て くれ
た 。 私 は 三 年 級 の 時 に、 幾 度 も乗 せ て も ら う幸 運 に 恵 ま れ た 。 ウ エ ス ト夫 人
は 私 た ち に衛 生 学 を 講 じ るだ け で な く、 実 際 に 私 た ちが 清 潔 に して い るか ど
うか に も厳 し く目 を 配 っ た 。 上 着 の 銅 ボ タ ンが 磨 か れ て い る か 、 ブ ー ツ に黒
の 靴 墨 が 塗 られ て い るか 。 この よ う な こ とを す べ て 、 彼 女 の 目 は 見 逃 さ な か っ
た 。
図 画 の 担 当 は シ ョロ ト先 生 だ っ た 。 あ る 日、 私 は 図 画 の 練 習 帳 を 忘 れ て し
ま った 。 シ ョロ ト先 生 は私 が 嘘 を つ い て い る と思 っ た ら し い。 先 生 は 私 を 懲
ら しめ よ う と して 、 鍵 束 か らコ ル ク抜 きを 取 り 出 し た。 そ して 螺 旋 状 に 尖 っ
た 先 を 、 私 の 掌 に 突 き立 て ん ば か りに 押 し当 て た。 私 は 恐 ろ し く な って 叫 び
声 を あ げ た 。 シ ョ ロ ト先 生 に と って 運 が 悪 い こ と に 、 ち ょ う ど そ の 時 、 校 長
夫 妻 の オ ー トバ イ が 階 段 下 に停 ま っ た 。 ウ エ ス ト夫 人 は悲 鳴 を 聞 きつ け るや
教 室 へ 駆 け こみ 、 私 を 二 階 に連 れ 出 した 。 私 は ロ ゼ ン ジ(甘 味 入 り錠 剤)を
与 え られ て 泣 き止 ん だ 。 もち ろん こ の 話 に は続 きが あ る。 シ ョ ロ ト先 生 は 長
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ら く私 に 口 を 利 い て くれ な か った 。 口 を 利 くよ うに な っ て か ら も、 私 が 練 習
帳 を 持 って い るい な い に か か わ らず 、 私 の 絵 を 見 よ う と は しな か っ た 。 そ の
結 果 当然 の こ とな が ら、 私 は 少 し も絵 が 上 手 に な ら な か っ た。
学 校 で は シ ョロ シ ョ ッテ ィ ・プ ジ ャ(注99)がた い そ う盛 大 に 祝 わ れ た。 図
画 と 教 練 の 先 生 が 、飾 り付 け の 指 導 と祭 りの お 目付 役 に 当 た っ た。 ま た フ ァ
テ ハ ・ ドヤ ジ ュ ドム(注100)には ミラ ド(祝 い の 集 い)が 開 か れ た。 だ が ム ス
リム の 生 徒 は とて も少 な くて 、 モ ウ ル ヴ ィー が 総 動 員 を か け て も一 部 屋 が 埋
ま ら な い ほ ど だ った 。 ミラ ドに は 私 た ち は 、 カ ジ ャ ・ナ ジム ッデ ィ ンの 弟 の
カ ジ ャ ・シ ャハ ブ ッ デ ィ ン(注73)が招 か れ た 。 彼 は まだ 政 治 に携 わ って い な
か っ た 。 彼 は モ ウル ヴ ィ ー だ った 。 体 は ガ リガ リに 痩 せ 、 顎 先 が 細 く尖 って
い た 。 尻 尾 付 きの 押 しの き い た パ ジ ャ マ(注34)に 、 襞 の入 っ た 長 め の クル タ
(シ ャツ)を 身 に着 け て い た 。 素 晴 ら し く甘 美 な 喉 だ った 。 コ ー ラ ン と天 蓋
は 生 徒 た ちが 捧 げ 持 った 。 他 の モ ウ ル ヴ ィ ー を 招 い て ミラ ドを 祝 う時 は 御 礼
は5ル ピー の 相 場 だ った が 、 彼 に限 って コ リ ンス 教 頭 は10ル ピー を 弾 ん で
い た 。 それ は 恐 ら く コ リ ンス 教 頭 も他 の イ ギ リス 人 官 吏 と同 じ く、 ア フ シ ャ
ン ・モ ンジル の 人 々 に 対 して過 剰 な ま で の敬 意 を 払 って い た か ら に 違 い な い。
私 た ち は 小 さ い 頃 か ら英 語 を 熱 心 に勉 強 して き た。 学 校 の 先 生 と保 護 者 の
両 方 か ら、 「ス テ ー ツ マ ン」 や 「イ ング リ ッ シ ュ マ ン」 を 読 む こ とを 勧 め ら
れ た 。 私 た ち は読 も う と努 力 は して み た が 、 ほ とん ど理 解 で き な か っ た 。 当
時 ム ス リム の 少 年 は 少 な くと も ダ ッカ の 場 合 、 ベ ンガ ル 語 を 母 語 と して 学 ぶ
こ とは な か った。 カ ジャー 族 は ウ ル ドゥー語 を 話 して いた 。 ダ ッカ に住 む ク ッ
テ ィ や シ ャ ンカ リた ち は 、 ウル ドゥー 語 と ベ ンガ ル 語 を 混 ぜ こぜ に した よ う
な 言 葉 を 母 語 と して 使 って い た 。 一 方 ダ ッカ の ヒ ン ドゥー ・ブ ル ジ ョア ジー
は 、 東 ベ ンガ ル の ベ ンガ ル 語 を 話 して い た 。 半 封 建 的 な ム ス リム ・ブ ル ジ ョ
ア ジー は 、 カ ジ ャー 族 と交 際 した り召 使 い た ち を統 率 す る た め 、 そ して 何 よ
り も自 分 た ち が ベ ンガ ル の 外 に基 盤 を 置 くム ス リム で あ る こ とを 証 明 す る た
め に 、 ウ ル ドゥ ー語 を 学 習 した。 指 導 者 た ちが ウル ドゥ ー語 を 使 った の で 、
それ に従 う人 々 も当 然 、 そ れ 以 外 の言 葉 を 自 分 た ち の言 葉 とは 考 え られ な か っ
た の だ 。 ち ょ う ど私 た ち は ウ ル ド ゥー語 が 母 語 で あ る と い う偽 りの 主 張 を せ
ん が た め に、 ベ ンガ ル 語 を 継 母 扱 い しよ う とす る母語 を失 っ た民 族 の よ うだ っ
た 。
私 た ち の 学 校 の 生 徒 は 四 っ の 「ハ ウ ス 」 の い ず れ か に所 属 した 。 各 ハ ウ ス
に は 組 長 が 一 人 い た 。 私 た ち に 規 則 を 守 らせ るの が プ リー フ ェ ク ト(組 長 、
監 督 生)の 役 目 だ っ た 。 私 は コ リ ンス ・ハ ウス の 所 属 だ っ たが 、 ウ エ ス ト ・
ハ ウス の ビモ ル と ビ ス ・ハ ウ ス の マ ドブが 好 敵 手 だ っ た。 と言 って もス ポ ー
ツ で は な く、 ク ラ ス の 席 次 を め ぐる話 で あ る。 私 た ち の 学 校 はD.P.1.
(注101)の管 轄 外 で 、 学 校 運 営 の 全 責 任 を 校 長 が 負 って い た 。 年 次 試 験 の 結 果
は12月 の 第 二 週 に発 表 され た 。 教 頭 先 生 が メ リ ッ ト(賞 点)に 達 した も の
の 名 を 読 み 上 げ 、 私 た ち は一 級 上 の ク ラ ス に 進 ん で い っ た 。 私 た ち の 間 に 試
験 の 結 果 を め ぐ る揉 め 事 は な か っ た。
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と ころ が あ る時 、 面 白 い 事 件 が 起 こ った 。 私 た ち の 学 校 で は 全 科 目合 格 し
な い と進 級 が 認 め られ ず 、 二 科 目 落 第 す る と 退 校 に な る規 定 だ った 。 だ が そ
の 年 、 試 験 結 果 が 発 表 に な る と 、 あ る 少 年 が 二 科 目 落 第 に もか か わ らず 進 級
して い た の だ 。 生 徒 た ち は ぶ っ ぶ っ 言 い 出 した。 私 た ち の 気 持 ち を 察 した コ
リ ン ス先 生 が 、 生 徒 を 整 列 さ せ て 短 い話 を して くれ た 。 問 題 の 生 徒 は ナ ワ ー
プ家 の 子 弟 な ので 、特 別 の計 らいが な さ れ た の だ と分 か った 。 先 生 は 説 いた 。
この 生 徒 は家 柄 に よ って 名 を 成 す だ ろ うが 、 君 た ち の 成 功 は あ くまで 教 育 と
知 識 と知 恵 と に 掛 か って い る。 そ れ を 肝 に銘 じて お き な さ い 、 と。 そ れ で 私
た ち は 、 こ の 件 で 学 校 の 権 威 を 疑 う よ う な こ と は な か った 。 後 に先 生 の 予 言
は 真 実 で あ る こ と が 実 証 さ れ た 。 な ぜ な ら私 は学 校 で は 優 等 生 だ った に もか
か わ らず 、 パ キ ス タ ンの 副 高 等 弁 務 官 と して カ ル カ ッ タへ 赴 任 す る の が 、 彼
よ り お よ そ 四 年 も後 れ た か らで あ る 。 彼 は 生 涯 、 入 学 試 験 と い う もの に受 か
る こ とが な か った の だ け れ ど も。
私 が 三 年 級 の 時 の こ とで あ る。 あ る 日の 夕 方 校 庭 に い る と 、 コ ロ テ ィ ヤ の
ジ ョ ミダ ルの チ ャ ン ・ ミヤ ンが ダ ッ カ 中 央 刑 務 所 へ 送 ら れ る と い う知 らせ が
舞 い 込 ん だ 。私 た ち は 大 勢 で駆 け付 け た 。 チ ャ ン ・ ミヤ ン は 牛 車 に立 って 人 々
に 応 え て い た 。 私 た ち は そ の す ぐ近 く まで 行 って 、 警 官 に制 せ られ た 。 私 た
ち も皆 と声 を 合 わ せ て 、 ガ ー ンデ ィ ー ・ジー 万 歳 、 モ ウ ラ ー ナ ー ・ム ハ ンマ
ド ・ア リー 万 歳 、 チ ャ ン ・ミヤ ン ・シ ャヘ ブ万 歳 な ど と ス ロ ーガ ンを 叫 ん だ 。
ガ ー ンデ ィ ー と ア リー 兄 弟(X102)がダ ッカ を 訪 れ た の も、 同 じ年 の こ とだ っ
た 。 彼 ら は 象 の 背 中 に揺 られ な が ら 、 目抜 き通 りを 練 り歩 い た 。 山 の よ うな
巨体 の ア リー 兄 弟 に 隠 れ て 、 ガ ー ンデ ィ ー の 姿 は 私 た ち の 目 に は入 ら な か っ
た。 私 は家 に は 内 緒 で 見 に行 った 。 と い うの は 、 父 が キ ラ ー フ ァ ト運 動 に 反
対 だ っ たか らで あ る。 も っ と も母 は ま た 別 の 意 見 を 持 って い た け れ ど も。
ニ ー ロー ド ・チ ョウ ド ゥ リー は 、 こ う 自伝 で 述 べ て い る 。
「逆 に私 は ほ ん の 子 供 に過 ぎ な か っ た けれ ど も、 明 確 に 反 トル コだ った 。
そ れ は 『ス ワ デ ー シー 運 動 』 に よ って 呼 び起 こ され た 反 ム ス リム 感 情 の せ い
ば か りで は な か っ た 。 む しろ 汎 イ ス ラ ム 主 義 を イ ン ド民 族 主 義 へ の 最 大 の 脅
威 と認 識 し、 それ に よ って生 じる反 感 を 子 供 な りに 正 当 化 して い.たの で あ る。
汎 イ ス ラ ム主 義 に 対 す る私 の 不信 は 直 接 には 叔 父 の ア ヌ ク ル の 影 響 だ っ たが 、
元 を た ど れ ば 著 名 な 民 族 主 義 思 想 家 ビ ピ ン ・チ ャ ン ドラ ・パ ー ル(X103)に行
きっ く。 彼 は そ の 脅 威 につ い て 常 々警 告 を 発 して い た の で あ る。 」
運 動 が コ ング レス の 手 で 途 中 止 め さ せ られ る と 、 運 動 の 成 果 を 見 届 け よ う
と沈 黙 を守 って い た 革 命 家 た ち が 再 び 登 場 して きた 。 まず 資 金 が 必 要 だ っ た 。
そ こで革 命 家 バ リン ドロ ・ゴー シ ュは 三 人 の 同 志 と共 に、1923年 カ ル カ ッ
タ、 シ ャ ン カ リ街 の 郵 便 局 長 を 殺 害 した 。 しか し逃 げ お お せ ず 、 終 身 禁 固 刑
を 受 け た 。
1924年 ベ ンガ ル 地 方 は 旱 魃 に 見 舞 わ れ 、 稲 を は じめ と す る穀 物 が 壊 滅
的 な 被 害 を 蒙 っ た。 す で に カ ル テ ィ ク 月(注104)に入 る前 か ら水 路 や 湿 地 帯 、
池 な どが こ と ご と く干 上 が り始 め た 。 わ が 家 の 屋 敷 内 の 池 以 外 に 、 近 所 に は
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ど こに も飲み 水 が な か った。 その 時 私 は 休 暇 で帰 省 して い た 。 小 作 人 た ち が 、
池 か ら壺 に一 杯 だ け 水 を 汲 ま せ て ほ しい と縋 りっ い て き た 。 私 は後 先 を 考 え
なか った 。 小 作 人 の 家 の 女 や 子 供 た ち を 池 の 東 岸 の マ ンゴ ー 園 に 入 れ て 、 水
を 汲 ん で もい い と 言 って や った 。 「チ ョ ト ・ロケ ラ(小 身 者 た ち)」 が 屋 敷
内 の 池 へ の 立 入 り を 許 さ れ な い こ と な ど 、 全 く念 頭 に な か っ た。 話 を 聞 きっ
け た 遠 縁 の 大 叔 父 が 、 水 を 汲 ん だ 者 た ち を 捕 ま え て 連 れ て き た。 そ して 、 誰
の 許 可 を 得 て 屋 敷 内 の 池 を 使 っ た の か と問 い質 した 。 「僕 が 許 し ま した 。 」
と私 が 答 え た 。 大 叔 父 は そ の 無 礼 が 我 慢 な らず 、 私 の 頬 を 平 手 打 ち に し た 。
怒 り と悔 しさ で 我 を 失 い 、 私 もそ の 場 で 再 度 言 い放 っ た 。 「お 前 さん た ち 、
水 を 汲 ん で い くが い い。 俺 だ って 、 池 の 持 ち主 なん だ 。 」 そ の 時 、 母 と祖 母
が 騒 ぎ に気 づ い て 駆 け付 け て こ な け れ ば 、 と ん で も な い こ と に な っ た か も し
れ な い 。 母 と祖 母 が 現 れ るな り、 大 叔 父 は家 の 中 へ 引 っ込 ん だ 。 だが 全 員 が
水 を 汲 み 終 え る ま で 、ず っ と私 は そ の 場 で 見 張 っ て い た 。 小 作 人 た ち に池 の
水 を 使 わ せ る と 、 ど う して 地 主 の 体 面 が 傷 つ くの か 、 今 も って 私 に は 理 解 で
きな い。 た とえ 教 育 を受 け た 小 作 人 で も靴 を 履 い た ま まで は 私 の 家 に 来 れ な
い の は、 子 供 の 頃 か らよ く見 知 っ て い た。 小 作 人 の 嫁 や 娘 は 駕 籠 に 乗 る の を
許 され な か っ た 。 代 々 の 家 僕 た る人 々 に は 何 の 自 由 もな か っ たの で あ る 。 も
ち ろん 私 た ちが 大 き くな る につ れ 、 こ う した 虐 待 や 無 慈 悲 な 行 為 は 影 を 潜 め
た 。 後 年 カ ル カ ッ タ で の 副 高 等 弁 務 官 時 代 に私 は メ グ ナ ド ・シ ャ ハ 博 士 に 、
あ な た は な ぜ コ ン グ レス で な く ヒ ン ドゥー ・マ ハ ー サ バ ー に 加 わ った の で す
か 、 と訊 い た こ とが あ る。 政 治 的 な 理 由 を 論 じた 後 に 、 博 士 は 自 身 の 打 ち 明
け話 を して くれ た。 わが 国 の ジ ョ ミダ ル で あ るボ リヤ デ ィの カ ー ン ・バ ハ ドゥ
ル ・カ ジ ェ ム ッ デ ィ ン ・シ ッデ ィ キ の と こ ろへ 村 に学 校 を 開 く相 談 に 行 っ た
際 に 、 彼 は ひ ど い侮 辱 を 受 け た の だ そ うで あ る 。 そ れ 以 来 、 ヒ ン ド ゥー に対
して ム ス リム が 憎 しみ と敵 意 を 抱 いて い る こ とを 片 時 も忘 れ られ な い の だ 、
と。 私 は 博 士 に 問 い か け た 。 「あ る 人 物 の あ る特 異 な 行 動 の せ い で 、 御 自 分
の 政 治 的 な 立 場 ま で お 決 め に な って い い もの で し ょ うか 。 」 そ して 、 こん な
話 を した 。 ベ ゴ ム ・ロケ ヤ ・シ ャ カ ワ ト ・ホ シ ェ ン も学 校 へ の寄 付 を 依 頼 し
に ボ リヤ デ ィへ 出 向 き ま した が 、 や は り シ ッデ ィ キ の 態 度 に 失望 して 、 月 刊
「シ ョオ ガ ト」 に 「徒 労 に 終 わ っ た 三 日間 」 と い う記 事 を 書 い て い ま す 。 相
手 が ヒ ン ドゥ ー だ ろ う と ム ス リム だ ろ う と 、 当 時 ジ ョ ミダ ル の態 度 に 変 わ り
は あ り ませ ん で した 。 パ ヨ ラ ボ ン ドの ジ ョ ミダ ル の 娘 で あ る ロケ ヤ ・シ ャカ
ワ ト ・ホ シ ェ ンに して 、 そ ん な 目 に遭 う く ら い な の で す か ら、 と。
1924年 に フ ァ ズ ル ル ・ハ ック が 州 の 大 臣 に な っ た 直 後 の こ と で あ る 。
ケ ダ ラ ム ・ポ ッダ ル が カ ル カ ッ タ の 高 等 裁 判 所 に 、 ハ ッ クの 破 産 宣 告 を 求 め
る訴 え を 起 こ した 。 破 産 宣 告 を 受 け る前 に彼 は 教 育 相 を 辞 め て し ま った 。 し
か し この 事 件 が あ って 後 、 ハ ッ ク は一 躍 ム ス リム大 衆 の 指 導 者 に な った 。 ヒ
ン ドゥー の 陰 謀 の 手 か ら彼 を 守 る た め に、 ム ス リム の 学 生 た ち が 村 々 を カ ン
パ 活 動 に 回 っ た。 ハ ック は 一 般 の 農 民 に もよ く知 られ て い た 。 「デ ー シ ュ ボ
ン ド'ウ(国 の 友)」 こ と チ ッ ト ・ラ ン ジ ャ ン ・ダ ー ス(注105)が亡 くな っ た の
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は 、 事 件 か ら間 もな くの こ とだ っ た。1925年 の こ と で あ る。 フ ァズ ル ル ・
ハ ック を破 産 の 危機 か ら救 ったの が 他 な らぬ 「デ ー シ ュボ ン ドゥ」 だ と分 か っ
た の は 、 ず っ と後 に な って か ら だ った 。
1926年 、 大 学 と カ レ ッジ の 教 師 、 イ ンテ リた ち が 集 ま って ダ ッカ に 文
学 会 が 結 成 さ れ た 。 その 中 心 メ ンバ ー は 経 済 学 教 授 の ア ブ ル ・フ シ ェ ン(修
士 ・文 学 修 士)、 ベ ンガ ル 語 教 授 の カ ジ ・ア ブ ド ゥル ・ワ ドゥ ドを は じめ と
す る優 れ た 文 学 者 や 思 想 家 た ち だ った 。 彼 らは 迷 妄 に 満 ち た ム ス リム社 会 に
っ い て 、 何 物 に も囚 わ れ ず に 思 考 し、 か っ 論 じ る こ と を 可 能 な ら し め よ う と
した の で あ る。 そ れ は知 の解 放 運 動(MovementforFreedo皿ofIntellect)
と呼 ば れ た。 と こ ろ が 、 この 運 動 に加 わ って い る人 々が イ ス ラ ー ム か ら逸 脱
して い る と い う訴 え が 、 ナ ワ ー プ の も と に持 ち こ ま れ た 。 神 や 預 言 者 の 教 え
を 理 性 に よ って 把 握 しよ う とす る見 解 を こ の 人 々 が 広 め て い る、 と い う の が
そ の 訴 因 だ っ た 。 運 動 の 指 導 者 た ち は 、 ア フ シ ャ ン ・モ ン ジル に 召 喚 さ れ て
辱 め を 受 け た 。 カ ジ ・ア ブ ド ゥル ・ワ ドゥ ドの 弟 子 で そ の 女 婿 で も あ る シ ャ
ム シ ュ ル ・フ ダ(X106)の筆 禍 事 件 が 起 き た の は そ の 数 日後 だ っ た 。
後 に30年 代 に な って 私 は ア ブ ル ・フ シ ェ ン と懇 意 に な り 、様 々 の 議 論 を
経 て 知 の 解 放 運 動 の 理 想 に 惹 か れ た 。1937年 にM.N.ロ ー イ(8107)と
出 会 う以 前 は 、 ア ブ ル ・フ シ ェ ン の 掲 げ る理 想 に も共 鳴 して い た の だ 。
1925年 に カル カ ッタの モ ホ ロ ムの 行 列 を な らず 者 ど もが 襲 い 、 ヒ ン ドゥ
ー と ムス リムの 間 に暴 動 が 発 生 した。1926年 に は ダ ッカ で も ヒ ン ドゥー ・
ム ス リム 両 派 に よ る暴 動 が 起 こ っ た が 、 そ の 原 因 が 何 な の か 私 に は 分 か らな
い。 た だ 、 そ の 時 ム ス リム 側 の 中 心 と して 、 カ ジ ャ ・ナ ジム ッデ ィ ンの従 弟
に あ た る カ ー ン ・バ ハ ドゥル ・シ ョイ ヨ ド ・ア ブ ドゥ ル ・パ フ ィズ が 動 い た
こ と は 知 って い る。 後 年 ベ ン ガ ル 州 議 会 議 員 に な った 人 物 で あ る。 暴 動 の 際
特 に私 の 注 意 を 引 い た の は 、 ム ス リム が 略 奪 に走 り、 ヒ ン ドゥ ーが 殺 傷 に 向
か う とい う点 だ った 。
ニ ー ロ ー ド ・チ ョウ ド ゥ リー は こ う 自伝 で 述 べ て い る。
「私 の よ う に歴 史 的 な 事 件 を か い く ぐ って きた 人 間 に は 、 愛 と憎 しみ を 抜
き に して 歴 史 は 語 れ な い し、 あ り え な い こ と が 分 か りは じめ る・.」と・
ヒ ン ドゥ ー と ム ス リ ムの 間 に誰 が 宗 派 主 義 の 毒 を 撒 き散 ら した か は 、 そ れ
ほ ど 重 要 な こ とで は な い。 問 題 は そ れ が な ぜ 撒 き散 ら さ れ た か に あ る。 イ ギ
リス の デ ィ ヴ ァイ ド ・ア ン ド ・ル ー ル政 策 の 結 果 だ と い う人 もい れ ば 、 州 の
主 要 閣 僚 会 議 が 保 身 の た め に 仕 組 ん だ の だ と い う人 も い るだ ろ う。 しか しそ
れ な らば フ ァル フ シヤ ル(X108)の時 代 に 、 ホ ー リー 祭 の 色 粉 の 掛 け 合 い が も
とで ア フ マ ダ ー バ ー ドや カ ー ンプ ル で 何 日 も暴 動 が 続 い た の は な ぜ だ ろ うか。
私 が 思 う に一 方 に持 た ざ る無 産 階 級 の 恨 み 、 も う一 方 に 貧 しい 者 に 対 す る豊
か な 者 の 嫌 悪 感 、 す な わ ち こ う した 争 い の 根 底 に は 経 済 的 な要 因 が 横 た わ っ
て い る の で あ る。 キ ラ ー フ ァ ト運 動 が 失 敗 に 終 わ って 以 降 、 二 っ の宗 派 は別
の 方 向 へ 歩 み だ した 。 両 者 の 結 び つ き は 次 第 に弱 ま って い っ た 。 そ れ は まず
両 派 の上 層 部 か ら始 ま った 。 なぜ な ら中 産 階 級 に は 経 済 活 動 上 の 競 争 が 存 在
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し た か らで あ る。 両 派 の 下 層 部 に ま で 毒 が 撒 き散 らさ れ る の は 、 ず っ と後 に
な って か らで あ る 。
ニ ー ロ ー ド ・チ ョウ ドゥ リー は こ う 自伝 で 述 べ て い る 。
「私 は ラ ー ム ・モ ーハ ン ・ロー イ以 降 、 偉 大 な ベ ン ガ ル 語 作 家 、 宗 教 改 革
者 、政 治指 導 者 と呼 べ る人 物 を 誰 も知 らな い。 彼 は総 体 と して の イ ス ラ ー ム 、
あ る い は そ の す べ て の 側 面 に つ い て 、 あ らゆ る 直 接 的 な 知 識 を 有 して い た 。
と こ ろ が ム ス リム 支 配 が 終 わ る と、 ヒ ン ドゥー 社 会 は イ ス ラ ー ム との 関 係 を
全 く絶 って しま っ た 。 奇 妙 な こ と の よ うだ が 、 イ ス ラ ー ム 文 明 に 関 す る か つ
て の 我 々の 知 識 は 、 現 在 我 々 が ヘ レニ ズ ム 文 明 に つ い て 知 って い る よ り も乏
しか った こ と だ ろ う。
真 の 保 守 主 義 な い しは確 立 され た 保 守 主 義 の 伝 統 に 忠 実 だ った た め に 、 バ
ンキ ム ・チ ャ タ ル ジー(注86)も ヴ ィ ヴ ェ ー カ ーナ ン ダ(X109)も、 宗 教 こ そが
人 類 の 積 み 上 げ て きた 活 動 を 支 え る要 石 で あ る と考 え た 。 両 人 と も、 純 粋 に
非 宗 教 的 な 文 化 と い う もの を 断 固 と して 拒 否 した。 彼 らは ブ ラ フ マ ・サ マ ー
ジ と対 立 した 。 こ れ ら二 っ の 潮 流 が 近 代 イ ン ドの 精 神 を め ぐ っ て争 っ た。 い
や し く も思 考 す る 能 力 を 有 す る近 代 イ ン ド人 で 、 自 己 の 内 面 に お い て こ の 相
克 を 経 験 しな か った 者 は 皆 無 に 近 い だ ろ う。 ヒ ン ドゥー の 自由 主 義 者 で あ る
タ ゴ ー ル で す ら、 自 由 主 義 者 の 名 に 値 す る ヒ ン ドゥー が い た と す れ ば 彼 だ ろ
うが 、 バ ンキ ム と ヴ ィ ヴ ェ ー カ ー ナ ンダ に よ って 復 興 され た 新 しい ヒ ン ド ゥ
イ ズ ム に 惹 か れ る と こ ろ と な っ た。 「ゴー ラ ー 」 と い う彼 の 小 説 は そ の テ ー
マ を 扱 っ た もの に 他 な らな い 。 ベ ンガ ル 分 割 令 に反 対 す る 民 族 主 義 者 の 運 動
が そ の 頂 点 に 達 した 時(1907年)に は 、 ヒ ン ドゥ ー保 守 主 義 は す で に明
白 な 勝 利 を 収 め て い た と 言 え る だ ろ う。 そ して そ の が 勝 利 の 有 力 な決 め 手 に
な っ た の は政 治 で あ る。
後 年 私(ニ ー ロー ド ・チ ョウ ド ゥ リ ー)は サ ー ・ヴ ァ レ ン タ イ ン ・チ ロ ル
(X110)の『イ ン ドの 不 安 亅 を 読 ん だ 。 チ ロル の 名 は そ の 著 書 と もど も我 々 に
は 嫌 悪 の対 象 と して 教 え られ て き た が 、実 際 に 彼 の 書 い て い る と ころ を 私 自
身 の 記 憶 と照 ら し合 わ せ て み る と、 ヒ ン ドゥー の 復 興 と して の ス ワデ ー シー
運 動 に対 す る そ の 評 価 は お お む ね 正 しい と認 め られ る 。 ス ワ デ ー シー 運 動 は
イ ン ド国 民 会 議 派 の 指 導 者 た ち の 自 由 主 義 的 な 政 治 思 想 で は な く、19世 紀
の 終 わ り四 半 世 紀 に 生 ま れ た ヒ ン ド ゥー 復 興 主 義 だ った 。 す な わ ち、 も と も
と ほ ぼ 宗 教 分 野 に限 定 さ れ た 運 動 だ っ た 。 そ して 宗 教 こ そ が 、1905年 以
降 数 年 閤 に及 ぶ 分 割 反 対 闘 争 の 推 進 力 だ った の で あ る 。
ヴ ィ ヴ ェ ー カ ー ナ ン ダ は 言 っ た 。rム ス リム の イ ン ド征 服 は 踏 み つ け ら れ
た貧 し い人 々 に 解 放 を もた ら した 。 だ か ら こそ 、 我 々 の う ち の 五 分 の 一 ま で
が イ ス ラ ー ム に 改 宗 した の で あ る。 そ う させ た の は剣 の 力 で は なか っ た 。 そ
れ が す べ て 剣 や 火 に よ る もの だ と考 え るの は、 見 当 違 い も甚 だ しいだ ろ う。 亅
と。 この ヴ ィ ヴ ェ ー カ ー ナ ン ダ とラ ー ム ・モ ー ハ ン ・ロ ー イ の 間 に位 置 す る
の が 、 ヒ ン ド ゥー 民 族 主 義 の 創 始 者 た るバ ンキ ム ・チ ャ ン ドラ で あ る 。 バ ン
キ ム の 大 衆 性 は ガ ー ンデ ィ ー の 場 合 と同 じ理 由 に よ る もの だ った 。
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1905年 の ス ワ デ ー シ ー 運 動 は 主 と して 復 興 さ れ た 新 し い ヒ ン ドゥイ ズ
ム に よ る民 族 主 義 の 主 張 だ った が 、 同 時 に、 化 石 化 した 占い 民 族 主 義 の 復 興
に も大 い に 力 を 発 揮 した 。 だ か らこ そ ス ワデ ー シー運 動 が 進 展 す るに つ れ て 、
イ ン ド大 反 乱 が 夢 想 と い って い い ほ ど に ま で 美 化 さ れ だ した の で あ る 。 そ し
て と う と う 、 大 反 乱 が 今 世 紀 の 民 族 主 義 運 動 の 先 駆 で あ り 、 最 初 の イ ン ド独
立 戦 争 だ っ た と い う伝 説 まで 生 まれ る に至 った 。 」 と 。
ネ ヘ ル ー は 「イ ン ドの 発 見 」 の 中 で こ う述 べ て い る 。 「反 抗 は本 質 的 に 民
族 主義 的 な もので あ り、 従 って 民 族 主 義 の強 さ と偏 狭 さ の 両 面 を有 して い た。
宗 教 と哲 学 、 歴 史 と 伝 統 、 慣 習 と 社 会 構 造 な ど が 組 み 合 わ さ り総 体 と して 、
イ ン ドの 生 活 の ほ とん どす べ て の 局 面 を 網 羅 して い た 。 そ れ は ブ ラ フ マ ニ ズ
ム な い しは(後 の 用 語 で)ヒ ン ド ゥイ ズ ム と 呼 び う る もの だ が 、 民 族 主 義 の
象 徴 と な った の で あ る 。 」 と。
ニ ー ロ ー ド ・チ ョウ ド ゥ リー の 見 解 と は 多 くの点 で 私 は 異 な っ て い た。 そ
れ は 恐 ら く私 た ち ム ス リムの 青 年 に は 、 長 い間 ヒ ン ド ゥー の 心 の 奥 まで は 理
解 で き な か っ た か らだ ろ う。 両 宗 派 間 の あ らゆ る暴 動 が 発 生 して し ま っ た 後
で さえ も、 私 が カ ル カ ッタ へ 出 た 際 に 同 郷 の ビ ク ロ モ プ ル 出身 の ヒ ン ド ゥー
家庭 を訪 ね る と、 ど こで もつ ゆ 変 わ っ た様 子 な ど見 られ な か った 。 あ る時 サ ー
・ジ ャ グデ ィー シ ュ ・チ ャ ン ドラ ・ボ ー ス(X111)の家 を 訪 ね た が 、 そ こで も
や は り以 前 と 同 様 、 ア ブ ラ ー ・ボ ー ス 夫 人 の 作 っ て くれ た熱 々 の ル チ(揚 げ
パ ン)や ヴ ェ ジ タ リア ン料 理 を 食 べ な い うち は 帰 して も らえ な か っ た の で あ
る。
1926年 に私 は家 庭 の 事 情 で ボ リ シ ャル(注112)で勉 強 す る こ と に な った 。
当 時 ボ リ シ ャ ル は 小 さ な 町 だ った 。 だ が 、 その 頃 の ダ ッカ に 較 べ る と た い そ
う美 しか った 。 馬 車 や 馬 は少 な か っ た 。 川 べ りの 散 歩 道 は ダ ッカ の バ ッ ク ラ
ン ド ・バ ン ド(X113)よりず っ と美 しか っ た。 道 の 両 脇 に は 青 々 と し た草 が 生
い 繁 り 、 片 側 に は 大 き な モ クマ オ ウ の 木 が 立 ち 並 ん で い た 。 風 が 吹 くと モ ク
マ オ ウ の 木 が さ ざ め いて 詩 を 吟 じて い る よ うだ っ た 。 だ か ら こそ 詩 人 の ナ ズ
ル ル ・イ ス ラ ム(X114)は、 「ボ リ シ ャ ル は ベ ンガ ル の ヴ ェニ ス 」 と詠 っ た の
だ ろ う。 蒸 気 船 の 発 着 場 は ダ ッカ よ りは る か に 大 規 模 で 、 四つ か 五 っ の 埠 頭
を 有 して い た 。 多 くの 船 、 艀 、 ラ ンチ が 行 き交 って い た 。 発着 場 の 近 くの 道
は ど こ も石 炭 屑 で 覆 わ れ 、 大 勢 の 人 で ご った 返 して い た 。 苦 力 と旦 那 の や り
あ う声 、 積 み 荷 の 上 げ下 ろ し、 慌 し く動 き 回 る旅 人 た ち 、 笛 の 合 図 で 隊 を 組
ん で 出 入 りす る ド ック の 作 業 員 … 実 に 目 を 見 張 らせ る光 景 だ っ た 。1.
G.N.社 やS.N.社 の 重 役 た ち の 宏 壮 な バ ンガ ロ ー に は季 節 ご とに 様 々
の 花 が 咲 き乱 れ 、 そ こで は 乳 母 車 を 引 き な が ら ア ヤ(乳 母)た ち が 子 供 た ち
に お 話 を聞 か せ て いた 。 そ して 、 フ ッ トボ ール の 試 合 の行 わ れ るべ 一 ル公 園 。
そ こで は 冬 に な る と夫 婦 連 れ の 白 人 た ちが ゴ ル フ に 汗 を 流 して い た。 べ 一 ル
公 園 のす ぐ裏 手 に は ジラ ー ・マ ジス トレー ト(県 の 行 政 ・司 法 長 官)、 ジラ ー
・ジ ャ ッ ジ(県 裁 判 所 判 事) 、 ポ リス ・ス ー パ ー(警 察 長 官)な ど の 高 級 官
吏 の 宿 舎 が 並 ん で い た 。 彼 らの 家 の す ぐ近 くに ヨ ー ロ ピア ン ・ク ラ ブ が あ っ
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た。 も ち ろ ん ベ ンガ ル 人 の1.C.S.(イ ン ド高 等 文 官)も 会 員 に な る こ
と が で き た 。B.R.シ ェ ー ンや ヌル ッノ ビ ・チ ョウ ドゥ リな ど の よ うに 。
町 の 中 ほ ど に 巨 大 な 池 が あ り、 人 々 は 「ビ ビ ル ・プ ク ル(奥 方 の 池)」 と呼
ん で い た。 私 が ボ リ シャ ルの 学 校 に入 った時 、県 の行 政 ・司 法 長 官 はE.N.
ブ ラ ンデ ィ(後 の ベ ンガ ル州 首 席 事 務 官)、 県 裁 判 所 判 事 は イ ウニ ー だ っ た。
イ ウニ ー の 時 代 に 絞 首 刑 を 宣 告 さ れ た 人 間 が 最 も多 い の で は な い か 、 と評 判
が 悪 か っ た。 警 察 長 官 は後 にベ ンガ ル州 政 府 の イ ンス ペ ク タ ー ・ジ ェネ ラ ル ・
オ ブ ・ポ リス(警 視 総 監)を 務 め た テ イ ラ ー だ っ た 。 私 が ボ リ シ ャル を 去 っ
た 時 、 県 の 行 政 ・司 法 長 官 は 」.T.ド ノ ヴ ァ ン、 県 裁 判 所 判 事 はT.S.
エ リス(後 の ダ ッカ 高 等 裁 判 所 長 官)、 警 察 長 官 が フ ェ ヤ ー ・ウ ェザ ー だ っ
た 。 そ して ア シス タ ン ト ・ポ リス ・ス ー パ ー(警 察 長 官 補 佐)に 、 後 年 パ キ
ス タ ン政 府 の 閣 僚 を務 め る シ ャ ム シ ュ ッ ドハ が い た 。
ホ リ ンベ リー は 船 会 社 の 重 役 だ っ た 。 私 は 次 の よ う な い き さ つ で 彼 と知 り
合 い に な っ た 。 毎 年 行 わ れ る学 校 の 運 動 会 の 準 備 で 、 教 頭 先 生 か ら障 害 物 競
走 用 の 樽 を 調 達 す る よ う命 じ られ た の だ 。 蒸 気 船 の 発 着 場 へ 行 け ば た くさ ん
あ るか ら、 と。 教 頭 先生 は私 が 英語 が うま い の で 適 役 だ と考 え た ら しか った 。
私 もダ ッカ の 学 校 の 先 生 方 に 教 わ って 、 自分 が 「ス マ ー ト(出 来 る)」 生 徒
だ と い さ さ か 自惚 れ て い た 。 ホ リン ベ リー に 会 って 早 速 切 り 出 した 。 「僕 た
ち の 運 動 会 の た め に ピパ(樽)を 少 し分 けて も らえ な い で し ょ うか 。 」 そ こ
だ け ベ ンガ ル 語 で 言 っ た ピパ(樽)の 意 味 が 相 手 に 通 じな か った 。 苦 労 して
ど うに か 説 明 す る と、 こ う言 わ れ た 。 「何 だ 、 バ レ ル(空 樽)が 欲 しか った
の か ね 。 」 私 は ひ ど くば つ の 悪 い 思 い が した 。 だ が そ の こ と は 、 学 校 へ 帰 っ
て も誰 に も内 緒 に して お い た 。 そ れ か ら は川 岸 で 私 を 見 か け る な り、 ホ リ ン
ベ リ ーが 話 しか け て くる よ う に な っ た 。 一 、 二 度 ピパ(樽)の 件 を 蒸 し返 さ
れ て か らか わ れ た こ と もあ る。 べ 一 ル 公 園 の 川 寄 りの 一 画 に 法 廷 弁 護 士 の ル
トゥ フ ェ ・ア リが 住 ん で い た 。 彼 に は 奥 さ ん の ウ ィル フ レ ッ ド ・ア リ、 二 人
の 娘 の ミ ミとべ ビ、 二 人 の 息 子 の フ ォズ レ ・ア リ と ア ミル ・ア リが い た 。 彼
のバ ンガ ロ ーは 葦 葺 きの 美 しい八 つ の 屋 根 を 持 つ 作 りだ っ た 。 チ ー ク材 の テ ー
ブ ル が 置 か れ 、 内 部 は 四 つ の 部 屋 に仕 切 られ て い た 。 川 寄 り の 他 の 一 画 に は
デ ィ プ テ ィ ー ・マ ジス ト レー ト(行 政 ・司 法 次 官)の カ ー ン ・バ ハ ドゥル ・
ア ブ ドゥル ・バ シ ェ トの 平 屋 建 て が あ っ た 。 私 は 初 め べ 一 ル ・イ ス ラ ミヤ 寮
に寄 宿 し、 後 に この 家 に 移 っ た 。 ル ト ゥフ ェ ・ア リの 四 人 の 子 供 た ち は私 の
友 達 だ った 。 バ シ ェ ト家 の 三 人 の 息 子 と私 は 、 い つ も彼 ら と 一 緒 に 遊 ん で い
た 。 と い うの は、 そ こ は 市 の 中 心 部 か らず い ぶ ん 遠 か った か らで あ る。 ミ ミ
は 私 と同 い 年 だ った 。 ぜ ひ 彼 女 を 嫁 に と引 く手 あ ま た だ っ た 中 で 、 先 述 した
シ ャム シ ュ ッ ドハ に ミ ミと その 両 親 の 目が 止 ま っ た。 しか し私 は 、 シャ ム シ ュ
ッ ドハ が 既 婚 者 で あ る こ とを こ っ そ り ミ ミに 告 げ た 。 そ れ で 、 そ の 話 はす っ
か り立 ち消 え に な って し ま っ た 。 ミ ミは 目 の 醒 め るよ う な 美 人 だ った 。 深 く
青 い 目、 黒 い 髪 、 健 康 な 白 い肌 。
当 時 の ボ リシ ャル の ム ス リム 指 導 者 は カ ー ン ・バ ハ ドゥル ・ヘ マ エ ト ・ウ ッ
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デ ィ ン ・ア フモ ドとチ ョ ウ ドゥ リ ・モ ハ ッモ ド ・イ ス マ イ ル だ った ・ ア ブ ドゥ
ル ・バ シ ェ トは 行 政 ・司 法 次 官 と して の 名 声 は 大 して な か っ た が 、 ピ ー ル(
聖 者)、 カ リ(コ ー ラ ン読 誦 者)(X115)、モ ハ ッデ ス(ハ デ ィ ー ス 伝 承 者)
(X116)など と して 人 々 に 知 られ て い た 。 当 時 ボ リ シャ ル の 行 政 ・司 法 次 官 を
務 め た 人物 で彼 以 外 に私 が 覚 えて い る の は 、 シ ョイ ヨ ド ・モ ヤ ッ ジ ェ ム ・ウ ッ
デ ィ ン ・フ シ ェ ン ・チ ョウ ドゥ リ(後 の ベ ンガ ル 州 政 府 閣 僚)と ハ ミ ドゥル ・
ロ フ マ ンで あ る。 三 人 は そ ろ って 敬 虔 で 厳 格 に戒 律 を 守 っ て い た 。 そ の 頃 の
コ ロ ニ ゼ イ シ ョ ン ・オ フ ィサ ー(開 拓 官)は ア ブ ドゥル ・モ ジ ドだ っ た。 彼
は ヨー ロ ッパ 人 の よ うな 背 広 とネ ク タ イ を 身 に 着 けて い た 。 そ の 息 子 の ア フ
タ ル ッ ジ ャマ ンは 後 年 イ ン ド高 等 文 官 に な り 、 フ マ ユ ン ・コ ビル(後 の イ ン
ド政 府 閣 僚)の 娘 と結 婚 した 。 パ キ ス タ ン建 国 に際 して 彼 は イ ン ドを 「オ プ
シ ョ ン(選 択)」 した 。 シ ョイ ヨ ド ・モ ヤ ッジ ェ ム ・ウ ッデ ィ ンの 息 子 の ジ ャ
ラ ル ・ウ ッデ ィ ン ・フ シ ェ ン ・シ ェ ケ ン ダ ル(後 に 県 裁 判 所 判 事)は 私 と 同
じク ラ ス で 勉 強 して い た 。 彼 は ル ンギ(腰 巻 き)の 上 に パ ジ ャ マ とア チ カ ン
を 着 て 登 校 して い た 。 そ して 昼 の 礼 拝 の 時 刻 に な る と ズ ボ ン と 上 着 を 脱 ぎオ
ジ ュ(垢 離)を と って か ら礼 拝 して い た 。 そ の こ と で 他 の 生 徒 た ちが ず い ぶ
ん 悪 戯 した り、 か らか っ た り した も の だ 。 そ れ を知 っ た 教 頭 の ドゥ ビ ジ ェ ン
先 生 は シ ェケ ンダ ル に 礼 拝 用 の 部 屋 を 与 え た。 カ ー ン ・バ ハ ドゥル ・ア ブ ド ゥ
ル ・バ シ ェ トの 宿 舎 で は 、 木 曜 日 ご と に コ トム(コ ー ラ ンの 朗 詠)と ジキ ル
(唱名)(注117)が行 わ れ て い た 。 彼 に は 大 勢 の 弟 子 が い た が 、 そ の ほ とん ど
は 彼 に 取 り入 る の が 目 当 て の 者 た ち だ っ た。
シ ャエ ス タバ ー ドの ナ ワ ー プ の 世 継 ぎで あ る シ ョイ ヨ ド ・モ ハ ッモ ド ・フ
シ ェ ンの こ と は 今 もよ く覚 え て い る。 な か な か の 奇 人 だ っ た 。 いっ も夕 方 に
な る とイ ヴニ ング ・ウ ォ ー ク と称 して 散 歩 に 出て い たが 、 そ の 時 の 格 好 が カ ー
キ 色 の 単 パ ンツ に 半 袖 シ ャ ツ 、 頭 に ヘ ル メ ッ ト帽(X118)、手 に は ス テ ッキ と
西 洋 犬 と い う もの だ った 。 大 学 の 学 位 こ そ 持 って い な か った け れ ど 、 お よ そ
英 文 学 の 本 で 彼 の 読 ん だ こ との な い も の は な か った ほ どで あ る 。 もっ と も古
英 語 か らチ ョー サ ー 、 ラ ング ラ ン ドま で の 時 代 は 別 と して 。 そ れ ぞ れ の 作 品
ご との 様 々 の 版 本 が 彼 の ラ イ ブ ラ リー(書 庫)に は 揃 っ て い た 。 と りわ け モ
ロ ッ コ皮 の装 丁 で 薄 い イ ギ リス 製 の 紙 を 使 っ た本 が 、 大 の お気 に 入 りだ っ た。
夕 方 川 べ りを 散 歩 す る以 外 は ほ と ん ど 一 日中 、 本 に 埋 ま って 生 活 して い た。
彼 は デ ィ ケ ンズ と サ ッカ レー の美 しい モ ロ ッ コ皮 装 丁 の 本 を 、 「ケ ン ブ リ ッ
ジ版 英 文 学 史 」 と 一 緒 に 、 読 み な さ い と言 って 私 に 呉 れ た 。 シ ェ イ ク ス ピァ
の ポ ケ ッ ト版 な ど は 、 今 で もた く さ ん 手 元 に 残 って い る。 後 年 大 使 と して 外
国 に 赴 任 す る 際 、 私 は さ さや か な 蔵 書 を 人 に託 した の だ が 、 そ の 人 の 不 注 意
で そ れ らの 本 は 全 部 白 蟻 に喰 わ れ て しま っ た。 も っ と も我 々 の 間 で は 、 借 り
た本 は 誰 も返 そ う と しな いの が 通 例 だ った け れ ど も。
ナ ワ ー プ の 世継 ぎ に 関 して は 多 くの 逸 話 が あ るが 、 本 人 か ら直 接 聞 い た 次
の 話 だ け は ぜ ひ書 き 留 め て お き た い 。 イ ギ リス の あ らゆ る 著 名 な 出 版 社 に 彼
は手 紙 を 書 い て 、 英 文 学 の 新 刊 本 が 出 た らす ぐに 一 冊 、 サ ー フ ェス ・メ イ ル
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(海陸輸 送 郵 便 物)で 送 るよ うに言 い つ け て あ った 。 あ る 日 「ス テ ー ツ マ ン」
の 書 評 欄 を 読 ん で い る と 、 ふ と彼 は 手 元 に ま だ 届 い て い な い本 の 書 評 が 載 っ
て い るの を 見 て 驚 い た 。 早 速 翌 日カ ル カ ッタ へ 出 て イ ンペ リア ル ・ラ イ プ ラ
リー(帝 国 図 書 館)で 捜 して み た が 、 そ こ に も本 は届 い て い な か っ た 。 図 書
館 の 司 書 は 、 シ ャ エ ス タバ ー ドの ナ ワ ー プ の 世 継 ぎ の と こ ろ へ 行 けば 本 は 見
っ か るで し ょ う、 と教 え た 。 ナ ワ ー プ の 世 継 ぎは さ ら り と言 って の け た 。 「
と こ ろが 、 あ い に く私 の 書 庫 に も届 い て ま せ ん で ね 。 」 司 書 は 仰 天 した 。 ナ
ワー プの 世 継 ぎ の 名 前 と 噂 は 聞 き及 ん で い た が 、 ま さ か 直 接 お 目通 りで き よ
う とは 思 い も寄 らな か った か らで あ る 。 司書 は 、 部 屋 に 入 って お か け くだ さ
い と勧 め た 。 だ が 時 間 が な か っ た 。 「よ し、 ス テ ー ツ マ ンの 事 務 所 に な ら届
い て い るか も しれ な い 。 」 言 うな り世 継 ぎは タ ク シ ー を 掴 ま え て 走 らせ た 。
「ス テ ー ツ マ ン」 の 編 集 長 は 、世 継 ぎの 来 訪 が 告 げ ら れ る と 部 屋 へ 招 き入 れ
た 。 そ して 、 レ ビ ュ ー(書 評)は ロ ン ドンか ら届 き ま し た が 本 は ま だ で す 、
と知 らせ た 。 世 継 ぎ は ボ リシ ャ ル へ 帰 っ た 。 そ して 数 日後 に 出 版 社 か ら本 が
届 い た。 当 時 の ム ス リム 社 会 に あ っ て 、 彼 こ そ は真 の 文 学 愛 好 家 だ っ た 。 い
っ も度 の強 い眼 鏡 を か け て い た 。 と こ ろ が ま た この 人 物 が 夕 方 川 べ りを 散 歩
す る際 に は 、 日没 の 礼 拝 の 時 刻 に な る と 、 垢 離 も取 らず に 短 パ ンツ の ま まで
ヘ ル メ ッ ト帽 を 前 に 置 き、 ム ス リム 帽 も被 らず に 礼 拝 す る の だ った 。 だ か ら
と い って 、 モ ウ ル ヴ ィー や ム ッ ラ ー が 彼 を 非 難 す る の は 聞 い た こ とが な い。
と い う の は 彼 を 見 た と た ん に 、 批 判 しよ うな ど と い う気 持 ち は失 せ て し ま う
か らで あ る。 ナ ワ ー プ の 世 継 ぎ 自 身 は 家 庭 を 持 た な か っ た の で 、 弟 の シ ョイ
ヨ ド ・ネ ハ ル ・フ シ ェ ン に嫁 を 取 らせ て 子 孫 を 瀦 け た 。 私 の 記 憶 で は 当 時 ネ
ハ ル ・フ シ ェ ン は法 律 を 学 ん で い た 。 彼 は 美 し く教 養 溢 れ る シュ フ ィ ヤ ・ベ
ゴ ムを 娶 っ た 。 当 初 恥 じ らい 深 い 嫁 に 過 ぎ な か っ た彼 女 こそ は 、 後 の 女 流 詩
人 シ ュ フィ ヤ ・ネ ハ ル ・フ シ ェ ンで あ る。 夫 の ネ ハ ル ・フ シ ェ ンは 夭 折 した 。
私 の 記憶 で は肺 結 核 を患 って い た。 当 時 それ は 不 治 の 病 だ っ た。 女 流 詩 人 シ ュ
フ ィ ヤ ・ネ ハ ル ・フ シ ェ ンは 、 夫 を 失 って か らず い ぶ ん 後 に再 婚 した 。 そ し
て シ ュ フ ィ ヤ ・カ マ ル の 名 で 大 変 な 名 声 を 博 し た。 私 が 再 び ダ ッ カへ 出 た 時
には 、 ネ ハ ル ・フ シ ェ ンは この 世 に な か った 。 フ シ ェ ン家 の 消 息 は 久 し く入 っ
て こ な か っ た 。1962年 に ベ ゴ ム ・シ ュ フ ィ ヤ ・カ マ ル と再 会 した 時 、 彼
女 は か つ て の 若 い ノ トゥ ン ・ボ ウ(新 嫁)で は な く、 民 族 主 義 に 目覚 め た高
名 な女 流 詩 人 だ った 。 昔 の こ と は 、 もは や 心 に 残 して い な か った 。
カ ー ン ・バ ハ ドゥル ・ヘ マ エ ト ・ウ ッ デ ィ ン ・ア フ モ ドは 、 ム ス リム 社 会
の 理 想 を ひ た む き に 信 じて い た。 一 方 チ ョウ ド ゥ リ ・モ ハ ッモ ド ・イ ス マ イ
ル は 根 っか らの ジ ョ ミダ ル で 、 か っ 金 の 力 で 政 治 家 に な っ た人 物 だ っ た 。 ボ
リシ ャ ル 県 の 指 導 者 た ちが ボ リ シ ャ ル の 町 を 訪 れ る と、 ま ず ほ とん ど イ ス マ
イ ル の客 人 に な った。 ガ ー ンデ ィー や 、 ・ジ ョウ ンプ ル の マ オ ラ ナ ・ア ブ ド ゥ
ル ・ポ ロ も ま た 同 様 だ っ た 。
ボ リ シ ャル へ 移 って 気 付 い た の は 、 ダ ッカ と 違 っ て 子 供 た ちが ホ ッケ ー や
ク リケ ッ トを して 遊 ば な い こ と だ っ た 。 ボ リ シ ャル ・ク ラ ブ 以 外 で は テ ニ ス
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も行 わ れ な か った 。 人気 が あ るの は フ ッ トボ ー ル だ った 。 試 合 に勝 と う と、
皆 大 変 な熱 狂 振 りだ った。 相 手 の 有 力 プ レー ヤ ー を追 い 払 う た め に 、 毎 年 シー
ズ ン初 め に は 決 ま って 乱 闘 騒 ぎが 起 こ った 。 死 人 こ そ 出 な か った が 、 中 に は
大 怪 我 を した 者 もい る。
ダ ッカ の 街 で は ヒ ン ドゥー と ム ス リム の 少 年 の 間 の 交 流 は 、 ほ とん ど 見 ら
れ な か った 。 ヒ ン ドゥ ーの 少 年 た ち は ム ス リム 居 住 区 へ 行 か な か っ た し、 ム
ス リム の 少 年 た ち も ヒ ン ドゥ ー居 住 区 へ は ま ず 近 寄 ら な か っ た 。 ム ス リム の
少 年 が ヒ ン ド ゥー の 娘 と 、 反 対 に ヒ ン ドゥー の 少 年 が ム ス リム の 娘 と 親 し く
な る こ とは な か った 。 も っ と もダ ッカ 大 学 が 男 女 共 学 に な っ て か らは 、 幾 ら
か 事 情 も変 わ っ た け れ ど も。 ダ ッ カ の ム ス リム の 良 家 で は 、 ポ ル ダ の 制(註66
)が 堅 く守 られ て い た 。 貧 しい 人 た ち で す ら外 出 の 際 に ポ ル カ(ヴ ェー ル)
を 着 用 して い た ほ どで あ る。 ダ ッ カ の ヒ ン ド ゥー の 娘 た ち は ポ ル ダ を 守 らな
か っ た 。 そ れ で も早 朝 ブ リゴ ンガ 川(X119)で沐 浴 す る と き以 外 に、 彼 女 らが
居 住 区 の 外 へ 出 る こ と は め っ た に な か っ た 。 と ころ が ボ リ シ ャル で は 事 情 が
異 な って い た 。 と りわ け教 養 の あ る 家 庭 や 公 務 員 の 家 庭 の 場 合 、 男 女 の 交 流
に は 何 ら障 害 が な か っ た 。 親 た ち は ダ ッカ と違 い 、 子 供 た ち の この 種 の 問 題
につ い て 概 して 開 放 的 だ っ た。 ボ リ シ ャ ル の ブ ラ フ マ ・サ マ ー ジの 家 庭 と、
私 は た い そ う懇 意 に な った 。 そ の 家 の 主 人 の ラ ジ ク マ ル ・ゴ ー シ ュは 詩 聖 タ
ゴ ー ル に そ っ く りだ っ た 。 髭 の 毛 も顎 髭 も肌 の 色 も詩 聖 に生 き写 しで 、 違 い
と言 え ば 服 装 ば か りだ った 。 私 は 幾 度 か わ が 目 を 疑 った ほ ど で あ る。 彼 の 長
女 の マ ル テ ィ ・ポ ー シ ュは 寡 婦 だ った 。 彼 女 に は 息 子 が 一 人 と、 リテ ィ カ ・
ゴー シ ュ と い う私 と同 い年 の 妹 が い た。 リテ ィカ は ま だ 独 身 だ っ た 。私 に と っ
て そ の 家 は 、 わ ず か の 間 に わ が 家 同 然 と な っ た 。 マ ル テ ィ 姉 さん に 揚 げ パ ン
を 揚 げ て 下 さ い と頼 む と 、 い つ も大 喜 び で 拵 え 、 よ そ っ て くれ た。 何 か の 都
合 で 私 が 行 か な い 日で もあ れ ば 、 次 の 日 に は ゴ ー シ ュ 家 の誰 か が 訪 ね て きて
くれ た 。 ブ ラ フ マ ・サ マ ー ジの 祭 礼 が あ る と 、 私 も必 ず 一緒 に 出 か け た 。
ボ リ シ ャル に チ ャ ー ル ・ラ エ と い う名 の 弁 護 士 が い た 。 行 政 ・司 法 次 官 の
パ ナ ウ ッラ ハ と ジラ ー ・ス ク ー ル ・イ ンス ペ ク タ ー(県 視 学)の ア フ タ ブ ッ
デ ィ ン は 、 弁 護 士 宅 の す ぐ裏 手 に そ れ ぞ れ 家 を 借 り て い た。 パ ナ ウ ッ ラ ハ の
義 弟 の モ ヒ ウ ッデ ィ ンが チ ャ ー ル 弁 護 士 の 娘 の シ ョブ ナ ・ラ エ と近 づ き に な
り、 や が て 二 人 は 愛 し合 う よ う に な っ た。 シ ョブ ナ の 手 に な る た く さん の 手
紙 を 、 モ ヒ ウ ッデ ィ ンは 私 に読 み 聞 か せ て くれ た 。 シ ョ ブ ナ は 薔 薇 の 花 に 言
葉 を 書 きつ け て 、 モ ヒウ ッ デ ィ ン に贈 っ た の で あ る。 シ ョブ ナ の た って の 頼
み で 、 と う と う二 人 は 駆 落 を した 。 チ ャ ー ル 弁 護 士 は事 件 を 明 か る み に 出す
ま い と した 。 しか し話 は カ ル カ ッタに まで 伝 わ り、 ヒ ン ドゥー 系 の 新 聞 に 載 っ
て 一 大 騒 動 に な っ た 。 お よ そ 二 箇 月 後 に 二 人 は 警 察 に 保 護 さ れ 、 ボ リ シ ャ ル
裁 判 所 で 審 理 が 始 ま っ た。 刑 事 事 件 を 専 門 と す る ボ リシ ャル の 著 名 な 弁 護 士
ハ シ ェ ム ・ア リ ・カ ー ン(後 の ベ ンガ ル 州 政 府 閣 僚)が 、 モ ヒ ウ ッデ ィ ンの
弁 護 に立 っ た。 証 拠 書 類 と して 法 廷 に提 出 さ れ た シ ョ ブ ナ の 手 紙 は す べ て 、
「恋 の 罠 に 嵌 め られ た 女 の 顛 末 記 」 と い う題 名 で 、 カ ル カ ッ タ ・ア ク ラ ム ・
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カ ー ン社 か ら本 と して 出 版 さ れ た。 と い うの は 、 こ の 事 件 を 契 機 に カ ル カ ッ
タで 宗 派 間 の 暴 動 を 挑 発 しよ う と す る動 きが あ っ た の で あ る。 医 師 が シ ョブ
ナ は ま だ 成 年 に 達 して い な い と証 言 した 以 上 、 モ ヒウ ッデ ィ ンの 有 罪 は 動 か
しが た か った だ ろ う。 しか しそ うな っ た の は 、 む しろ 忌 わ しい 宗 派 対 立 の 空
気 に よ る と こ ろ大 で あ っ た 。 そ れ は1926年 を 境 に 、・徐 々 に 地 方 の 諸 都 市
に広 ま って い った 。 だ が 驚 くべ き こ とに 、 この 事 件 の 係 争 中 も私 の ヒ ン ドゥー
家 庭 と の個 人 的 な 付 き合 い に は 、 い さ さ か の 変 化 も生 じな か っ た の で あ る 。
マ ス ジ ドの 真 前 の 通 りを ヒ ン ド ゥー た ち が 鳴 り物 を 打 ち 鳴 ら して 強 引 に 練
り歩 こ う と し、 ム ス リム は ム ス リム で ヒ ン ドゥー の 目 に 付 く と こ ろ で 牛 を 犠
牲 に 捧 げ る。 こ う した こ とが 原 因 と な っ て 、 ボ リ シ ャ ル で は 宗 派 間 の 暴 動 が
起 こ り 始 め た 。 最 も悲 劇 的 な 事 件 は1927年 、 クル カ テ ィ に あ る ポ ナ バ リ
ヤ の マ ス ジ ドの門 前 で 起 き た。 ボ リ シャ ル の著 名 な ヒ ン ドゥ ー指 導 者 シ ョテ ィ
ン ・シ ェー ン(後 の ボ リシ ャル ・コ ン グ レス 議 長)の 指 揮 す る デ モ 隊 が 、 ム
ス リム の 礼 拝 の 時 刻 に マ ス ジ ドの 前 に 差 し掛 か っ た。 ム ス リム は それ を 阻 止
す る構 え を 見 せ た 。 警 察 は事 態 を す で に 午 前 中 か ら察 知 して い た 。 あ らか じ
め 報 告 を 受 け て い た県 の 行政 ・司 法 長 官E.N.ブ ラ ン デ ィ、 警 察 長 官 テ イ
ラ ー 、 それ に 当 時 警 部 に 昇 進 して い た ブ トナ トが 現 場 で 待 機 して い た 。 ム ス
リム は デ モ隊 が 鳴 り物 を 鳴 ら しな が ら進 む の を 阻 も う と し た。 っ い に 刑 法1
44条(注120)違反 で 、 ム ス リム側 に 退 去 が 命 じら れ た 。 しか し、 一 向 に 立 ち
去 らな か った 。 そ の 時 で あ る。 行 政 ・司 法 長 官 の 発 砲 命 令 が 下 り、17人 の
ム ス リムが そ の 場 で 犠 牲 に な った 。 ま た マ ス ジ ドの 中 に い た ム ス リム も多 数
の 負 傷 者 を 出 した 。 こ の 事 件 は ボ リ シ ャ ル の ム ス リム に 、 過 激 な運 動 を 呼 び
起 こす 結 果 と な った 。 これ よ り少 し前 、 ポ トゥヤ カ リ(X121)で起 こ った 事 件
に も触 れ て お く必 要 が あ る だ ろ う。 当 地 の 行 政 ・司 法 次 官 の ア プ ド ゥル ・ハ
リム ・チ ョウ ドゥ リが 夜 明 けの 礼 拝 を 終 え て マス ジ ドか ら出 た と こ ろ を 、 シ ョ
テ ィ ン ・シ ェ ー ン本 人 が 鉄 棒 で 襲 っ た の で あ る 。 棒 は 頭 で は な く右 肩 に命 中
し、ハ リム ・チ ョウ ドゥ リは地 面 に倒 れ た。 後 年 彼 の 子 供 で あ る コ ビル ・チ ョ
ウ ドゥ リ と ム ニ ル ・チ ョウ ドゥ リ、 ナ デ ラ ・ベ ゴ ム らは 宗 派 主 義 に 反 対 し、
世 俗 主 義 を 信 奉 し た。 だ が ム ニ ル ・チ ョ ウ ドゥ リは 、1971年 ボ ドル ・バ
ヒニ の手 で 殺 害 さ れ た 。
ボ リ シ ャル の ム ス リム た ち は カ ー ン ・バ ハ ドゥル ・ヘ マ エ ト ・ウ ッデ ィ ン
を 歓 迎 委 員艮 と して 、 全 ベ ンガ ル ・ム ス リム 会議 を開 催 した 。 サ ー ・ア ブ ドゥ
ル ・ロ ヒム が 議 長 を 務 め た 。 だ が 最 も強 烈 な 印 象 を 私 に 与 え た の は 、 ボ ル ド
マ ン(注122)のア ブ ル ・カ シ ェム の 演 説 だ っ た。 この 運 動 の 盛 り上 が りの な か
で 、先 の発 砲 事 件 の 糾 明委 員会 が 設 け られ た 。法 廷 で はA.K.フ ァズ ル ル ・
ハ ックが ブ ラ ンデ ィ と テ イ ラ ーの 二 人 の反 対訊 問 に立 っ た 。 フ ァズ ル ル ・ハ ッ
ク の 反 対 訊 問 の 巧 み さ を 、 そ の 時 初 め て 私 は 目 に し た。 委 員 会 の 調 査 報 告 を
政 府 は決 して 公 表 しな か った。 それ ど こ ろ か 日な らず して ブ ラ ンデ ィは コ ミ ッ
シ ョナ ー(X123)に、 テ イ ラ ー はD.1.G.(副 警 視 総 監)に そ れ ぞ れ 昇 進
を 果 た した 。 私 な ど反 対 訊 問 の 際 に は 、 両 名 と も職 を 解 か れ る の で は な い か
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とす ら思 っ て い た の だ が 。 当 時 ベ ン ガ ル の ム ス リム の 発 行 す る 日刊 誌 は 一 誌
もな か っ た 。 も っ と も少 し後 に は 、 カ ジ ャ ・ナ ジ ム ッ デ ィ ンや カ ル カ ッ タ在
住 の 非 ベ ンガ ル 人 ム ス リム 事 業 家 た ち の 努 力 に よ って 「ス タ ー ・オ ブ ・イ ン
デ ィ ア」 と い う 日刊 誌 が 発 刊 され た が 、 それ は カル カ ッタ以 外 で は普 及 せ ず 、
影 響 力 もそ こだ け に 限 られ て い た 。 地 方 に は こ の 新 聞 の 通 信 員す らい な か っ
た 。 そ の た め 糾 明 委 員 会 の 明 瞭 な 報 告 を 、 ベ ンガ ル の ム ス リム は 詳 細 に 知 る
こ とが で き な か った 。 ヒ ン ドゥ ー系 誌 に よ る一 方 的 な 情 報 しか 得 られ な か っ
た の で あ る。
そ の 頃 ボ リ シ ャ ル で は テ ロ リス トの 活 動 が 活 発 に な っ て い た。 私 も柔 術 や
ナ イ フ 、 棒 術 な ど を 習 っ て い る うち に 、 そ う し た者 た ち と知 らぬ 間 に関 わ り
を 持 って い た 。 だ が ナ イ フの 相 手 の ロ メ シ ュが 暗 が り に ナ イ フを 振 る い 、 警
察 署 の 近 くで ジ ョテ ィ ン警 部 を 刺 殺 して か らは 、 気 を 付 け るよ う に な っ た 。
こ の 事 件 の わ ず か 数 日後 には 、 私 の も う一 人 の 友 人 で ま だ学 校 の 生 徒 だ った
バ ニ ピ トが 、 県 の 行 政 ・司 法 長 官 の ドノ ヴ ァ ンを 狙 撃 した 。 しか し失 敗 に 終
わ り、 彼 は逮 捕 さ れ た。 ロ メ シュ もま た 逮 捕 さ れて 終 身 禁 固 刑 を宣 せ られ た。
もち ろん そ れ か ら後 も私 は 、 種 々 の 催 しの 場 で は ナ イ フ や 柔 術 の 腕 を 披 露 し
て 見 せ た が 。
非 暴 力 不 服 従 運 動 が 展 開 す る一 方 で 、 過 激 派 に よ る テ ロ活 動 も絶 え な か っ
た 。 チ ッ タ ゴ ン、 ダ ッ カ 、 ク ミ ッラ な ど か ら命 知 らず の テ ロ リス トた ち の 話
が ボ リ シ ャル に まで 伝 わ っ て き た 。 娘 た ち ま で が テ ロ リス トの 運 動 に 加 わ っ
て い た 。一 例 を 挙 げ よ う。 デ ブ プ ロ シ ャ ド ・ゴ ー シ ュ は い か な る試 験 で あ れ
二 番 以 下 に 落 ち た こ とが な い と い う高 名 な数 学 教授 だ っ たが 、 その 末 娘 の シ ャ
ン テ ィ ・シ ュ ダ ・ゴ ー シ ュは 私 た ち と 同 い年 だ っ た 。 あ る 朝 私 た ち数 人 が 教
授 の 家 で お し ゃべ り に興 じて い る と 、 警 官 隊 が き て 家 を 取 り囲 み 、 家 宅 捜 索
を しよ う と した 。 警 部 は 令 状 を 示 す と、 謹 厳 な 面 持 ち で シ ャ ンテ ィ ・シ ュ ダ
の 身 体 検 査 を した 。 シ ャ ンテ ィ ・ シュ ダ は 当時 、 ボ リ シ ャル ・プ ロ ジモ ホ ン ・
カ レ ッ ジ の 文 学 士 コ ー ス で 学 ん で い た 。 警 官 た ち は 家 宅 捜 索 を 開 始 した 。 警
部 は シャ ンテ ィ ・シュ ダの 書 斎 へ 入 り、銃 剣 の 先で 壁 の レ ン ガを 一 枚 外 した 。
す る と、 そ こか ら拳 銃 二 丁 と空 の 薬 莢 が 一 つ 現 れ た 。 シ ャ ンテ オ ・シ ュ ダ は
手 錠 を 掛 け られ て 連 行 さ れ た 。 家 宅 捜 索 で 見 つ か っ た 物 件 も押 収 さ れ た 。 も
ち ろ ん 、 そ れ らの リス トも作 成 さ れ た 。 私 た ち の 中 に は 署 名 を 取 られ た 者 も
い る。 こ れ は ず っ と後 に な って 分 か っ た こ と だ が 、 シ ャ ンテ ィ ・シ ュ ダ の 末
弟 の クム ドが つ い 口が 滑 べ る か 、 あ る い は い い 格 好 を しよ う と して あ る 友 人
に秘 密 を 漏 ら して しま い 、 そ れ を 警 察 に 嗅 ぎ付 け られ た ら し い。
私 た ち は 午 後 い つ も川 べ りを 散 歩 して い た。 下 宿 の 主 人 の ア プ ド ゥル ・バ
シ ェ トは 、 実 に よ く仕 付 け られ た 馬 を 一 頭 飼 っ て い た 。 そ こで 午 後 に な る と
私 た ち の あ る者 は 馬 に乗 り、 あ る者 は 犬 を 散 歩 さ せ た も の で あ る。 行 政 ・司
法 次 官 は 犬 も三 匹 飼 って い た 。 タ イ ガ ー 、 プ リ ンス そ して ヴ ォル ガ で あ る。
そ の 日は 私 が シ ョラ イ ル ・ハ ウ ン ド犬 の 鎖 を 握 って い た 。 ち ょ う ど 県 裁 判 所
の エ リス 判 事 も、 フ ォ ッ ク ス テ リア 犬 を 連 れ て 散 歩 に 出 て い た 。 と こ ろが 私
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が ぼ ん や り して い る隙 に 鎖 が 手 か ら離 れ て し ま っ た 。 グ レイ ハ ウ ン ド犬 は エ
リス 判 事 の テ リア 犬 に飛 び か か り ざ ま咬 み つ い た。 エ リス は 手 に した ス テ ッ
キ で滅 多打 ち に して テ リア 犬 を 逃 が した。 テ リア犬 は 首 か ら血 を 流 して い た ・
・ ・。 そ の 時 ど こか らか ミ ミが 駆 け つ け て きて 、 私 た ち の 犬 を 取 り押 え た 。
そ して 、 素 知 らぬ 顔 で 作 り ご と を 言 っ た 。 私 の 不 始 末 で 犬 が 離 れ て しま い ま
し た。 何 とお 詫 び した ら い い の で し ょ う、 と。 独 身 主 義 者 の エ リス が 若 い 女
性 に対 して 大 い に 「シ ヴ ァ ル ラ ス(騎 士 道 精 神 を 発 揮)」 した の は 当 然 だ っ
た 。 命 拾 い した 私 は 、 ほ っ と息 を つ い た 。 ミ ミに は 本 当 に 感 謝 して い る 。
キ ラ ー フ ァ ト ・不 服 従 運 動 の 時 代 に創 設 され た 国 民 教 育 機 関 は 、 そ の 頃 ほ
とん ど 壊 滅 しか け て い た 。 そ れ に 止 め を 刺 した の が 、 カ ル カ ッタ 大 学 の 副 総
長 サ ー ・ア シ ュ トシ ュ ・ム カ ル ジだ っ た 。 入 試 の 合 格 点 を 百 点 満 点 の 八 十 点
まで い き な り引 き 上 げ た の で あ る 。 そ の た め国 民 教 育 機 関 で 学 ん で い た 多 く
の 生 徒 は 、 再 び 英 語 学 校 へ 戻 って しま った 。
こ の 時 、 私 た ち 若 者 を あ っ と言 わ せ るニ ュ ー ス が 届 い た 。 当 時 私 た ち は ま
だ 飛 行 機 を 見 た こ とが なか った 。 ア メ リカ の飛 行 士 リ ン ドバ ー グ が 大 西 洋 越
え の3600マ イ ル の 航 路 を33時 間 で 飛 ん で パ リに 着 い た 、 と新 聞 が 報 じ
た 。 ま るで 「お ば あ ち ゃ ん の 知 恵 袋 」 の 本 の 御 伽 話 を 聞 い て い る よ うな 気 が
した 。
同 じ く1927年 、 ソ 連 で ス タ ー リ ンと トロ ツ キ ー の 権 力 闘 争 が 展 開 さ れ
て い る と新 聞 が 報 じた。 ま た トル コ の ケ マ ル ・パ シ ャが ム ス リム の 宗 教 儀 礼
を禁 止 して 、 ヨ ー ロ ッパ 化 を 計 ろ う と して い る とい うニ ュ ー ス も伝 え られ た 。
下宿 で は い ろ い ろ と勉 強 に 支 障 を き た したの で 、 私 は再 び 元 の 寄 宿 寮 へ 移 っ
た 。 寮 の 舎 監 は 上 級 モ ウル ヴ ィ ー の 老 人 だ った 。 映 画 見 物 は 堅 く禁 じ ら れ て
い た 。 だ が 私 た ち も何 と か して 見 に 行 こ う と した。 夜 九 時 半 か ら の 上 映 を 狙
うよ り ほ か 、 チ ャ ンス は な か った 。 そ こで 私 た ち は 八 時 半 の エ シ ャ(夜 半)
の 礼 拝 を 終 え る な り、 い っ たん 床 に 就 くふ りを した 。 夜 半 の 礼 拝 は必 ず 参 加
し な け れ ば な ら な か った が 、 多 くの 生 徒 は 集 団 礼 拝 が 始 ま った と た ん に後 ろ
か ら抜 け 出 して い た 。 そ ん な に 早 く寝 た の で は 勉 学 に 差 し障 るだ ろ う と 舎 監
に 意 見 さ れ る と、 私 た ち は 英 語 の 先 生 に 教 わ っ た 教 訓 詩 で 切 り返 した 。
「早 寝 早 起 き は
健 康 富 知 恵 を 人 に もた らす な り」 と。
舎 監 は詩 を作 る趣 味 が あ っ た の で 、 詩 人 に対 して 格 別 の 敬 意 を 払 っ て い た。
そ の た め これ を 言 わ れ る と、 早 寝 に つ い て は 一 言 も説 教 で き な くな る の だ っ
た 。 そ して 九 時 頃 に な る と私 た ち は 蚊 帳 を 吊 り、 長 枕 の シー ツを 被 せ て 明 か
りが 洩 れ な い よ う に して か ら、 デ ッキ の柵 を 越 え て 脱 走 す るの で あ る。 一 度
危 う く掴 ま り か け た こ とが あ る。 真 夜 中 に 私 た ち 数 人 が 柵 を 越 え て ち ょ う ど
中 へ 降 り立 った時 で あ る。 誰 だ 、 そ こに い るの は 、 とい う舎 監 の 声 が 響 い た。
こん な に 遅 く舎 監 が 見 回 る こ と は な か った は ず なの に 、 そ の 夜 に 限 っ て ど う
い う訳 か 部 屋 の 外 に 立 っ て い た 。 い っ た い何 を して い る の か 、 と訊 か れ た 。
ど う や ら柵 を 越 え る と こ ろ まで は 見 られ な か った ら しい の で 、 私 た ち は しゃ
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あ し ゃあ と嘘 を つ い た。 友 達 が 手 洗 い に 言 った ので す が 、 暗 くて 怖 が るの で 、
こ こで 番 を して い る の で す 。 泥 棒 は 平 気 で す が 、 幽 霊 が 出 る と い け ま せ ん か
ら、 と 。 舎 監 は 「ア ス タ グ ・ペ ル ッラ(滅 相 もな い)」 と唱 え な が ら部 屋 へ
引 き上 げ た 。 私 た ち は 舎 監 の 機 嫌 を 取 ろ う と して 、 よ くそ の詩 を 誉 め た 。 い
くっ か 暗 唱 した詩 もあ る 。 今 も一 っ 二 つ は覚 え て い る。
「ポ ッダ 河 岸(注124)にて ム ス リム は
幾 百 の ヒル シ ャ魚(注125)を漁(す な ど)り て
バ ザ ー ル に て 鬻(ひ さ)ぐ 絶 ゆ る こ とな く
ム ハ ンマ ドは 神 の 使 徒 な り」
と か
「聞 け わ が 女 た ち よ
身 も世 も捧 げ
汝 の 夫 に 尽 くす べ し
ム ハ ンマ ドは神 の 使 徒 な り」
舎 監 は 自 腹 を 切 って ま で 詩 集 を 印 刷 し、 一 部4パ イ サ ー で 売 っ て い た 。 外
部 の 人 が 買 っ て くれ た か ど うか は 知 らな い が 、 寮 生 は み ん な 買 った もの だ 。
1927年 の 末 に 、母 の た った 一 人 の 弟(X126)が結 核 に 冒 さ れ た 。 カ ル カ ッ
タ か ら郷 里 へ 帰 る な り、 そ の 叔 父 は 母 に会 い た い一 心 で 手 紙 を書 い た 。 と こ
ろ が 父 が 、 そ の 手 紙 を 隠 して しま っ た 。 父 が 母 を 実 家 へ 帰 した の は 、 叔 父 の
死 の 知 らせ が 届 い た 後 の こ と だ っ た 。 もち ろ ん 、 母 に は そ の知 らせ は 伏 せ た
ま ま に して 。 母 は実 家 へ 着 いて 初 め て 、 数 日前 に叔 父 が 帰 らぬ 人 と な っ た こ
と を 知 っ た。 叔 父 の 死 後 わ ず か 二 週 間 の うち に、 息 子 二 人 も同 じ病 気 で 後 を
追 っ た 。 こ の 世 で 一 人 き りの 弟 の 死 目 にす ら会 え な い と は 、 母 に と って 誠 に
悲 運 とい う ほ か な か っ た 。 父 に す れ ば 、 よ もや 結 核 患 者 が こ れ ほ ど 早 く亡 く
な ろ う と は 思 わ な か っ た の か も しれ な い 。 しか し、 以 後 母 は 死 ぬ ま で そ の 悲
しみ を 忘 れ る こ とが で き なか った。 彼 女 は 弟を こ よ な く愛 して い たの で あ る。
1928年 の 年 頭 に私 は 帰 省 した。 と ころ が 家 へ 着 くや い な や 、 詩 人 の カ ー
ジー ・ナ ズ ル ル ・イ ス ラ ム(注114)がム ス リム 文 学 会 の 年 次 総 会 に 出 席 す る た
め に ダ ッカ を 訪 れ て い る、 と い う知 らせ を 受 け た 。 も は や 村 に 留 ま っ て な ど
い られ な か っ た 。 た だ ち に ダ ッカ へ 発 った 。 歓 喜 の う ち に 送 った 十 日 あ ま り
の こ と は 決 して 忘 れ られ な い 。 今 で も詩 人 の 朗 詠 、 朗 唱 、 笑 い 声 な ど が 耳 元
に蘇 って く る よ う だ。
1928年 に 私 は腸 チ フ ス を 患 っ た 。 当 時 この 病 気 の 治 療 法 は 何 もな か っ
た 。 ク ロ ロマ イ セ チ ン系 の 特 効 薬 は ま だ 開 発 さ れ て い な か っ た 。 医 者 た ち も
た だ お 腹 を 大 切 に さ せ る以 外 に打 つ 手 が な か っ た。 私 の熱 は 一 向 に 引 く気 配
が な か った 。 一 箇 月 ば か り寝 台 に 寝 た き りだ っ た の で 、私 は 床 擦 れ を 起 こ し
た。 日が 経 つ に つ れ壊 疽 は ます ま す ひ ど くな って い った 。 二 箇 月 が 経 過 した。
もは や 私 が 助 か る望 み を か け る者 も な く、 皆 、 いつ 事 切 れ るか とそ れ の み を
案 じて い た 。 しか し母 だ け は 望 み を 捨 て な か っ た。 約 二 箇 月 半 に もわ た っ て
夜 も寝 ず に 看 病 して くれ た 。 母 は 看 護 を 決 して 人 に 任 せ よ う と しな か っ た。
33
私 も母 が しば ら くで もい て くれ な け れ ば 、 不 安 で 仕 方 が な か った 。 あ る 日家
に 来 客 が あ っ た の で 、 母 は ピラ フ と 卵 カ レー を 用 意 した 。 客 た ち は 私 の 病 室
の隣 の部 屋 で食 事 を 摂 っ た。 母 が 客 た ちの 接 待 を す ませ て か らの こ と だ った 。
私 は 必 死 の 思 い で 隣 室 へ た ど り着 き 、 皿 に 盛 られ た ピラ フを 平 らげ た 。 そ し
て 茹 で 卵 入 りの カ レー を 食 べ 切 っ た 時 で あ る。 叫 び声 を 上 げ な が ら母 が 入 っ
て き た 。 母 は 私 を 抱 き抱 え る よ うに して 寝 台 に 寝 か せ た 。 そ の 両 目か ら涙 が
垂 って い た 。 この 時初 め て 母 は私 が 助 か る見込 み が な い と確 信 した の で あ る。
と こ ろ が 驚 い た こ と に 、 そ の 日を 境 に私 は 徐 々 に快 方 に 向 か い は じめ た 。 髪
の 毛 は す っか り抜 け 落 ちて し ま った 。 両 足 は ガ リガ リに痩 せ 細 って い た 。 二
度 と 歩 け そ う な気 が しな か っ た 。 な ぜ な ら熱 が 引 い て か ら も一 箇 月 ほ ど は、
誰 か に支 え て も らわ な け れ ば 立 っ こ と す らで き な か っ た か らで あ る。 学 年 末
試 験 まで わ ず か 数 日を 残 す ば か りだ った 。 だ が いっ も成 績 が 優 秀 だ った の で 、
御 見 舞 に 来 て 下 さ っ た教 頭 先 生 が 、 君 は 試 験 を 受 け る に は 及 ば な い 、 そ の ま
ま進 級 して も らお う と言 って 下 さ った 。 私 の 病 気 を 知 っ た親 類 が 家 へ 引 き取 っ
て 養 生 さ せ て くれ た。 私 は す っか り良 くな っ たが 、 今 度 は 母 の 具 合 が悪 くな っ
た 。 そ して 次 第 に 伏 せ りが ち に な っ た 。 私 は 本 復 した の で 、 再 び寄 宿 寮 へ 戻
され た 。 母 の病 状 は 日を 追 う ご と に 悪 化 して い っ た。 つ い に 健 康 を 回 復 す る
こ とは なか った。1929年 に母 は浮 世 の迷 妄 を絶 って、 帰 らぬ 人 とな っ た。
享 年40才 だ っ た。 母 の 死 と と もに 、 家 と私 を 繋 ぐ絆 もす っか り絶 た れ て し
ま った 。 母 は 亡 くな る数 日前 に私 を 呼 ん で 、 涙 なが らに 言 い遺 し た。 「私 の
一 生 は 苦 しみ の 連 続 だ っ た 。 そ の訳 は お 前 は知 ら な くて もい い 。 た だ 、 私 の
言 い つ け を しっ か り守 っ て お くれ 。 決 して 賭 け 事 を し な い こ と 、 酒 に 手 を 出
さ な い こ と、 い か が わ しい 場 所 に 出 入 り しな い こ と。 」 そ れ か ら こ う付 け加
え た 。 「弟 や 妹 の こ と を 頼 ん だ よ 。 」 父 の こ と に は 一 切 触 れ な か った 。 私 は
今 日 ま で そ の 教 え を 守 ろ う と努 力 し続 け て い る。
母 と父 で は 政 治 的 な 思 想 もま っ た く異 な って い た 。 反 ガ ー ンデ ィ ー 主 義 者
の 父 は 、 ア リー 兄 弟 に 対 して 幾 分 の反 感 を 抱 い て い た 。 と い うの は父 の 考 え
で は 、 ム ス リム が 教 育 面 で前 進 しは じめ た ち ょ うど そ の 時 に 、 ア リー 兄 弟 が
若 者 た ち に学 校 や カ レ ッジ を 罷 め さ せ て 、 せ っ か くの 成 果 を 台 無 しに して し
ま っ た か らで あ る。 あ る晩 私 が 床 に就 こ う と して い る と 、 父 が 呼 び 寄 せ て こ
ん な話 を した。 わ が ビ ク ロ モ プ ル 住 民 の 誇 りで あ る 「デ ー シ ュ ボ ン ドゥ」 こ
とチ ッ トラ ン ジ ャ ン ・ダ ー ス(注105)やサ ロ ー ジニ ー ・ナ イ ドゥ ー(X127)、サ ー
・ジ ャグ デ ィ ー シュ ・チ ャ ン ドラ ・ポ ー ス(注111)、 サ ー ・チ ョ ン ドロマ ドブ ・
ゴ ー シ ュ(8128)らは 、 イ ン ドの み な らず 広 く世 界 に そ の 名 を 知 られ て い る 。
しか る に ビ ク ロモ プ ル 出 身 の ム ス リム で 、 こ れ ほ どの 崇 敬 の 念 を も って 記 憶
さ れ て い る人 物 は た だ の 一 人 も い な い 、 と。 き っ と父 は 私 が 勉 強 して こ れ ら
の偉 人 と 同 じ道 を 歩 ん で ほ しい の だ な 、 そ う私 は 思 った 。 ま た 父 に は 、 「学
校 や カ レ ッ ジを 罷 め よ う」 の ス ロ ー ガ ンは コ ング レス の 策 略 にす ぎず 、 ア リー
兄 弟 は ム ス リム子 弟 の 教 育 が 進 ん だ ま さ に そ の 時 に 、 コ ン グ レス を 盾 に使 っ
て 運 動 の旗 振 り役 を 務 め た の だ と い う不 満 もあ った 。 ど こ か の 国 の カ リフ の
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た め に 、 ど う して 自 国 の ム ス リム子 弟 の 将 来 を 犠 牲 に し な け れ ば な らな い の
か 、 父 に は ま っ た く理 解 で き なか っ た 。
母 は 違 う種 類 の 人 間 だ った 。 父 は 使 用 人 や 下 男 ・下 女 に 対 して は厳 し い態
度 で 臨 む べ きだ と す る考 え の 持 ち 主 だ っ た。 母 は そ の 反 対 で 皆 に 「お か み さ
ん 」 と呼 ば れ る の が 何 よ り嬉 しか っ た 。 わ が 国 で は 当 時 で す ら人 身売 買 が 行
わ れ て い た が 、 母 が 端 女 を 折 檻 す る の は 一 度 も見 た こ と が な い 。 よ そ の 家 で
は 下 女 の 手 や 頬 に 熱 く燃 え る鉄 串 を 当 て て 、 焼 き 印 を 押 す こ と さ え珍 し くな
か った の だ が 。
母 は チ ョル カ(糸 車)で 糸 を 紡 ぎ 、 そ れ を 機 織 りに 渡 して 服 を 縫 わ せ て い
た 。 い つ も コ ッ ドル(手 織 り木 綿)を 身 に 着 け て い た 。 自分 で 気 に入 って い
た の か 、 そ れ と も デ ー シ ュ ボ ン ドゥの 教 え に従 って い た の か は 分 か ら な い 。
母 の 兄 が デ ー シ ュ ボ ン ドゥの 愛 弟 子 だ った 。 私 の この 伯 父 は テ ロ リス トと 関
係 が あ った 。 そ して そ の 罪 で7年 の 刑 を 宣 告 さ れ 、 服 役 中 に 死 亡 した 。 この
伯 父 の掲 げ た理 想 に 感 銘 を受 け て 私 が 現 在 の道 を 選 ん だ の は 、 大 い に あ り得
る こ と で あ る 。 当 時 は 私 も真 鍮 の つ む に 糸 を 紡 いで 喜 ん で い た 。 ほ と ん ど遊
び の っ も り だ っ た 。 しか し、 こ う した こ と は す べ て 父 の 目 に は 度 を 越 して い
る と映 った。 あ る 日祖 母 が 母 に訊 い た 。 「お前 さん 、 そん な に 重 い服 を 着 て 、
水 を 浴 び る時 、 困 ら な いか い。 」 母 は小 声 で答 え た。 「い い え 、 お 義 母 さん 。
私 は厚 手 の 服 が 大 好 き な ん で す よ 。 」 母 は 父 が 町 で 買 って 帰 る外 国 製 の 服 と
か ダ ッカ や シ ャ ンテ ィ プ ル 産 の サ リー は 、 晴 れ 着 に しか 用 い なか った。
ま さ か 母 が 蓄 財 して い よ うと は 、 誰 もが 想 像 して い な か っ た。 い っ もゆ っ
た り した 風 な の で 、 金 銭 に対 して 格 別 執 着 が あ る よ う に 見 え なか った の だ 。
そ れ が 、 あ る 日 分 か った 。 政 府 が 千 ル ピー 紙 幣 と 百 ル ピ ー紙 幣 を 「デ ィ モ ン
テ ィ ゼ イ シ ョン(通 用 禁 止)」 す る と い う布 告 が 、 突 如 新 聞 に 発 表 さ れ た 。
私 た ち は新 聞 で そ の 言 葉 を 見 つ け は した が 、 意 味 ま で 考 え よ う と は しな か っ
た 。 大 き な 太 い 文 字 で 書 か れ た そ の 囲 み 記 事 を 、 私 た ち は 何 か の 広 告 ぐ らい
に考 え て い た 。 と こ ろ が 父 が 、 一 両 日 中 に ダ ッカ へ 出 か け る と言 い 出 した 。
手 元 の 百 ル ピ ー 札 を 急 い で 預 金 し な け れ ば な ら な い 、 翌 月 に は 使 え な くな っ
て し ま うか ら、 と 。 母 は び っ く り して 言 った 。 私 も お札 を 持 って い るの で す
が 、 と。 見 る と 、 外 国 製 の 服 や 高 価 な サ リー を 畳 ん だ 間 に 、 た くさ ん の お 札
が 挟 み こん で あ った 。 父 は それ らを 預 金 す るた め に 受 け 取 った 。 だ が そ の 金
が 決 して返 って こ な い こ とを 母 は よ く知 って い た。 も ち ろ ん 、 その 通 り に な っ
た 。 そ れ で も父 は 、 母の た め に数 枚 の ギ ニ ー(金 貨)を 買 って 帰 った 。 母 に
は 装 身 具 の 持 ち 合 わ せ は十 分 あ った の だ け れ ど も。 そ の 金 貨 以 外 に 母 が 装 身
具 を 身 に つ け る こ と は な か った 。
毎 年 入 学 試 験 の 時 期 に な る と私 た ち は ボ リ シ ャ ル 川 の 岸 辺 に 陣 取 って 、 道
行 く若 者 の うち 誰 が 受 験 生 だ ろ うか 、 とか 彼 らの うち ど れ が 村 の 出 身 者 で ど
れ が 町 の 出 身 者 だ ろ うか 、 な ど と 評 判 した もの で あ る。 新 品 の シ ャ ツ と 服 、
櫛 を 入 れ て きれ い に 分 け た 髪 、 そ れ に卸 したて の 慣 れ な い 靴 を 履 い て た ど た
ど し く歩 く姿 を 見 る と、 私 た ち は単 に興 味 を掻 立 て られ るだ け で は す まな か っ
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た 。 自分 の 方 で もた どた ど しい 足 取 りで 彼 らに近 づ い て 行 き、 君 は ど この 学
校 の 出 身 で す か と 尋 ね た もの で あ る。 そ して 、 い っ も大 笑 い に な っ た 。 私 た
ち は 入 学 試 験 に受 か って カ レ ッ ジへ の 入 学 を 果 た した そ の 日 に 、 い ろ い ろ な
生 徒 に つ い て 評 判 し た。 中 で 一 人 だ け 皆 の 注 目を 集 め た 生 徒 が い た 。 結 局 そ
の生 徒 に つ いて 、 私 た ち は い か な る結 論 を 出 す こ と もで きな か った け れ ど も。
彼 の 顔 に は 輝 き が あ っ た 。 肌 の 色 は 白 く、 靴 は 真 新 しか っ た 。 っ い この 間 ま
で 高 校 生 だ っ た ら し く、 や け に 真 面 目 そ う に 見 え た 。 彼 は 座 って 書 類 を 書 き
終 え る と事 務 員 に 提 出 し、 寄 宿 寮 の 方 へ 歩 い て い っ た 。
入 学 試 験 が 終 わ る と、 私 は 国 際 政 治 に 関 心 を 持 つ よ う に な っ た。 国 際 関 係
の ニ ュ ー ス が 「ス テ ー ツ マ ン」 の 紙 面 を 賑 わ しだ した の は 、 実 は そ の 頃 か ら
だ っ た。 ドイ ツ の 陸 軍 元 帥 フ ォ ン ・ ヒ ンデ ン ブ ル グ の 名 が 不 吉 に 響 くば か り
で は な か った 。 ドイ ツ につ いて も っ と多 くを知 りた い とい う思 い が私 に は 募 っ
た 。 ヒ ン デ ン プ ル グ と と もに 、 ル ー デ ン ドル フ 将 軍 や ヒ トラ ー の 名 前 も知 っ
た 。 第 一 次 世 界 大 戦 で 敗 北 を 喫 して か ら、 ドイ ツ は 再 軍 備 を しな い と 宣 言 し
て 戦 勝 国 を 安 心 さ せ て き た 。 しか し これ ら の軍 人 た ち は 、 そ れ を 本 心 で は 認
め て い な か っ た 。 当 時 ドイ ツで は 右 翼 と左 翼 が 勢 力 争 い を して い た 。
す で に10年 代 の 初 頭 か ら 、 イ タ リアで は べ ニ トー ・ム ッ ソ リー 二 の 動 き
が 世 界 の 注 目 を 浴 びて い た 。1924年 に イ ギ リス 国 王 ジ ョー ジ5世 は ム ッ
ソ リー 二 にG.C.B.(X129)を 授 与 した 。 彼 は 前 年 に ギ リシ ャ の コ ル フ島
を 占領 し、 国 の 最 高 指 導 者 に な って い た 。
ソ 連 の 革 命 指 導 者 レー ニ ンは 病 に 伏 した 。 大 飢 饉 が ソ連 を 襲 って い た 。 「
ス テ ー ツ マ ン」 の推 計 に よ れ ば 、 餓 死 者 は 二 千 万 人 に 上 って い た 。
中 国 は 無 政 府 状 態 に 陥 って い た 。 「力 あ る 者 が 国 を 制 す 。 」 これ が 各 地 の
軍 閥 の 領 袖 の 考 え 方 だ っ た 。 こ の 時 、 孫 文 博 士 は 指 導 権 を 譲 って い た 。 全 ア
ジア の 目が 孫 文 に 注 が れ て い た 。
私 は英 語 の 映 画 が 掛 か る と よ く観 に行 っ たが 、 それ は単 な る鑑 賞 で は な か っ
た 。 映 画 の 台 詞 を 聞 くの は 英 会 話 の 稽 古 の つ も りだ っ た 。 そ の 頃 私 の 好 き な
俳 優 は チ ャ ー リー ・チ ャ ップ リ ン とバ ス タ ー ・キ ー トンだ った 。
ジ ンナ ー は イ ン ドの 憲 政 改 革 問 題,0130)を解 決 す る た め に 、 ム ス リム 連 盟
と して14項 目(X131)の要 求 を 提 示 した 。 そ の 大 部 分 は 、 バ ー ケ ンヘ ッ ド卿
(注132)の発 言 に 対 す る回 答 で あ る ネ ヘ ル ー 報 告(注133)への 抗 議 だ っ た。 ム ス
リム の 青 年 が14項 目 につ い て 格 別 熱 心 に 議 論 した覚 え は な い。 大 学 の 状 況
は 知 らな いが 、 地 方 の カ レ ッ ジ の 学 生 は 当 時 ま だ ヒ ン ドゥー と ム ス リム に 明
確 に分 か れ て い た訳 で は な か っ た 。
そ れ よ り も1929年 、 メ ー ラ ト訴 訟 事 件(注134)の被 告 た ち の 行 った 法 廷
陳述 を め ぐ って 、 私 た ち は 何 日 も論 じ合 った 。 この 被 告 た ち は 共 産 党 の ム ザ ッ
フ ァ ル ・ア フ マ ド(X135)とダ ー ン ゲ ー(注136)の指 導 の 下 に 、 イ ギ リス 支 配 を
武 力 に よ って 転 覆 しよ う と した の で あ る。 事 件 は 一 大 セ ンセ ー シ ョ ンを 巻 き
起 こ した 。 被 告 た ち の 主 張 に は 、 ヒ ン ドゥー と ム ス リム の 一 体 と な った 指 導
が 貫 か れ て い た。
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1929年 に は 全 世 界 の 国 々が 恐 慌 に 見 舞 わ れ た。 失 業 問 題 は 深 刻 化 す る
一 方 だ った 。1924年 以 降 ジ ュ ー トの 価 格 が 上 が り、 わ が 国 の 産 業 が 振 興
して 経 済 発 展 が 始 ま って い た が 、 恐 慌 に よ っ て 大 打 撃 を 受 け た 。
同 じ く1929年 、 ア フ ガ ニ ス タ ン国 王 ア ミー ル ・ア マ ー ヌ ッ ラ ー(注137)
の 話 が 伝 え られ た。 妻 と 卓 球 を す る と い う話 が 。 ど うや ら彼 は 、 あ ま り に性
急 に ア フガ ニ ス タ ンの ケ マ ル ・パ シ ャ に な ろ う と した ら しい。 バ ッチ ャ ・イ ・
サ カ ー ウ(注138)とい う凡 庸 な 、 だ が 並 外 れ て 勇 猛 な 人 物 が 彼 を 廃 位 させ 、 一
時 カ ー プ ル の 玉 座 に就 い た 。
1930年 に は 多 くの 事 件 が 起 こ っ た。 ガ ー ンデ ィ ー は 製 塩 禁 止 法 を 犯 す
べ く4月6日 、 歩 い て キ ャ ンベ イ湾 に 接 す る ダ ー ンデ ィ ー に 到 着 した 。4月
12日 、 ガ ー ンデ ィ ー は 数 名 の 弟 子 と と も に逮 捕 さ れ た 。 同 年7月 に は 、 こ
の 運 動 に加 わ った 十 万 を越 す 人 々 が 逮 捕 さ れ た 。 至 る と こ ろで デ モ が 行 わ れ 、
酒 屋 や 学 校 、 カ レ ッ ジの 前 に ピケ が 張 られ た 。 毎 日の よ うに 外 国 製 の服 が 燃
や さ れ た。 私 た ち の カ レ ッ ジ の 入 口 に も娘 た ちが 横 た わ って 、 中 へ 入 らせ な
い よ うに して いた 。 私 た ち は本 を 抱 え た ま ま、 つ っ立 って い る よ り ほ か な か っ
た。 ア ン グ ロ ・イ ン デ ィア ンの 巡 査 部 長 が バ イ ク に乗 って 正 門 前 に 控 え て い
た 。 ハ ン ドル に は ユ ニ オ ン ・ジ ャ ッ クが 掲 げ られ て い た 。 巡 査 部 長 は 、 娘 た
ち を 追 っ払 え と 部 下 た ち に 命 じた。 命 令 が 下 る と同 時 に 、 若 者 も娘 た ち も一
斉 に ス ロー ガ ンを 叫 ん だ。 「揚 が れ揚 が れ 国 旗 、 降 ろ せ 降 ろせ ユ ニ オ ン ・ジ ャ
ッ ク。 」 と。 そ の 時 で あ る 。 隙 を 窺 っ て い た 一 人 の 無 鉄 砲 な娘 が バ イ ク の ハ
ン ドル か らユ ニ オ ン ・ジ ャ ック を は ず して 投 げ 捨 て 、 代 わ りに コ ング レス の
三 色 旗(X139)を取 り付 け た 。 ど う と笑 い声 が 起 こ った 。 巡 査 部 長 は思 わ ず 後
ろを 振 り 向 き、 事 態 を 覚 った 。 彼 は娘 に い き な り平 手 打 ち を 食 わ す な り、 三
色 旗 を 投 げ 捨 て た。 人 々 は 激 昂 した。 学 生 た ち は レ ンガ 片 を 投 げ は じめ た。
警 官 隊 は 警 棒 で 襲 い か か って きた 。 私 た ち は 皆 正 門 の 中 へ 逃 げ こ ん だ 。 授 業
を 受 けて い た者 も騒 ぎを 聞 いて 駆 けつ け て き た。 と こ ろが 一 人 だ け教 室 に残 っ
た学 生 が い た 。 入 学 の 日 にや け に真 面 目 そ う に 見 え た 例 の 学 生 だ っ た。 気 に
な るの で 名 前 を 訊 くと 、 ピ ロ ジ ュ プ ル 出 身 の トフ ァ ッ ジ ョル ・ホ シ ェ ン と い
う学 生 だ と分 か った 。 後 に著 名 な ジ ャ ー ナ リス トで 日刊 誌 「イ ッテ フ ァク 」
(注140)の社 主 兼 編 集 長 、 文 筆 家 と して 名 を 馳 せ た 人 物 で あ る。 彼 は ジ ャ ー ナ
リス トと して は マ ニ ク ・ ミヤ ンの 名 で 知 ら れ て い る。
同 じ く1930年 の4月16日 に 、 シ ュ ッ ジ ョシ ェ ン(注14Dの革 命 党 が チ ッ
タ ゴ ンの 兵 器 廠 を 襲 撃 した 。 この 事 件 は 若 者 た ち の議 論 の 的 に な っ た。
サ ー ・ム ハ ンマ ド ・イ クバ ー ル(ff142)が北 西 イ ン ドの ム ス リム 多 数 州 を 統
合 して ム ス リム国 家 を樹 立 す る提 案 を した の も、 や は り この 年 の こ とだ っ た。
イ ギ リス 政 府 は サ イ モ ン委 員 会 の 報 告 に基 づ いて 円 卓 会 議 を 招 集 した 。 コ
ング レス は会 議 へ の参 加 を拒 否 した。 主 だ った 出席 者 の顔 ぶ れ は 、 マ ー ンニ ー
ヤ ・ア ー ガ ー ・カ ー ン、 ム ハ ンマ ド ・ア リー ・ジ ンナ ー 、 サ ー ・ム ハ ンマ ド ・
シ ャ フ ィー(注143)、サ ー ・ジ ャ フ ル ッラ ハ ・カ ー ン、 モ ウ ラ ー ナ ー ・ム ハ ン
マ ド ・ア リー 、 べ 一 ガ ム ・シ ャ ー ナ ワ ー ズ(X144)など だ った 。 藩 王 国 の代 表
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は サ ー ・ア クバ ル ・ハ ー イ ダ ー リー と ミル ジ ャー ・ムハ ンマ ド ・イ ス マ ー イ ー
ル(X145)だった 。 私 た ち に 最 も深 い 感 銘 を 与 え る演 説 を した の は 、 モ ウラ ー
ナ ー ・ムハ ンマ ド ・ア リー だ っ た 。 彼 は こ う述 べ た 。
「好 ま しか ら ざ る イ ギ リス の 手 か ら独 立 を 勝 ち取 るた め に 、 私 は こ の 会 議
に 出 席 した 。 独 立 の 実 を 得 れ ば 帰 国 す るが 、 さ もな け れ ば 帰 らな い。 」 彼 の
こ の 言 葉 は 本 当 に な っ た 。 彼 は二 度 と イ ン ドへ 帰 らな か っ た 。 彼 は エ ル サ レ
ム の 地 に 眠 って い る。 第 一 回 円 卓 会 議 は コ ン グ レス の 不 参 加 の た め に 、 進 行
で きなか った。 その た めガ ー ンデ ィー ・ア ー ウ ィ ン協 定 が 結 ば れ 、 ガ ー ンデ ィ
ー は 第 二 回 会 議 に コ ン グ レス の 全 権 代 表 と して 出 席 す る こ と を 了 承 し た。1
931年11月 に ガ ー ンデ ィ ー は ロ ン ドン に到 着 し た。 サ ロ ー ジニ ー ・ナ イ
ドゥー 女 史 が 同 行 して い た。 ア ー ガ ー ・カ ー ンの 宿 泊 す る リ ッツ ・ホ テ ル の
広 間 に 全 代 表 が 集 ま って 、一 回 目 の 会 議 が 開 か れ た 。 ガ ー ン デ ィー は ほ とん
ど議 場 に 姿 を 現 さ な か っ た 。 彼 は 多 くの 時 を 個 人 的 な 話 し合 い に 費 や した 。
ジ ンナ ー の 懸 命 の 努 力 に もか か わ らず 、 ヒ ン ド ゥー と ム ス リム の 間 の 問 題 は
何 ら解 決 を 見 なか った 。 以 後 ジ ンナ ー は 政 界 か らの 引 退 を 決 意 し、 ロ ン ドン
で 事 業 を 始 め た の で あ る 。
円 卓会 議 に際 して チ ョウ ドゥ リー ・ラ フマ ト ・ア リー ほ か 数 名 の ケ ンブ リ ッ
ジ留 学 生 が パ ンフ レ ッ トを 発 行 し た 。 「NoyorNever(今こ そ)」 と い う表
題 だ っ た 。 パ キ ス タ ン と い う名 の 国 家 の 樹 立 を 最 初 に構 想 した の は 彼 ら だ っ
た 。
1931年 に ウ ェ ス トミ ンス タ ー 憲 章 が 制 定 さ れ 、 カ ナ ダ、 ニ ュー ジー ラ
ン ド、 オ ー ス トラ リア 、 南 ア フ リカ 、 及 び ア イ ル ラ ン ド自 由 国 は 、 あ らゆ る
問 題 に つ い て 自 ら解 決 す る権 限 を 与 え られ た。 す なわ ち 、 王 冠 を コモ ン ウ ェ
ル ス(連 邦)の 唯 一 の 統 合 者 と して 仰 ぐ 自治 領 に な った の で あ る。 こ れ 以 後
イ ギ リス 議 会 の い か な る 法 律 も自 治 領 に は 適 用 され な い こ と に な っ た 。
1931年 に は イ ギ リス の 動 揺 は 経 済 危 機 に 止 ま らず 、 政 治 危 機 に も及 ん
で い る こ とが 誰 の 目に も明 らか とな った 。 国 王 ジ ョー ジ5世 は 、 ロ イ ド ・ジ ョ
ー ジ と ボ ー ル ドウ ィ ンの二 人 に 協 力 して 仕 事 を 進 め 、 連 立 政 府 を 作 って ほ し
い と要 請 した 。 そ れ は 国 際 政 治 に 新 た な状 況 が 生 じた か らで あ る。 す なわ ち
ア メ リカ の 大 統 領 に ロ ー ズ ヴ ェ ル トが 就 任 し、 ドイ ツ で は ヒ トラ ー が 権 力 を
掌 握 した。
わ が 国 で は 兵 器 廠 襲 撃 事 件 以 後 、 チ ッタ ゴ ンの ヒ ン ド ゥー 住 民 に対 して 警
察 が 苛 烈 な 弾 圧 を 加 え た 。1931年10月 に ホ リポ ト ・ボ ッタ チ ャ ッ ジ ョ
が 、 警 察 幹 部 の カ ンバ ハ ドゥル ・ア フ サ ヌ ッラハ を 射 殺 した 。 ホ リポ ドは た
だ ち に捕 らえ られ た 。 と こ ろ が そ の 際 ひ ど い暴 行 を 受 け 、 警 察 署 に 連 行 さ れ
る 前 に死 亡 して しま った 。 こ れ が き っ か けで ヒ ン ドゥー と ム ス リム の 間 に 暴
動 が 発 生 した 。
私 は ボ リシ ャル に い る悶 に ガ ー ンデ ィ ー 、 デ ー シ ュ プ リ ョ ・ジ ョテ ィ ン ド
ロ ・モ ホ ン ・シ ェ ング プ ト(X146)、そ れ に雑 誌 「ザ ・ム サ ル マ ー ン」 の 編 集
長 の ム ジボ ル ・ロ フ マ ンの 演 説 を 聞 く機 会 に恵 ま れ た 。 ガ ー ンデ ィー の ピ ン
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デ ィ ー語 の 演 説 は 感 心 しな か っ た。 シ ェ ン グ プ トは 厄 難 を 救 う美 男 の ア シ ュ
ヴ ィ ン双 神 さ な が ら、 学 生 た ち に こ う説 い た。 「起 き よ、 目覚 め よ 、 立 て 若
者 よ。 母 な る イ ン ドが 呼 ん で い る 。 」 これ に は感 激 し た。 ム ジボ ル ・ロ フ マ
ン も ま た ア シ ュ ヴ ィ ン双 神 と な っ て 「合 同 選 挙 」 に つ い て 説 い た 。 彼 は 真 の
愛 国 者 で あ り社 会 奉 仕 家 だ っ た。 自分 が 不 正 義 だ と思 う事 柄 に つ いて 異 議 を
唱 え る の を 決 して 恐 れ な か った 。 当 時 も彼 に は 政 府 の 側 か ら執 拗 に誘 惑 が 持
ち 出 さ れ たが 、 つ い に道 を 踏 み は ず さ せ る こ とは で き な か っ た 。
ボ リシ ャ ル の プ ロ ジ モ ホ ン ・カ レ ッ ジの 教 授 た ち は 、 モ ウ ル ヴ ィ ー を 唯 一
の 例 外 と して 学 長 以 下 皆 ヒ ン ドゥー だ っ た。 だ が 教 授 た ち は 教 え る こ と に 専
念 して い た 。 近 頃 よ く見 られ る 出 世 競 争 や 派 閥 の 形 成 、 あ る い は 術 策 を め ぐ
ら した り、 お 互 い を 中傷 す る よ う な こ と は な か った 。 そ の た め 彼 らは 若 者 や
娘 た ちの 尊 敬 を 集 め た。 学 問 を 論 じ授 け る こ と こ そが 彼 らの 生 き甲 斐 だ った 。
先生 た ち は 、 お し ゃれ に は関 心 が な か った。 英 語 の シュ レ ン先 生 な ど は 時 々、
腰 布 と ス カ ー フの 上 に ど う い うつ も り か 蚊 帳 を ま と って い た 。
ボ リ シ ャ ル の カ レ ッ ジ時 代 に読 ん だ イサ ドラ ・ダ ン カ ン(ff147)の「自 伝 」
や エ リヒ ・レマ ル ク(注148)の「西 部 戦 線 異 状 な し」 は 、 今 で も印 象 に残 って
い る 。 ワ イ ズ ミ ュー ラ ー の タ ー ザ ン物 映 画 「類 猿 人 タ ー ザ ン」(注149)も好 き
だ った し、 ノ ー マ ・シア ラ ー や メ イ ・ウ ェス ト、 ク ラ ラ ・ボ ウ な ど の 演 技 も
気 に入 って い た。 その 頃 ボ リ シャ ル に ベ ンガ ル語 の トー キ ーが 掛 か った。 シ ャ
ラ トチ ャ ン ドラ(X150)原作 の 「十 六 才 」 で あ る 。 こ れ に比 す べ き 東 ベ ンガ ル
の 作 品 は 「顔 と 仮 面 」 だ ろ う。 だ が無 声映 画 で もオ ヒ ン ドロ ・チ ョウ ドゥ リ、
ドゥ ル ガ ダ シ ュ ・ビ ャナ ル ジ、 シ タ ・デ ビを 初 め 多 くの 俳 優 の 作 品 を 私 た ち
は 楽 しん で い た 。
イ ンタ ー ミデ ィエ イ ト(中 間 試験)(ff151)が終 わ って結 果 が 発 表 さ れ る と、
私 は 大 学 へ 入 るた め に 再 び ダ ッカ へ 戻 った 。
注
(1)ヒ ジ ュ ラ 暦969年(西 暦1562年)に ア クバ ル帝 が 太 陰 暦 を 廃 し
て 太 陽 暦 を 採 用 した の を 起 源 とす るベ ンガ ル地 方 の 暦 。 西 暦 か ら593年 な
い し594年 を 引 く と年 数 が 得 られ る 。
(2)ベ ンガ ル 暦5月 。 陽 暦 の8、9月 頃 に 当 た る 。
(3)ル ー プ ル 美 術 館 の 「モ ナ リザ 」 は1911年8月21日 の 白昼 、 イ タ
リァ 人 の 塗 装 工 に よ って 持 ち 出 さ れ 、 行 方 不 明 と な っ た 。 一 時 回 収 は 絶 望 視
さ れ た が 、 約2年 俵 に フ ィ レ ンツ ェ で 犯 人 が 売 り に 出 し、1913年12月
21日 、 イ タ リア政 府 か ら フ ラ ンス 政 府 に引 き渡 され た 。
(4)1905年 に施 行 さ れ た ベ ンガ ル 分 割 令 の こ と。 イ ギ リス に よ る イ ン
ド確 保 の 強 化 策 と して 、 ベ ンガ ル 州 は ベ ンガ ル 本 州(西 部 ベ ンガ ル 、 ビハ ー
ル 、 オ リ ッサ)と 東 ベ ンガ ル ・ア ッサ ー ム 州 と に 分 割 さ れ た 。 しか し広 範 な
反 対 運 動 に あ い 、1911年 に撤 回 さ れ た 。
(5)カ ル カ ッ タか らデ リー へ の 遷 都 は 、1911年11月 訪 印 中 の ジ ョー
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ジ5世 に よ り、 ベ ンガ ル 分 割 令 の 撤 回 と と も に発 表 さ れ た 。
(6)RabindranathTagore(ロビ ン ドロナ ト ・タ ク ル 、1861～194
1)イ ン ドの 文豪 ・思 想 家 。1913年 ノー ベ ル 文学 賞 を受 賞 。1916年 、
24年 、29年 の 三 度 にわ た り来 日 した 。
(7)A.K.FazlulHaq(1873～1962)ベ ンガ ル 出 身 の大 物 政 治 家 。
1954年 の 東 ベ ンガ ル 州 議 会 選 挙 で は 野 党 統 一 戦 線 を 率 い て 勝 利 し、 同 州
(東パ キ ス タ ン)首 相 に 就 任 した 。
(8)1937年 初 め の ベ ンガ ル 州 議 会 選 挙 で は 、 フ ァズ ル ル ・ハ ッ ク の 農
民 大 衆 党 が 進 出 し、 そ の 結 果 ハ ック を 首 班 と して 、 ム ス リム 連 盟 と 指 定 カ ー
ス ト党 の 連 立 政 権 が 発 足 した 。 不 安 定 な 連 立 政 権 は コ ン グ レ ス の 分 裂 工 作 を
受 け て 揺 ら ぎ、 ハ ッ ク は コ ン グ レス を 激 し く非 難 した 。(加 賀 谷 寛 、 浜 口恒
夫 「南 ア ジア 現 代 史n」)
(9)SurendranathBancrjea(1848～1925)ベ ンガ ル の 政 治 家 。
1885年 の イ ンデ ィア ン ・ナ シ ョナ ル ・コ ング レス(イ ン ド国 民 会 議 派)
の 創 設 者 の 一 人 。
(10)16世 紀 後 半 か ら17世 紀 初 頭 にか け て 、 ム ガ ル 朝 の支 配 に抵 抗 し
た ベ ン ガ ル の ヒ ン ドゥー領 主 。1604年 没 。
(11)ジ ャ イ プ ル の ラ ー ジ プ ー ト(ヒ ン ドゥ ー王 族)。 ア ク バ ル帝 の 重 臣
と して 政 戦 両 面 に 活 躍 した 。
(12)タ ー ル ク(Ta'alluq)、ア ラ ビヤ 語 由 来 の 語 で 、 臣 下 に恩 典 と して
授 与 さ れ る 「所 領 」 を 意 味 す る。(京 大 東 洋 史 辞 典 編 纂 会 「新 編 東 洋 史 」)
(13)夕 一 ル ク ダ ー ル(Ta'allugdar)、本 来 「タ ー ル ク」 の 所 有 者 の 意
で あ るが 、 ベ ンガ ル で は ザ ミー ン ダ ー ル(X14)と同 義 、 な い しは そ れ に 従 属
す る もの を 指 した 。(同 上)
(14)ザ ミー ン ダ ー ル(Zanindar)、もと ペ ル シ ャ語 で 、 「地 主 」 の 意 。
英 領 時 代 の 徴 税 地 主 。 オ リ ッサ 、 ベ ンガ ル 、 マ ドラ ー ス 、 ア ッサ ー ム な ど に
置 か れ た。(同 上)
(15)ベ ンガ ル 暦6月 。 陽 暦 の9、10月 頃 に あ た る 。
(16)小 麦 粉 や 米 粉 を ギ ー で 揚 げ て 蜜 を か け た 渦 巻 状 の 菓 子 。 ヒ ンデ ィ ー
語 の 「ジ ャ レー ビー(Jaleb了)」に あ た る 。
(17)腫ulh、 ア ラ ビヤ語 で 「主 人 」 「味方 」 を意 味 す るYawla`がペ ル シ ャ
語 に転 訛 した 語 。 本 来 は イ ス ラ ー ム の 諸 学 に通 じた 人 に 対 す る 尊 称 だ が 、 広
くイ ス ラ ー ム の 宗 教 教 育 や マ ス ジ ドで の 説 教 、 儀 式 の 執 行 な ど に 携 わ る人 を
指 す。(平 凡 社 「イ ス ラ ム 事 典 」)
(18)腫a岨a胃了,上記Yawla`と同 根 の 語 。 一 般 に イス ラ ー ム 諸 学 や ア ラ ビヤ ・
ペ ル シ ャ語 に 通 じた イ ス ラ ー ム 学 者 の こ と。
(19)タ ー ナ ー(Than"a)、警 察 区 。 数 箇 村 よ り な る ポ ロ グ ナ(郡)の 次
区 分 。 た だ し現 在 の バ ン グ ラ デ シ ュで は エ ル シ ャ ド政 権 に よ る改 革 で 、 タ ナ
は地 方 行 政 、 農 村 開 発 の 中 枢 た る べ く、 ジラ(県)の 次 区 分 に格 上 げ さ れ て
い る 。
-40
(20)チ ャ イ トラ ・サ ン ク ラ ー ンテ ィ(ChaitraSankr`anti)、チ ョイ ト
ロ月(ベ ン ガ ル 暦12月 。 陽 暦 の3、4月 頃)の 最 後 の 日 。 大 晦 日。
(21)ヴ ァイ シ ャー キ ー ・メ ー ラ ー(VaisakhiYcla)、ベ ンガ ル 暦 の 新
年 。 ボ イ シ ャ ク 月(ベ ンガ ル 暦1月a陽 暦 の4、5月 頃 。)の 第 一 日 。 通 常
4月14、15日 頃 に あ た る。
(22)ベ ンガ ル 暦3月 。 陽 暦 の6、7月 頃 に あ た る。
(23)ラ タ ヤ ー トラ ー(gathay"atra)、「ロ ト(山 車)の ジ ャ トラ(行 進)
」 、 ア シ ャ ル 月 白 半 の2日 に 行 わ れ る ヒ ン ド ゥー の 祭 り。 ジ ャガ ンナ ー タ(
「世 界 の 主 」 の 意 で ヴ ィ シ ュ ヌ神=ク リ シ ュナ の こ と)、 ク リシ ュ ナ の 兄 の
バ ラ ラ ー マ 、 妹 の ス バ ドラ ー の 像 を 山 車 に 乗 せ て 練 り歩 く。 ジ ャ ガ ンナ ー タ
と して の ク リシ ュナ は 特 に ベ ンガ ル 地 方 で 崇拝 さ れ 、 オ リ ッサ 州 プ リー の ジ ャ
ガ ンナ ー ト寺 は そ の 信 仰 の 中 心 で あ る。(菅 沼 晃 「イ ン ド神 話 伝 説 辞 典 」)
(24)ド ゥル ガ ー プ ー ジ ャー(Durgapnja)のこ と。 ア ッ シ ン月(注15)
白半 の1日 か ら10日 にわ た って 行 わ れ る シヴ ァの 神 妃 ド ゥル ガ ーの 祭 りで 、
特 に ベ ンガ ル 地 方 で 盛 ん 。 月 例 祭 の8日 と、 ドゥル ガ ー が 悪 魔 マ ヒ シ ャを 退
治 した 記 念 日の10日 が 重 視 さ れ る。 な お 同 じ時 期 に イ ン ド各 地 で は 、 ラ ー
マ 王 子 の 羅 刹 王 ラ ー ヴ ァナ へ の 勝 利 を 祝 う ダ シ ャハ ラ ー祭 が 盛 大 に 催 され る 。
(同上)
(25)カ ー ル テ ィ カ ・プ ー ジ ャ ー(girtikaPnj"a)、カ ル テ ィ ク 月(ベ ン
ガ ル 月7月 。 陽 暦 の10、11月 頃)の 満 月 の 日に 行 わ れ る ヒ ン ドゥ ーの 祭
り。 カ ー ル テ ィ カ ・プ ー ル ニ マ ー 。
(26)バ ター サ ー(Bat"as"a)菓子 、 砂糖 菓 子 の一 種 。 原 義 は 「空 気(バ ター
ス)の 入 っ た もの 」
(27)raridpur、ダ ッカ の 西 方 約60k● に位 置 す る町 。
(28)DuduYiyan(1819～1862)本 名 ム ハ ンマ ド ・ム フ シ ヌ ッデ ィ
ン。19世 紀 中 葉 に 東 ベ ンガ ル で 活 躍 した フ ァ ラ ー イ ジー 運 動(注29)の
指 導 者 。 シ ャ リー ア トッラ ー の 息 子 。1840年 代 に運 動 の 組 織 化 を 図 り、
自 ら教 団 の 長 に な っ た。 「土 地 は 神 の もの で あ る 」 と説 いて 、 地 主 に よ る土
地 の 独 占 は 許 さ れ な い と主 張 し た た め 、 ム ス リム小 作 農 民 が こ.の運 動 に 加 わ
り、 農 民 に よ る地 主 襲 撃 が 起 こ っ た 。 彼 の 死 後 、 運 動 は 衰 え た が 、 東 ベ ンガ
ル で は そ の 後 も長 く農 民 運 動 の 一 つ と して 、 こ の 運 動 を 継 承 す る小 グ ル ー プ
が 残 存 して い た 。(平 凡 社 、 前 掲 書)
(29)sari'izi、19世 紀 初 め 東 ベ ンガ ル で シ ャ リー ア トッラ ー が 創 始 し
た ム ス リム の 社 会 改 革 運 動 。 彼 は 二 度 の メ ッカ 巡 礼 を 行 い 、 出 身 地 の フ ォ リ
ドプ ル を 中 心 に ム ス リム 農 民 の 間 を 説 教 して 回 り、 ム ス リム と して の 宗 教 的
義 務(フ ァ ラ ー イ ズ)を 厳 し く守 る こ とを 訴 え 、 運 動 参 加 者 に は ム ス リム の
生 活 に取 り入 れ られ た ヒ ン ドゥー 教 の 慣 習 ・儀 式 を 捨 て る よ う に 誓 わ せ た。
(同上)
(30)1895年 の祖 父 の 死 の 時 、 父 が18才 だ った とす る と(p.4)、
この 辺 り年 令 が 合 わ な い。
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(31)強 風 に 吹 き消 さ れ な い よ うに ほ や の つ い た オ イ ル ・ラ ン プ 。
(32)イ ー ド ・ア ル フ ィ トル 。(了d-al-Fitr)ムス リム の 断 食 明 け の 祭 り・
断 食 月 の ラ マ ダ ー ンに 続 く シ ャ ッ ワ ー ル 月 の1日 か ら3日 まで イ ス ラ ー ム世
界 全 土 に お い て 盛 大 に 祝 わ れ る 。(平 凡 社 、 前 掲 書)
(33)ム ス リム 男 性 の 着 る詰 襟 型 の 上 着 。 ・
(34)ペ ル シ ャ風 の ゆ っ た り した ズ ボ ン。
(35)イ ー ド ・ア ル ア ドハ ー(ld-al-Adh"a・e)犠牲 祭 。 巡 礼 月 の ズ ー ・ア ル
ヒ ッ ジ ャ月 の10日 か ら13日 に か け て4日 間 続 く。 メ ッカ 巡 礼 の 最 終 日 に
あ た る10日 には 巡 礼 者 が 動 物 犠 牲 を 捧 げ るが 、 こ れ に合 わ せ て 各 家 庭 で も
い っ せ い に犠 牲 を 屠 る。 祭 日期 間 中 人 々 は 晴 れ 着 を 着 て 外 出 し、 相 互 に 訪 問
しあ った り祝 い の 言 葉 を 交 わ して 喜 び あ う。(同 上)
(36)Fatih、 死 者 を 追 悼 す るた め に墓 地 な どで コ ー ラ ンの 開 扉 の 章(フ ァ
ー テ ィハ)を 朗 誦 す る こ と。
(37)ShabiBarat、 シ ャー バ ー ン月 の15日 の 夜 。 徹 夜 で 祈 りが 捧 げ ら
れ 、 亡 くな った 祖 先 に 対 して 供 え物 が さ れ る。 この 夜 、 生 きて い る者 の 来 年
の 命 と運 命 が 天 国 で 記 録 さ れ る と い う。
(38)ハ ル ワ ー(Halwa)菓 子 。 小 麦 粉 や 豆 粉 を ギ ー(精 製 バ タ ー)で 炒
め 、 砂 糖 や ミル ク を 加 え て 煮 た 菓 子 。
(39)バ ル フ ィー(Barfi)菓 子 。 牛 乳 を 煮 つ め て 作 る菓 子 。 雪(Barf)
の よ う に 白 い こ とか らつ い た 名 前 。
(40)オ ジ ュは ア ラ ビヤ 語 の ウ ド ゥー(Uu面 小 浄)に 由 来 す る 語 。 礼 拝 な
ど の 前 に 清 潔 な 水 で 両 手 、 口 中 、 鼻 、 顔 、 肘 、 頭 、 両 足 を 所 定 の 方 法 に 従 っ
て 浄 め る こ と。(黒 田 壽 郎 、 「イ ス ラ ー ム辞 典 」)
(41)Yilad,結 婚 、 詩 会 、宗 教 行 事 な ど 何 事 に よ らず 集 ま って 何 か を 祝
う会 。
(42)Shantipur、カ ル カ ッ タ の 北 約80k皿 の 町 。
(43)Jamdani、 ダ ッ カ名 産 の高 級 モ ス リ ン。
(44)英 人 ジ ョ ン ・マ ー セ ル(1791～1866)に よ っ て 発 明 さ れ た
苛 性 ア ル カ リ処 理 法(マ ー セ ル 法)を 施 して 、 光 沢 を 与 え た木 綿 地 。
(45)注(24)参 照 。
(46)ヴ ィ ジ ャヤ ー ダ シ ャ ミー(Yijayadasam了)、ア ッ シ ン月(注15)
白半 の10日 に祝 わ れ る ヒ ン ドゥーの 祭 礼 。 こ の 日は ラ ー マ 王 子 が 羅 刹 王 ラ ー
ヴ ァ ナ を 破 った 日 と さ れ 、 ラ ー ヴ ァナ と 羅 刹 た ち の 人 形 が 熱 狂 の 中 に燃 や さ
れ る。 次 項 参 照 。
(47)ダ シ ャハ ラ ー(Da'sahara)、ラ ー マ の ラ ー ヴ ァ ナ へ の 勝 利 を記 念 す
る 祭 り で 全 国 的 に盛 大 に 祝 わ れ る。 ア ッ シ ン月 白半 の1日 か ら10日 まで 続
き、 毎 夜 ラ ー マ ・リー ラ ー(ラ ー マ の 生 涯 を 劇 に した もの)が 演 じ られ る。
最 終 日の10日 が 前 項 の ヴ ィ ジ ャ ヤ ー ダ シ ャ ミー で あ る 。 注(23)参 照 。
(48)ラ ク シ ュ ミー ・プ ー ジ ャ ー(LaksmiPu"ja)、カ ル テ ィ ク 月(注2
5)の 黒 半 の1日(満 月)に 行 わ れ る ヒ ン ドゥー の 祭 り。 富 と繁 栄 の 女 神 ラ
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ク シ ュ ミー を 祭 る 。 この 日は ラ ー マ 王 子 が14年 の 流 浪 を 終 え て 都 に 帰 還 し
た 日 と され る。 家 々は 無 数 の 美 し い色 電 球 や ロー ソ ク、 ラ ンプ な ど に彩 られ 、
デ ィ ワ ー リー(燈 明)祭 と も呼 ば れ る 。(田 中 於 莵 弥 「イ ン ドの 神 話 」)
(49)CourtNazir.Nazir,裁判 所 の 書 記 官 。 令 状 の 送 達 、 宣 誓 証 書 の受 領 、
法 令 違 反 や 治 安 妨 害 の 調 査 な ど の 任 に 当 た る 。
(50)ベ ンガ ル 暦9月 。 陽 暦 の12、1月 頃 に あ た る 。
(51)ベ ンガ ル 暦10月 。 陽 暦 の1、2月 頃 に あ た る 。
(52)Adhan、 ア ザ ー ン、 ム ス リム の 礼 拝 の 時 刻 を 告 げ る肉 声 に よ る 呼 び
か け。 これ を行 う人 を ム ア ッ ジ ンと い い 、彼 は 人差 し指 を 耳 の 穴 に入 れ て メ ッ
カ の 方 角 に向 か って ア ラ ビヤ 語 の 文 句 を 唱 え る 。(平 凡 社 、 前 掲 書)
(53)イ マ ー ム(lmam)で あ る こ と。 こ こで は 正 しい 礼 拝 の 方 法 を 心 得 、
集 団 礼 拝 の 際 、 指 導 者 と して の 役 割 を 果 た す こ と。
(54)P了r、 イ ス ラ ー ム 神 秘 主 義 に お け る聖 者 。 ピー ル は ペ ル シ ャ語 で 、
主 と して 神 秘 主 義 教 団(タ リー カ)の 弟 子(ム リー ド)た ちを 指 導 す る 道 師
の 意 味 で 用 い られ る。(平 凡 社 、 前 掲 書)
(55)Zarda、 サ フ ラ ンで 黄 色 く(Zard)色 を 付 け た 甘 味 の あ る ナ ッ ツ入
りの ピラ フ。
(56)水 に淅 し た米 を 蒸 して か ら、 平 ら に搗 い た 食 物 。 ヒ ン デ ィ ー 語 のCi
γ胃τ.Ciur'aにあ た る語 。
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(57)Hak了m、 ギ リシ ャ 医 学 の 流 れ を 汲 む 医 師 。
(58)母 と の 不 和 が 原 因 で 、 父 は 家 を 離 れ て い た もの か?
(59)Badiya、 ジプ シ ー の よ うな 人 た ち 。Bedjyaとも。BcdeはBediyaの転
訛 した 形 。 低 カ ー ス ト ・ヒ ン ドゥー を 主 体 とす る水 上 生 活 者 。
(60)Yurshidabadの歌 。Yurshidabadはカ ル カ ッ タの 北 約170kmの 町 。
(61)イ ギ リス の詩 人 ウ ィ リ ア ム ・ワ ー ズ ワ ー ス の 詩 「水 仙 」 の 一 節 。
(62)ム ガ ル 朝 期 に 、 ベ ンガ ル 地 方 と の 内 陸 交 易 に 従 事 し た ア ル メニ ヤ 人
や ギ リ シ ャ人 の 建 設 した 、 旧 市 街 に あ る 街 区 。 現 在 同 地 区 に は 、1781年
建 立 の 聖復 活 ア ル メ ニ ヤ教 会(ArmenianChurchoftheholykesurrection)
が 残 って い る。
(63)Nawab、 もと ム ガ ル 朝 に よ っ て 封 じ られ た ム ス リム の大 守 。
(64)ノ ア カ リ、 バ コ ル ゴ ン ジ 、 ボ リ シ ャ ル 等 の 地 方 で 収 穫 さ れ 、 バ ラ ム
と 呼 ば れ る船 で 運 ば れ る米 。
(65)PalkiG"ari、パ ルキ(駕 籠 、Palanquin)型を した屋 根 付 きの 馬 車 。
(66)Parda、 パ ル ダ ーの 制 。 女 性 を 他 家 の 男 性 の 目 に 触 れ な い よ うに 隔
離 す る習 慣 。
(67)Yuha皿皿adAyubKban(1907～74)、 パ キ ス タ ンの 大 統 領(1
958～69)。 もと陸 軍 総 司 令 官 で 、58年10月 、無 血 ク ー デ タ ー に ょ っ
て 政 権 の 座 に 就 い た 。
(68)ア ユ ー ブ 政 権 期 の 東 ベ ンガ ル 州(東 パ キ ス タ ン)知 事 。
(69)LalbaghFort、ダ ッカ の 旧市 街 に残 る未 完 の 城 砦 。1678年 、 ア
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ウ ラ ング ゼ ー ブ 帝 の 第 三 王子 ム ハ ンマ ド ・ア ー ザ ム の 命 を 受 け て 着 工 さ れ た
が 、 彼 の 娘 の パ リー ・ビー ビー の 死 に よ って 中 断 さ れ た ま ま と な っ た。
(70)Nagf「 停 止 」 を 意 味 す る ア ラ ビ ヤ語 で 、 イ ス ラ ー ム法 の 用 語 と して
所 有 権 移 転 の 永 久 停 止 を 意 味 す る 。 一 般 に政 府 ま た は 個 人 が モ ス ク、 マ ドラ
サ 、 病 院 、 孤 児 院 な ど に 、 そ の 維 持 の た め土 地 を 寄 進 す る慈 善 ワ ク フ と 、 個
人 が 子 孫 の た め に 信 託 す る家 族 ワ ク フ とが あ る。 本 来 ワ ク フ は ア ッラ ー の 財
産 、 も し くは ア ッ ラ ー の下 僕 た ち の 公 的 共 有 財 だ っ たが 、 後 に は そ の 原 則 が
崩 れ て 富 者 に利 用 され る よ う に な った 。(平 凡 社 、 前 掲 書 。 黒 田 、前 掲 書)
(71)8a皿MohanRoy(1772～1832)、 ベ ンガ ル の 社 会 ・宗 教 改
革 家 。1928年 カ ル カ ッ タ に ブ ラ フ マ ・サ マ ー ジを 創 設 し、 サ テ ィ ー(寡
婦 殉 死)へ の 批 判 を 初 め とす る ヒ ン ドゥー の 社 会 ・宗 教 改 革 に取 り組 ん だ 。
イ ン ド古 典 、 イ ス ラ ー ム 、 キ リス ト教 思 想 等 に深 い知 識 を 有 して い た 。
(72)KhwajaNaziauddin(1894～1964)ダ ッカ の ナ ワ ー プ 家 出
身 の ム ス リム 連 盟 の政 治 家 。 パ キ ス タ ン建 国 後 、 東 ベ ン ガ ル 州 首 相 、 パ キ ス
タ ン総 督(1948～51)、 中 央 政 府 首 相(1951～53)等 を 歴 任 。
(73)BhwajaShahabuddin上記Nazinuddinの弟 。 や は り ム ス リム連 盟 の
政 治 家 で 「ベ ンガ ル の マ キ ャ ヴ ェ リ」 の 異 名 を と った 。1960年 代 にア ユ ー
ブ ・カ ー ン軍 政 下 で 情 報 相 を 務 め た。
(74)AhsanYanzil、ダ ッ カ の 旧市 街 を 流 れ る ブ リゴ ン ガ川 沿 い に あ る ナ
ワ ー プ 家 の 御 殿 。1872年 に 建 て られ た。
(75)Narayanganj、ダ ッカ の 南 東24k皿 に あ る 町 。 か っ て 交 易 と 産 業 の
中心 地 と して 栄 え た。
(76)パ ン チ ャー ヤ ト(Pa面cayat)。イ ン ド村 落 に お い て 古 代 よ り継 承 さ
れ た 自治 組 織 。 村 や カ ー ス トの取 り 決 め を 行 った り、 揉 め 事 を 調 停 した りす
る 。 五 人 委 員 会 。
(77)Salinullahg6an(1884～1915)、 ダ ッカ の 大 地 主 。19
06年 の 全 イ ン ド ・ム ス リム 連 盟 の創 立 に大 き な役 割 を 果 た した 。
(78)KnightGrandCommanderoftheStaroflndia
(79)BnightGrandCrossoftheOrderofthelndianEmpire
(80)バ ンキ ム ・チ ャ ン ドラ ・チ ャタ ル ジー(注86)作 の 「ヴ ァ ンデ ー ・
マ ー タ ラ ム 」 の 一 節 。 この 詩 は 民 族 運 動 の 昂 揚 の 中 で 、 外 国 支 配 に 対 して 母
な る祖 国 を 解 放 し よ うと す る イ ン ド人 の 心 情 を 示 す もの と して 、 街 頭 や 集 会
の 場 で 歌 わ れ た。 現 在 は イ ン ド共 和 国 の 第 二 国 歌 。(伊 藤 秀 一 「ア ジ ア の 民
族 運 動 」)
(81)「 マ ハ ーバ ー ラ タ」 の ク ル ク シェ ー トラ にお け る激 戦 の 一 場 面 。 パ ー
ン ダ ヴ ァの 第 二 王 子 ビー マ は 、 カ ウ ラ ヴ ァの 長 子 ドゥ リョ ー ダナ の 太 腿 を 棍
棒 で 打 ち 砕 い て 殺 した 。(菅 沼 、 前 掲 書)
(82)女 神 の 名 。 ヒマ ラ ヤ の ダ ウ ラギ リ峰 を 指 す と い う。
(83)西 ベ ン ガ ル 出 身 の イ ン ドの 文 筆 家 。
(84)Alberuni(al-Bunn丁、973～1050頃)、 イ ラ ン系 の 数学 者 、
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星 学 者 、 歴 史 家 。 ガ ズニ 朝 の マ フ ム ー ドに 従 って イ ン ドに 入 り、 広 く各 地 を
旅 行 して 「イ ン ド誌 」 を 著 した 。(京 大 東 洋 史 辞 典 編 纂 会 、 前 渇 書)
(85)Anusilan(錬成)、 ベ ンガ ル 地 方 の 過 激 派 の 秘 密 結 社 。 バ ンキ ム ・
チ ャ ン ドラ ・チ ャ タ ル ジ ー(注86)の 同 名 の 小 説 に 由 来 す る名 前 。 以 下 も
過 激 派 の 秘 密 結 社 。(J.P.ヘ イ ス コ ッ クス 「イ ン ドの 共 産 主 義 と民 族 主
義 」)
(86)BankimChandraChatarji(1838～94)、 バ ンキ ム ・チ ャ ン
ドラ ・チ ャ トーパ デ ィヤ ー イ 。 ベ ンガ ル の 著 名 な 小 説 家 ・随 筆 家 、 ヒ ン ドゥー
指 導 者 。
(87)RameshChandraDutta(1848～1909)、 ベ ンガ ル の 小 説 家 。
上 記 バ ンキ ム ・チ ャ ン ドラ の 主 催 す る新 聞 「バ ン グ ・ダ ル シ ャ ン」 を 中 心 に
集 ま った 文 学 同 人 の 一 人 。
(88)ジ ャ ンマ ・ア シ ュ タ ミー(JanmaAstami..)、バ ドロ月(注2)黒 半
の8日 に 行 わ れ る ヒ ン ドゥー の 祭 。 ヴ ィ シ ュ ヌ 神 の 化 身 で あ る ク リシ ュナ の
生 誕 を 祝 う。
(89)Yuharram(ムハ ッラ ム)。 シ ー ア派 第 三 代 イ マ ー ム ・ フ サ イ ン の殉
教(ヒ ジ ュ ラ 暦61年 ム ハ ッ ラ ム 月 の10日)を 悼 ん で 、 毎 年 同 月 に 行 わ れ
る殉 難 際 。 フ サ イ ンの 命 日に 当 た る最 終 日の10日 目(ア ー シ ュ ー ラ ー)に
祭 は 最 高 潮 に 達 し、 行 列 が 練 り歩 く。 そ の 際 、 フサ イ ンの 棺 の 模 型(タ ー ジ
ャ)や フ サ イ ンの 切 断 さ れ た 手 の 模 刻 が 担 ぎ 出 さ れ 、 ま た 参 列 者 が 鎖 で 自分
の 体 を 打 った りす る。(平 凡 社 、 前 掲 書)
(90)Ta'ziya(タ ー ジ ヤ)、 前 項 参 照 。
(91)Duldul、ムハ ッラ ムの 祭 礼 の8、9日 目に 引 き 出 さ れ る飾 り馬 。 ド ゥ
ル ド ゥル は 、 も と もと ア レキ サ ン ド リア の 大 守 か ら ム ハ ンマ ドに 贈 られ た 雌
ロバ で 、 後 に ア リー(第 四 代 カ リフ 。 ムハ ンマ ドの 女 婿 で フ サ イ ンの 父)に
譲 られ た 。 後 世 誤 って 馬 と さ れ る よ う に な った 。
(92)ghWajaHabibullah、後 に1937年 ベ ンガ ル に 成 立 した フ ァズ ル
ル ・ハ ッ ク州 政 権(注8)の 農 工 相 。
(93)シ ュ リー パ ン チ ャ ミー(Sripancami)、(注99)参 照 。
(94)Yuba皿皿adAli(1878～1931)、 ア リー ガ ル ・カ レ ッ ジ出 身
の ム ス リム 連 盟 の 指 導 者 。
(95)AghaKhan置(1877～1957)、 ア ー ガ ー ・カ ー ン三 世 。 ボ
ンベ イ の 大 実 業 家 で コ ー ジ ャ ー 派 ム ス リム の 長 。 ム ス リム 連 盟 の 創 立 に貢 献
し、 パ キ ス タ ン建 国 後 ま で 大 き な政 治 的 影 響 力 を 有 して い た。(加 賀 谷 、 浜
口、 前 掲 書)
(96)SaiyidAnirAli(1849～1928)、 オ リ ッサ 出 身 で イ ギ リ
ス に留 学 して 法 律 を 学 ん だ ベ ンガ ル 近 代 派 の ム ス リム 指 導 者 。
(97)1923年 ア ー ガ ー ・力 ニ ン と ア ミー ル ・ア リー は トル コ の 首 相 イ
ス メ トに 手 紙 を 送 り、 ス ル タ ン制 と カ リフ 制 と の 分 離 が 全 世 界 の ム ス リム に
重 大 な 関 心 を 呼 び 起 こ し た こ とを 告 げ た。 しか し、 この 手 紙 は イ ス メ トが 入
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手 す る 前 に イ ス タ ンブ ル の 有 力 な 新 聞 紙 上 で 公 開 さ れ た。 ケ マ ル ・ア タテ ユ
ル ク は そ の 新 聞 の主 幹 を 「独 立 法 廷 」 に か け る と と も に 、 こ う し た外 国 か ら
の 口 出 しを トル コ の 内 政 に 対 す る干 渉 で あ る と抗 議 した 。(永 田 雄 三 、 加 賀
谷 寛 、 勝 藤 猛 「中 東 現 代 史1」)
(98)AbulQashin、 ベ ンガ ル 出 身 の ム ス リム 連 盟 の 政 治 家 。 独 立 前 の ベ
ンガ ル 州 連 盟 書 記 長 と して 活 躍 。
(99)サ ラ ス ヴ ァ テ ィー ・プ ー ジ ャー(SarasvatiPτjの、 マ ー グ 月(注
51)白 半 の5日 の ヒ ン ドゥーの 祭 礼 。 ヴ ァサ ンタ ・パ ンチ ャ ミー ま たは シュ
リー パ ン チ ャ ミー と呼 ば れ る 春 祭 で 、 カ ラ シ菜 の 黄 色 い花 に ち な ん で 明 る い
黄 色 の 衣類 を 着 、学 問 、 音 楽 の女 神 サ ラ ス ヴ ァテ ィー を 祭 る。 サ ラ ス ヴ ァ テ ィ
ー の 精 巧 な土 像 が 作 られ る。(田 中 、 前 掲 書)
(100)Fath-i-Duwazdahun,毎月12日 に 行 わ れ る ム ハ ンマ ドの 生 誕 を 祝
う祭 礼 。
(1.01)DirectorofPublicinstitution
(102)ム ハ ンマ ド ・ア リー(注94)と シ ョ ウカ ト ・ア リー(Shaukat
Ali)兄 弟 。 キ ラ ー フ ァ ト運 動 に お け る ム ス リム の 中 心 的 指 導 者 。
(103)BipinChandraPal(1858～1932)、 ベ ン ガ ル の 政 治 家 。
パ ン ジ ャー ブ の ラ ー ラ ー ・ラ ー ジパ ト ・ラ ー イ 、 マハ ー ラ ー シ ュ トラ の バ ー
ル ・ガ ンガ ー ダ ル ・テ ィ ラ ク と と も に ラ ー ル ・バ ー ル ・パ ー ル と 称 さ れ 、1
9世 紀 末 か ら20世 紀 の初 め に か け て 民 族主 義 運 動 に 大 きな 役 割 を 果 た した。
(104)(注25)参 照
(105)ChittaRanjanDas(1870～1925)、 ベ ンガ ル 出 身 の 会
議 派 指 導 者 。1922年 の ガ ー ンデ ィ ー に よ る第 一 次 非 暴 力 抵 抗 運 動 の 停 止
後 、 ガ ー ンデ ィ ー の 戦 術 に 反 発 し、 会 議 派 内 に ス ワ ラ ー ジ党 を 結 成 した 。
(106)後 に メ ー ラ ト訴 訟 事 件(注134)の 被 告 の 一 人 。
(107)YanabendraNat6koy,(1893～1954)、 ベ ン ガ ル 出 身 の
高 名 な 革 命 家 。 コ ミンテ ル ンの 理 論 家 と して 活 動 す るが 、29年 に 追 放 さ れ
30年 に帰 国 。 晩 年 は マ ル クス 主 義 か ら離 れ た 。 民 族 ・植 民 地 問 題 に っ い て
の レー ニ ン との 論 争 は 有 名 。(J.P.ヘ イス コ ッ ク ス 、 前 掲 書)な お カ ム
ル ッデ ィ ン ・ア フ モ ドと ロ ー イ の 会 見 の 模 様 は 本 書(「 ベ ンガ ル 中 産 階 級 の
自 己 形 成 、1」)の 第4章 に 詳 しい 記 述 が あ る 。
(108)ム ハ ンマ ド ・フ ァル フ シヤ ル 。 ム ガ ル 朝 第9代 皇 帝(位1713
^-19) o
(109)Vivekananda(1.863～1902)、 近 代 イ ン ドの改 革 思 想 家 、
宗 教 的 実 践 者 。 ラ ー マ ク リ シ ュ ナ の 門 弟 で 、 師 の 死 後 、 教 団 を 設 立 して そ の
教 説 を 全 イ ン ドに 広 め た 。 す べ て の 宗 教 は そ の 根 源 が 一 っ で 最 高 神 に 発 す る
ゆ え 、 イ ン ド人 は 階 級 や 宗 旨 の 違 い を 捨 て て 人 道 主 義 に 帰 り、 民 族 の精 神 を
尊 重 せ ね ば な らな い こ とを 主 張 した 。(京 大 東 洋 史 辞 典 編 纂 会 、 前 掲 書)
(110)ValentineChirol、英 「タ イ ム ズ 」 誌 の 記 者 。20世 紀 初 頭 の 民
族 運 動 の 批 判 者 と して 有 名 。
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(111)JagdishChandraBose(1858～1937)、 著 名 な科 学 者 。
(112)Barisal、 ダ ッカ の 南 方 約130K皿 の 町 。 ダ ッ カ とは 水 路 で 結 ば
れ て い る。
(113)ダ ッカ の 旧 市街 を 流 れ る ブ リゴ ンガ川 沿 い の通 り。 シ ョ ドル ・ガ ー
トと 呼 ば れ る船 着 き場 が あ り、 一 帯 は 賑 わ っ て い る。
(114)NazrulIsla皿(1899～1976)、 ベ ンガ ル の詩 人 。 民 族 運
動 の 高 ま りを 前 に 激 しい 調 子 の 詩 を 書 き、 「反 逆 詩 人 」 と 称 せ られ る。(田
中 於 莵 弥 、 坂 田 貞 二 「イ ン ドの 文 学 」)
(115)カ ー リー(Qari)、 イ ス ラ ー ム の 学 者 ・宗 教 指 導 者 層 で あ る ウ ラ
マ ー の一 員 。 美 声 で あ る と と もに コ ー ラ ン読 誦 の 流 儀 を 心 得 て お り、 各 種 の
集 会 や 儀 礼 で 重 要 な 役 割 を 果 た す 。 な お 、 ク ッラ ー は そ の 複 数 形 。 ム ク リー
と もい う。(平 凡 社 、 前 掲 書)
(116)ム ハ ッデ ィ ス(i(uhaddith)、同 じ く ウ ラ マ ー の 一 員 。 広 くは 伝
承 一 般 、 狭 くは ム ハ ンマ ドの 言 行 に 関 す る伝 承 を ハ デ ィ ー ス と い う。 ム ハ ッ
デ ィ ス は そ の 伝 承 者 。(同 上)
(117)ジ ク ル(Dhikr)。 「ア ッ ラ ー ・ア クバ ル(神 は偉 大 な り)」 「
ア ル ハ ミ ド ・イ ッラ ー(神 に栄 光 あれ)」 な どの コ ー ラ ンの 唱 句 を 口 に して 、
ア ッラ ー を 賛 美 し称 え る こ と 。 特 に イ ス ラ ー ム神 秘 主 義 で は 、 こ の よ う な 称
名 を 集 団 で 一 定 の 所 作 を 伴 い な が ら く り返 し行 う こ と に よ って 、 フ ァナ ー(
消 滅)と 呼 ば れ る 神 と の 合 一 の 境 地 に 達 しよ う とす る 。(同 上)
(118)暑 気 や 危 険 か ら頭 を 保 護 す るた め の 兜 の 形 を した ひ さ しの っ い た
布 張 りの 帽 子 。
(119)(注113)参 照 。
(120)武 器 を も って 非 合 法 の 集 会 に 参 加 す る こ とを 禁 じ、 罰 す る 条 項 。
(121)Patuakbali、ボ リ シ ャル(注112)の 南 方 約40k囗 の 町 。
(122)Bareddhaman,カル カ ッ タ の 北 西 約90kmの 町 。
(123)Co皿 皿issioner、数 県(ジ ・ラ)よ りな る行 政 単 位 で あ るCommission
eryの 長 官 。
(124)パ ドマ 川 。 ガ ンガ ー 川 の バ ング ラ デ シ ュで の 呼 び 名 。
(125)学 名Clupeaalosa、う な ぎ に 似 た 美 味 な 魚 。
(126)既 出(P.5)
(127)SarojiniNaidu(1879～1949)、 ガ ー ンデ ィ ー と と も に
活 動 した 会 議 派 の 女 性 指 導 者 。
(128)既 出(P.3)
(129)GrandCrossoftheBath
(130)1919年 成 立 の イ ン ド統 治 法 の 改 正 問 題 。1920年 代 末 か ら
30年 代 半 ば ま で の イ ン ド政 治 は、 こ の 問題 を一 つ の 大 きな 軸 と して展 開 し、
35年 の 新 しい イ ン ド統 治 法 の 公 布 を 見 るに い た っ た 。
(131)fourteenPoints、全 政 党 協議 会 の 「ネヘ ル ー 報 告 亅(注133)
に対 して ジ ン ナ ー が 協 議 会 に提 示 し た要 求 。 「分 離 選 挙 は 当 分 の 間 存 続 さ せ
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る 」 等 、 ム ス リム の コ ミュナ ル な 要 求 が 含 まれ て い た 。
(132)FrcderickEdwinSmithBirkenhead(1872～1930)、 英
本 国 の イ ン ド担 当 相 。
(133)NchruReport、1927年 保 守 党 の イ ン ド担 当 相 バ ー ケ ンヘ ッ ド
の イ ン ド総 督 へ の 働 きか け に よ って 、 イ ン ド統 治 法 の 再 検 討 を 目 的 とす る サ
イ モ ン委 員 会 が 任 命 され た。 イ ギ リス 人 ば か りの 委 員 会 を 任 命 す る に 際 して
バ ー ケ ンヘ ッ ドは 、 皆 が 揃 って 賛 成 す る よ うな 憲 法 を 自 分 で作 って み るが よ
い と述 べ て 、 イ ン ド人 指 導 者 た ち の怒 りを 買 っ た 。 こ の 挑 戦 的 な発 言 に対 し
て 、 翌28年2月 よ り会 議 派 、 ム ス リム連 盟 、 国 民 自 由 連 合 な ど 各 派 の 代 表
が 一 堂 に 会 して 全 政 党 協 議 会 が 開 か れ る よ う に な り 、8月 に は 将 来 の イ ン ド
憲 政 改革 プ ラ ンに 関す る報 告 書 で あ る 「憲 法 起 草 委 員 会 報 告 」 が 発 表 され た 。
通 常 この報 告 は 委 員 長 モ ー テ ィ ー ラ ー ル ・ネ ヘ ル ー の 名 を 冠 して、 「ネ ヘ ル ー
報 告 」 と呼 ば れ る 。(山 本 達 郎 「イ ン ド史 」)
(134)1929年3月 、 主 要 な 共 産 主 義 者 と労 働 組 合 運 動 家 ら31名 が 、
英 領 イ ン ドの 統 治 権 を イ ギ リス 国 王 か ら奪 取 す る 陰 謀 を 企 て た(反 逆 罪)と
して 投 獄 さ れ た 事 件 。 翌31年1月 か ら北 イ ン ドの 地 方 都 市 メ ー ラ ッ トで 裁
判 が 行 わ れ た の で こ の 名 が あ る。 イ ギ リス に よ る労 働 運 動 と 共 産 主 義 の 弾 圧
と い う狙 い を も っ た こ の 裁 判 は 、 被 告 団 の 法 廷 陳 述 に よ っ て 、 イ ン ドに お け
る 共 産 主 義 思 想 の ま た と な い宣 伝 の 場 と な った 。(中 村 平 治 「南 ア ジ ア現 代
史1」 、J.P.ヘ イ ス コ ック ス 前 掲 書)
(135)YuzaffarAh皿ad(1893～1975)、 メ ー ラ ト訴 訟 事 件 当 時
は ベ ンガ ル 労 農 党 の 指 導 者 。 後 に イ ン ド共 産 党 の 幹 部 。(同 上)
(136)ShripadA皿ritDange(1899～19?)メ ー ラ ト訴 訟 事 件 当
時 は ボ ンベ イ 紡 績 工 場 労 働 者 組 合 の 指 導 者 。 後 に イ ン ド共 産 党 の 議 長 を 務 め
るが 、1964年 の 自主 派 共 産 党 の 創 立 に は加 わ らず 、 ソ連 派 共 産 党 を 指 導
した 。(同 上)な お 、 没 年 は 未 確 認 。
(137)A皿anullahghan,1892～1960(位1919～29)。 急
速 な近 代 化 政 策 を 推 進 して 失 敗 。
(138)Baccha-i-Sagau,?～1929(位1929)、 本 名 ハ ビ ー プ ッ
ラ ー。 夕 一 ジ ク族 の 出 身 で 、 バ ッ チ ャ ・イ ・サ カ ー ウ(水 運 び 人 の 子)は 通
称 。 ア マ ー ヌ ッラ ー へ の 反 乱 が あ い つ ぐ中 で 、1929年1月 無 防 備 に な っ
た 首 都 カ ー プ ル を 占領 し、 ア フ ガ ニ ス タ ンの 支 配 者 に な る。 しか し同 年10
月 、 第 三 次 ア フ ガ ン戦 争 の 英 雄 ナ ー デ ィ ル ・シ ャ ー に よ って 討 伐 さ れ る 。(
永 田 、 加 賀 谷 、 勝 藤 、前 掲 書)
(139)現 在 の イ ン ド国 旗 の 原 型 で 、 サ フ ラ ン、 白 、 緑 の 三 色 か ら な る。
(140)バ ン グ ラ デ シ ュ随 一 の ベ ンガ ル 語 日刊 誌 。
(141)Suryasen(1894～1934),ス ー ル ヤ セ ー ン。 武 装 民 衆 を
率 い て チ ッ タ ゴ ンの 兵 器 廠 を 襲 撃 、し、 一 週 間 近 く市 内 を 占 拠 。1933年1
2月 に 逮 捕 さ れ 、 翌 年1月 絞 首 刑 に処 せ られ た。
(142)MuhammadIqbal(1897～1938)、 イ ン ド ・ム ス リム の 代
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表 的 な 詩 人 、 思 想 家 。 パ ン ジ ャー ブ の 出身 で ケ ンブ リ ッ ジ、 ミュ ンヘ ン両 大
学 で 学 ん だ 。 本 文 の ム ス リム 国 家 樹 立 の提 案 は、1930年 の 連 盟 ア ラ ー ハ ー
バ ー ド大 会 に お け る彼 の 議 長 報 告 の な か で な さ れ た 。
(143)YuhaomadShafi(1869～1932),親 英 保 守 派 の ム ス リム
連 盟 政 治 家 。 第 二 回 円卓 会 議 で は 州 自 治 と ヒ ン ドゥ ー ・ム ス リム の 分 離 選 挙
制 を 主 張 して 、 会 議 派 と の 妥 協 を 排 した 。(加 賀 谷 、 浜 口 、前 掲 書)
(144)ジ ャハ ー ン ・ア ー ラ ー ・シ ャ ー ・ナ ワ ー ズ 、1920年 代 末 か ら
活 躍 した パ ン ジ ャ ー ブ の ム ス リム 連 盟 女 性 指 導 者 。 パ キ ス タ ン制 憲 議 会 メ ン
バ ーo
(145)マ イ ソー ル と ジ ャ イ プ ル の 藩 王 国 宰 相 を 務 め た 人 物 ・
(146)1885～1933、 会 議 派 の 指 導 者 。1923年 に 結 成 さ れ た
ベ ンガ ル の ス ワ ラ ー ジ党(注105)を 指 導 。
(147)IsadoraDuncan(1878～1927)、 米 国 の女 流 舞 踏 家 。 モ
ダ ン ・ダ ンス の 先 駆 者 。 著 書 に 「未 来 の 舞 踏 」 「自伝 」 な ど。
(148)ErichMariaBemarque(1898～1970)、 ドイ ツ の 小 説 家 。
「西 部 戦 線 異 状 な し」 「凱 旋 門 」 な ど 。
(149)題 名 が 原 文 で 「エ デ ィ ポ ロ」 とあ るの は 不 明 。 た だ しワ イ ズ ミュ ー
ラ ー の タ ー ザ ン物 な ら、 筆 者 が ボ リ シ ャ ル で 過 ご した 年 代 か ら考 え て シ リー
ズ 第 一 作(1932年)以 外 に な さ そ う な の で 、 そ れ を あ て た 。
(150)SharatchandraChattopadhyay(1876～1938)、 シ ャ ラ
トチ ャ ン ドラ ・チ ャ トー パ デ ィ ヤ ー イ 。 ラ ヴ ィ ン ドラ ナ ー ト ・タ ゴ ー ル と ほ
ぼ 同 時 代 に活 躍 したベ ンガ ル の小 説 家 。 「シ ュ リー カ ー ン ト」 「グ リハ ・ダ ー
ハ 」 な ど の 社 会 小 説 が あ る 。
(151)大 学 で 入 学 試 験 と卒 業 試 験 の 間 に あ る試 験 。
(解題)
こ こ に 訳 出 した の は 、gamaruddinAhmad:BanglarYadhyavitter1At皿avikas
I、II.(Dacca,1975、76)の う ち第 一 巻 の 初 め の2章 で あ る。 こ
の 本 は50年 代 に パ キ ス タ ンの労 働 者 や 政 府 の 代 表 と して.L..0.や 国 連
安 保 理 の 舞 台 で 活 躍 し、 ま た そ の 後 大 使 と して イ ン ドや 東 南 ア ジア 諸 国 に 赴
任 し た著 者 の ベ ンガ ル語 に よ る 自伝 で 、 そ こ に語 ら れ た 豊 か な 見 聞 と幅 広 い
交 流 は 、 現 代 史 の 生 き た 証 言 と呼 ぶ にふ さ わ しい 内 容 で あ る・ ま た こ れ が]
971年 バ ング ラ デ シ ュ独 立 闘 争 の さ 中 、 獄 中 で 書 き始 め られ た 点 も注 目 に
値 す る。 訳 出 した 二 つ の 章 は 幼 少 か ら青 年 期 に 至 る まで の 部 分 で 、1910
年 代 か ら20年 代 に か け て の 村 や 都 市 の 暮 ら し、 宗教 行 事 、 学 校 生 活 な ど に
っ い て 興 味 深 い 記 述 に 富 ん で い る 。 そ れ らは 当 時 の 東 ベ ンガ ル 社 会 の実 像 を
知 る た め の 貴 重 な 資料 を 提 供 して い る と言 え るだ ろ う。 さ ら に第 二 章 で は 、
政 治 史 上 重 要 だ と思 わ れ る 人 物 の 名 前 が 次 々 に 挙 げ られ て い る。 訳 者 の 勉 強
不 足 か ら こ れ らの 諸 点 に つ い て十 分 調 べ る こ とが で きず 、 注 な ど に不 備 な点
も残 って い るが 、 ひ と まず レポ ー トと して 提 出 す る こ と を お 許 し願 い た い。
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機 会が あれ ば加筆 ・訂正を す るつ もりであ る。
訳 ・注 に際 して は桑島昭 先生 の ご教 示を賜 り、実 に多 くの こ とを学 ばせ て
頂 きま した。 こ こに記 して深 く感 謝 の意を 表 します。
(訳 ・注 、三木 雄一 郎)
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